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シークレット・ハニー


１．船橋から愛をこめて
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　しゅがすく
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　僕は最初、何もかも間ま違ちがっていた。間違いに気づいただけでも、それはたぶんとても幸運なことなので、これからは何事も実行する前にじっくり考えていこうと思う。焦あせらず、自分のことを過信せず、迷ったときは立ち止まって他人の立場になって考え直す──。


　でもやっぱり先は長いので、これからも余計なことをして、みっともない思い出を抱かかえて深夜一人でのたうちまわったりするのかもしれない。──まあ、しかたない。できる限りでいい。どこかで読んだ小説の主人公みたいに、正しい判断をしなければいけない。






　プロローグ







　──男だったら、一度は世界を救ってみたいものである。


　別に男性に限られた話ではないし、どうでもいいという人にはどうでもいいことかもしれない。それでも、たまに夢想せずにはいられない。主人公が美女や美少女と出会い、巨きよ大だいな敵が出てきて陰いん謀ぼうがあって、派手なアクションの末に大爆ばく発はつ。陰謀は阻そ止しされ世界は救われた、というやつ。そしてロマンスはハッピーエンド──高校二年の飯いい田だ五い十そ六ろくは、レンタルで借りてきたアクション映画のＤＶＤを観ながらぼんやりとそんなことを考えていた。


　──とはいえ、現実的には世界を救うとはどういうことだろうか？


　ハリウッドのアクション大作でもよく宣伝に「世界の命運」とか「世界崩ほう壊かいの危機」といった言葉が使われるが、実際の内容は「アメリカの危機」に過ぎなかったりする。「その計画で世界を変えるのは無理でしょう」と思わずつっこみたくなるような悪役も多い。もちろんハリウッド映画でも、全面核かく戦せん争そうが起きそうだったり宇宙人が侵しん略りやくしてきたり隕いん石せきが落ちてきたりするのは確かに世界規模の話だ。──が、今度はとたんに現実的ではなくなってしまう。


　一二〇分の映画でリアルに扱あつかうには、世界の危機はちょっと複雑すぎるのかもしれない。


　──そもそも世界を本当に救ったことがある人間なんて、人類史上にたった一人でも存在するのだろうか？　偉い大だいな宗教も、偉大な国家も、地に平和をもたらしたとは言い難がたい。ある国の平和は、別の国の不幸で成り立っているという話もあって──。


「まあ、いいや……」


　五十六はひとりごちた。戦争や危機とは無む縁えんの、たかが日本の高校生なのに、世界や人類の平和を憂うれえるなんて身の程ほど知らずもいいところだ。世界を救うとか、陰謀とか……こんな話は考えるだけ徒労。どうかしている。


　アクション映画に影えい響きよう受けるような歳としでもないだろう、と自じ嘲ちようする。


　──一度は世界を救ってみたい？


　そもそも、どんな世界の危機があろうと、なんの特技もない高校生にできることなんて何もないのだ。たとえそれが日本国存亡の危機だろうと──いや、もっと範はん囲いを狭せばめて五十六が住んでいる千葉県崩壊の危機だろうと──いや、船ふな橋ばし市崩壊の危機だとしても、きっと五十六には傍ぼう観かんすることしかできない。それが当たり前。普ふ通つうのこと。


「あにきは、またアタマわるそうな映画みてるなー」


　五十六の部屋に、勝手に妹の五い十す鈴ずが踏ふみ込んできた。そのときちょうど映画はクライマックスで、筋肉質な主人公が、悪役の顔面に花火を突つき刺さしてとどめをさしていた。主人公はいつも吸っている葉巻で着火。筒つつ状じようの花火が盛せい大だいに燃え上がり──そして決め台詞ぜりふ。


『木こつ端ぱ微み塵じんだぜ』


「花火で悪党殺すシーンなんて初めて見た。こういう知能指数ゼロ系の映画ばっかり、どうやってみつけんの？　あにきの頭には特とく殊しゆなアホ・センサーがついてるの？」


「うるさいな。このちびモンスター」


　邪じや魔まをされた五十六はうんざりした口調で言った。映画の趣しゆ味みに関しては放ほうっておいてほしい、と思う。それに、妹は「花火で悪党殺すシーンなんて初めて見た」と言っていたが、五十六は似たようなシーンがある映画をあと三つは知っている。


　妹の五十鈴は背が低い。中学二年生ということを考こう慮りよしても、一四三センチの身長は確実に平均以下だ。たちまち五十鈴は顔を真っ赤にして、チャームポイントだかコンプレックスだかよくわからない平均よりも大きな八や重え歯ばをむき出しにして、怒いかりの形相になる。


「それ、あたしが一番嫌いやなあだ名だって知ってるくせに！」


　五十鈴の蹴けりが飛んできた。五十六は両りよう腕うででとりあえず頭部を守る。一発、二発と受け止めても、まるで機き関かん銃じゆうのように蹴りが飛んでくる。五十鈴は女の子でしかも小こ柄がらなのに体力だけは人並み以上。ちびモンスターのあだ名に恥はじない暴れっぷりだ。


　五十鈴は栗くり色いろの髪かみの毛をひも状のリボンでツインテールっぽくまとめている。子供っぽいキュロットスカートをはいていることが多く、太ふと腿ももは中学生にしては肉感的なほうだろう。外見はそれなりに可か憐れんなのに、性格は凶きよう暴ぼうで兄に対しては特に容よう赦しやがない。


「あらら、けっこう痛いなあ……」と思いつつも、五十六は年上で、体も五十鈴よりはるかに大きいので反はん撃げきしたりはしない。笑ってなんとかやり過ごそうとする。それが逆に五十鈴をさらに苛いら立だたせるらしい。


「やめろよー、五十鈴」


「ああもう！　へらへらして！」


　僕の危機なんて、まあこんなところだろう、と五十六は思う。


　五十六はこれといった特技のない人じん畜ちく無害な高校二年生であり、当面の危機はちびモンスターと中間テストだ。高校を卒業して社会人になっても、ずっとこんな感じなのかもしれない。それでいいに決まっている。


　──世界中に、日本のように平和な国がいくつある？　五十六は健康に育ち、紛ふん争そう国の少年少女と違って学校に通うこともできる。突とつ然ぜん爆ばく撃げきや戦せん闘とうに巻き込まれて死ぬこともない。普通に生きていくことは、それだけで尊いことなのだ──。


　五十六は「考え方が大人びている」と褒ほめられることが多かった。


　常時落ち着いていて、余よ裕ゆうがあり、近くでケンカがあったら仲裁役はまず間違いなく五十六が務めることになる。


　友人たちには「五十六はいつも穏おだやかに笑っていて、まるで徳の高い坊ぼうさんだ。たとえば日にち蓮れんのような男だぜ……」と言われる。五十六は「日蓮って他宗派や幕府を攻こう撃げきしすぎて島流しになったような人なんだけどなあ」と思うが、あえてツッコんだりはしない。





　──しかしこのとき、五十六が知らないだけで、カウントダウンが始まっていた。すでに陰謀は動き始めていたのだ。普通の高校生にはまずありえない、正真正しよう銘めいの危機が包囲の輪を狭めつつあった。


　美女も美少女も、派手なアクションも大爆発も、ほんの数十日先にまで迫せまってきていた。





　　　　＊




　アメリカ合衆国。バージニア州ラングレー──中央情報局ＣＩＡ本部。その建物に正面玄げん関かんから入ると、壁へき面めんに星が刻まれたシンプルなモニュメントが目に入る。星の数は現在一〇二個。それらはすべて、殉じゆん職しよくしたＣＩＡ工作担当職員を讃たたえる印である。


　ＣＩＡは一九四七年創設。国家情報長官が監かん督とくする。


　世界最強の諜ちよう報ほう機関はイスラエルのモサドかもしれないが、世界最大の諜報機関は間違いなくこのＣＩＡだ。


　海外での情報収集──諜報がＣＩＡの主な任務だ。簡単にいえば「スパイ組織」ということになる。実際にはスパイという言葉は使わず、正規の工作担当職員はケース・オフィサー、海外での現地協力者はエージェントと呼ぶ。


　ＣＩＡが求めるのはアメリカの国益。それこそが世界の平和だと考えているものもいる。アメリカを守るために、ＣＩＡはこれまで非合法な暗殺や拷ごう問もん、武器の密輸やクーデターの支し援えんまで行ってきた。


　スーツ姿の女性と、その一人ひとり娘むすめである少女が、本部の廊ろう下かを歩いている。やや早足で、伸のばした背筋が美しい。人工大理石の床ゆかに、ハイヒールの足音が硬かたく跳はね返る。二人が目指しているのは、新本部棟とうの地下数百メートル──。そこに、科学技術本部が管理する極ごく秘ひの「高等機密情報処理研究センター」が存在する。警備の厳重なエレベーターを数回乗り換かえて、冷れい房ぼうがききすぎている最下層へ。


「あなたは『フロンティア』に直接会うのは初めてね」母が言い、


「はい」娘むすめがうなずいた。


「キューバ危機以来の異常事態なのよ。『フロンティア』が世界の崩壊を予測した」


「崩壊……ですか」


　娘は、母の言葉の重さを嚙かみしめる。


「予言ではない。科学的な根こん拠きよのある予測。どんなに現げん実じつ離ばなれしていても、『フロンティア』の予測なら調べてみる価値がある」


　娘は驚おどろいているが、母や「フロンティア」の言っていることを疑いはしない。母はＣＩＡの作戦本部が誇ほこる最高のケース・オフィサーの一人であり、「フロンティア」は常に他国の諜報組織やテロリストの行動を二手も三手も先読みしてきた。


「フロンティア」が世界崩壊の危機だというなら、それは間違いなく「今そこにある危機」なのだ。冷や汗あせが体のあちこちから流れ落ちそうになる。


　娘は訊たずねる。


「『フロンティア』はどんな予測を立てたんでしょうか？」


「…………」母は逡しゆん巡じゆんする。


　もう一度、少女は目に力をこめて訊ねる。


「……どのような危機なんでしょう？」


「信じられない話よ」母が重い口を開いた。「鍵かぎを握にぎるのは、まったく無名の、日本の高校生」


「……日本人!?」


「その名前はイソロク・イイダ。詳くわしいことは、これから『フロンティア』に質問する」




　第一章　陰謀コンスピラツイア







　　　　１




　──金曜日。


　九月に吹ふく風はほんの少しだけ冷たく、しかし冷え過ぎているということもなく、まるでよくできたクロスワードパズルが解けたときのようにちょうどよく気持ちよかった。燃える炎ほのおの陽光の時期は終わり、陽ひ射ざしさえも乾かわいていく季節にさしかかっている。


　千葉県船ふな橋ばし市には、人が生きていくためのものがすべてそろっている。百貨店にショッピングモール、そしてＩＫＥＡ船橋。歴史のある漁師町でもある。飯いい田だ五い十そ六ろくは船橋で生まれ、きっと船橋で死んでいくのだろう。運命の輪から逃のがれられないように、人は船橋から離はなれることはできない。


　五十六は、船橋市が誇るごく普通の高校「船橋海え老び川かわ高校」に通っている。


「なんでこんな部活に入っちゃったのかなあ……」


　船橋海老川高校のグラウンドで、五十六は自転車に乗って木でできた槍やりを構えている。自転車をこぎながら槍を突く姿勢を保持するのは本当に難しい。五十六は、グラウンドの南なん端たんからスタートした。反対側から、同じく自転車で槍を構えた南な雲ぐも三み木き多た可かが向かってくる。


　三木多可は五十六の幼なじみ。保育園のころからずっと同じクラスで、ほとんど兄弟のような間あいだ柄がらだ。二人はともに、船橋海老川高校「危機管理部」に所属している。


「ありとあらゆる危機に対応できる人材を育成する」のがこの部の理念だ。


　今日は「もしいきなり馬ジ上ヨ槍ウ試ス合トに参加することになったら？」という危機に直面しても切り抜ぬけることができるよう、軍馬のかわりに自転車で訓練を積んでいる。


　本当に騎き士し見習いになったみたいだ、と五十六は思った。


　先せん端たんを丸く削けずった木の槍を右みぎ脇わきに構え、左手でハンドルバーを握り、ブレーキをかけるつもりなんて毛頭ない。必死でペダルをこぎ、かっとばす。全身で風を浴びて、汗で濡ぬれたシャツが冷たく皮ひ膚ふにはりつく。


　──激げき突とつしたらどんな感じになってしまうんだろうか。


　普ふ通つうの自転車だから速度はそれほど出ていないし、ちゃんとランスには安全対策が施ほどこしてあるので命の危険はないだろうが──最悪、骨折くらいはあるかもしれない。まあ、それくらいなら別にいいけど、と五十六は思う。人並み外れて頑がん丈じようということはないし、体力に自信があるわけでもないが、とにかく痛みに対して鈍どん感かんなのだ。


　すべては危機管理部のトップ──東とう条じよう未み華か子この思いつきだった。自転車でランスチャージする部員二人を満足げに眺ながめる彼女の右手には、ハンター・Ｓ・フルガムとかいう人が書いた本『試すな危険！　冒ぼう険けん野や郎ろうハンドブック　人ひと喰くいザメの生いけ捕どりから時限爆ばく弾だんの解除まで』が握られている。その本は、この危機管理部の教科書のようなものだ。様々な危機、そしてそれに対処する方法が記されている。「馬上槍試合に殴なぐりこむ」は冒険野郎ハンドブックの三三ページ。四〇ページからは「モナリザを密ひそかに借り出す」というチャプターに入る。──未華子は、これも練習する気なのだろうか？


　危機管理部部長・東条未華子は鼻が高く、瞼まぶたはくっきりとした二ふた重え。髪かみはショートで、睫まつ毛げが長い。そして切れ長の目。口は、全体のバランスを崩くずさない程度に大きい。ブラウスは胸のあたりが盛り上がり、プロポーションは抜ばつ群ぐんだ。制服のミニスカートは、彼女の豊かなヒップのラインをくっきりと引き立てている。


　未華子の大人っぽい美び貌ぼう。その右頰ほおには、現在大きなバンソウコウがはられていた。部員にやらせる前に、自分一人で練習していたのだ。


「これってスタントマン部ですよね」


　訓練を始める前に、五十六はそう言った。すると未華子は激げき怒ど。


「お前はまだ危機管理部の崇すう高こうな理念を理解していないのか！」と。


　──いや、無理だろう、それは。


　理解はできないが、言い返さない。五十六はいつも穏やかに微笑ほほえんで、頼たのまれたら大たい抵ていのことはやってしまう。伊だ達てに仏像みたいな顔をしているわけではない。


　五十六には特技はないが、趣しゆ味みはある。読書だ。本が好きなのだ。同世代の高校生平均よりも読書量は多めだろうと自負している。──だったら、文芸部とか読書クラブに入ればよかったのに！　自分でもそう思うが、親友の三木多可に誘さそわれたら断るわけにはいかなかった。


　三木多可は、入学前からこの部に入ることを決めていたという。部長である未華子の提案には嬉き々きとして従う。なぜかといえば、それは三木多可が危険を愛しているからだ。


　まだ小学生だったころ、三木多可は「いけそうだったから」という理由で校舎の屋上から飛び降りたことがある。校舎は四階建てだったが、すぐ近くに青々とした葉を茂しげらせた大木があったので、それがクッションになると判断したのだ。ザザザッと葉を落とし枝を折って、三木多可は五十六の目の前に落ちてきた。奇き跡せき的だかなんなんだか、彼には傷一つなかった。そのときも五十六は驚いたりはせず、にっこり笑って「ジャッキー・チェンみたいだな、三木多可」と言った。


　そんな男なので、未華子とは気が合う。未華子と三木多可の暴走に付き合わされて、五十六をはじめ部員たちは数々の危険なチャレンジをクリアしてきた。あれは森林キャンプのときだったろうか。三木多可は「ひゃっほう！」と凄すごい勢いで飛び出し、野生の熊くまと相撲すもうをとって死にかけたこともある。


　最大の謎なぞは、こんな部なのに四〇年近い歴史があり、部員が三〇人近くいることだ。





「中止中止、こんなの中止！」


　という大声が聞こえたかと思ったら、五十六と三木多可の間に、一人の少女が両手を広げて割りこんできた。


　クラス委員長の四し天てん王のう寺じ花か蓮れんだ。


　欧おう米べい人モデル級の長身だ。身長だけでなく、胸の大きさも脚の長さも日本人離ばなれしている。腰こしが女じよ王おう蜂ばちのようにくびれているので、夏の果物くだものを連想させる豊かなバストが嫌いやでも目立ってしまう。
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　地面まで届きそうな長い黒髪が艶つや々つやで美しい。顔を見れば、薄うすい唇くちびるが凜り々りしく引き締しまっている。大きな瞳ひとみは、宵よいの明みよう星じようみたいにくっきりと輝かがやいている。


　ストイックで真ま面じ目め──整った聡そう明めいそうな顔立ちに、そんな性格があらわれていた。


「止めるな、四天王寺花蓮！」


　未華子が怒ど鳴なった。


「止めますよ！　まったく！」負けじと花蓮も怒鳴り返す。「これを止めなかったらクラス委員長失格です！　というか、人間失格だと思います！」


　このまま直進すれば、花蓮に激突してしまう。自転車上の二人はランスを捨て、ブレーキをかけながら慌あわててハンドルバーをひねった。運動神経のいい三木多可はバランスを崩さずに見事停車したが、どんくさいところがある五十六はそうはいかない。


　ブレーキをかけてもそのまま車輪が滑すべって、五十六は自転車から人間大たい砲ほうのように放ほうり出された。滞たい空くう時間は何秒ほどだったろうか。少年の体はきれいな放物線を描えがく。


「これって物理の実験みたいだなあ」と、五十六は他人ひと事ごとのようにそんな感想を抱いだいた。落下し、地面に叩たたきつけられ、全身がバラバラになったような衝しよう撃げきのあと、五十六の目の前が真っ暗になった。





　──次に目を覚ましたとき、五十六は保健室のベッドの上にいた。エヴァンゲリオンの碇いかりシンジみたいに、五十六は「知らない天てん井じようだ……」と言おうかと思ったが、それは何度かお世話になったことがある学校の保健室の天井だった。完全に「知ってる天井」である。ベッドの横には、保健室の先生、四天王寺花蓮、東条未華子、南雲三木多可の順で並んでいる。


　五十六が上体を起こそうとすると、あちこちの関節が悲鳴をあげた。全身に軽度の打だ撲ぼく。意識がはっきりすると同時に強きよう烈れつに痛みを感じ始める。五十六の左耳の下には大きなガーゼがはられている。擦すり傷きずから出血していたのだ。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　保健医──山やま口ぐち敏とし子こ先生──がそう訊きいてきた。


　五十六は「はい、平気です」と微笑んで即そく答とうした。昔から、五十六はこうだ。「大丈夫？」と訊かれたら、どんな状態であろうと「大丈夫だ」と答える。どう考えても大丈夫じゃなくても、下手をすれば死ぬ可能性があったとしても、だ。


「ごめんなさい……五十六くん……私のせいで……」


　花蓮が泣いていた。自分なんかのために泣いてくれるなんて、やっぱり花蓮さんは優やさしいひとだな……と五十六は感動した。


　五十六と三木多可と花蓮は、小学生のときからずっと同じクラスだった。家も近所で、親同士も仲がいい。だが、五十六は三木多可と遊んでばかりで花蓮とはほとんど接点がなかった。もちろん彼女のことが嫌きらいだからではなく、彼女があまりにも美しいので気き後おくれしていただけの話だ。


「四天王寺さんが謝ることないですよ。僕と三木多可が好きでやってる部活動です。そして、上う手まく停車できずにコケたのも僕です。責任は僕一人にあります」


　という五十六の言葉に、保健室は静まり返った。かなりのケガをしたのに、部長の東条未華子を──ひいては危機管理部そのものを──かばっているのだ。これを聞いて未華子の瞳が少しうるんで、頰も赤くなった。


　未華子は五十六の肩かたに手をおいて、


「……お前は、私が出会った中で最高の部員だ。まさに逸いつ材ざいだよ」


「えへへ」と五十六は照れ笑い。部長のような美人に褒ほめられると素す直なおに嬉うれしい。自転車で気絶するほどコケたかいがあったというものだ。五十六と未華子のやり取りを見て、花蓮が「むむっ」と眉まゆをしかめている。
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　帰宅した。ケガもしたが、女の子と話す機会があったので今日はいい日だった。


　船橋駅から北に五分ほど歩くと船橋海老川高校。逆に、駅から南に一〇分ほどの場所に五十六の家がある。築八年一戸建ての飯田家だ。三階で暮らす祖父母のために、なんと小さなエレベーターがついている。祖父母とは一時期離れて暮らしていたが、母の離り婚こんやらそして再婚やら、色々あったすえに数年前から同居が続いている。エレベーターは、同居が決まってから、全体的な住宅リフォームの際に追加された。


　五十六の性格が落ち着いているのは、祖父母の影えい響きようが大きいかもしれない。親よりも、祖父母と一いつ緒しよにいる時間のほうが長かった気がする。祖父にはよく将しよう棋ぎの相手をさせられて、五十六もめきめき上達したものだ。


　父は交番勤務の警察官で、母はスーパーのレジ打ち係。警察官の妻といえば専業主婦のイメージが強いが、最近はそうでもないらしい。祖父母と子ども二人を養うのは大変だし、家のローンはまだ払はらい終えていないし、リフォームのときもローンを組んでいる。貧びん乏ぼうというほどではないにしても、両親は共働きで忙いそがしい。


　少しでも家計を助けるために、五十六は週三日だけアルバイトをしている。本当はバイトの日数をもっと増やしたいのだが、バイト先の店長さんに「学業に支障が出るといけない」と止められている。


　勉強は、成績上位に入ることはあまりないけれど、苦手ではない。祖母がよく言っていた。「勉強はね、したくてもできない子供もたくさんいるんだから。与あたえられた機会はちゃんと生かさなきゃいかんよ」と。ちょっと説教臭くさいなあと思いつつ、やはり自分よりずっと経験豊富な老人の言葉なので五十六は尊重した。


　危機管理部での活動以外は、本当に地味な毎日だ。


　この生活を嫌がっているわけではないが、たまに世界の危機を救う自分を妄もう想そうしてしまうのは、やはり若さなのだろうか。


　──男だったら、一度は世界を救ってみたいものである。


　美女や美少女、巨きよ大だいな敵、陰いん謀ぼう、派手なアクション、爆ばく発はつ。


　陰謀は阻そ止しされ世界は救われた。そしてロマンスはハッピーエンド。


「ただいまあ」


　自宅の正面玄げん関かんからあがる。鍵かぎはかかっていなかった。靴くつを脱ぬいでリビングに向かう。この時間だと、両親はまだ帰宅していないはずだ。昼間は祖父母のためにホームヘルパーさんが来ていることもある。妹は祖父母と一緒にいるのかもしれない。


　冷蔵庫からペプシコーラを取り出して、自分の部屋でネットを巡じゆん回かいしつつちょっと一休みしようかな、いや今日は危機管理部で無茶をやったせいであちこち汚よごれているのでシャワーかな……とか五十六が次の行動を考えていたら、リビングの椅い子すに一人の少女が座っていることにようやく気がついた。


　妹の五い十す鈴ず──ではなかった。


　母でも、ましてや祖母でもなかった。


　見知らぬ──美しい少女。


「おかえりなさいませ！」


　彼女は満面の──太陽のような笑えみを浮うかべている。その爽さわやかさと明るさといったら、まるでカリフォルニアの太陽だ。五十六はカリフォルニアなんて行ったことはないけれど、まあそんな雰ふん囲い気きの話。


「ええと」


　おかしいなあ、と五十六は思う。間ま違ちがいなく自分の家だ。五十六は方向音おん痴ちでよく道に迷うが、それでもさすがに自宅の住所ははっきり覚えている。


「……どなたでしょう？」


　五十六は眉み間けんにクエスチョンマークを浮かべて訊たずねた。


「はい！」


　少女は元気よく立ち上がる。


「今日から、この飯田家にホームステイすることになりました！　ロサンゼルス出身、キャスリン・涼すず音ね・アメミヤです。よろしくお願いします！」


　──ホームステイ！　やっぱり外国人か！


　それにしても流りゆう暢ちような日本語だ。アクセントも完かん璧ぺき。


　五十六は改めて少女──キャスリン涼音──を観察した。


　赤みが入った金きん髪ぱつだ。こういう髪かみを、ストロベリー・ブロンドという。


　ポニーテイルのようにロングヘアをまとめている。


　瞳は青く澄すみきっていて、大きい。歯は並びが良くて健康的で、真っ白だ。最初に太陽のようだと感じたのは、間違いではなかった。


　脚は牝め鹿じかのように引き締まり、とても長い。胸のサイズは普ふ通つうよりほんの少し大きい程度だが、服の上からでも張りつめた弾だん力りよくが伝わってくる。ぴちぴちのへそ出しＴシャツ（Ｉ・ＬＯＶＥ・ＵＳＡ！　と、センスのかけらもない大文字がプリントされている）に肌はだに食い込む肉感的なホットパンツという、季節感のないファッションだ。こんな服装でも着こなすことができるのは、彼女の可か憐れんさと無む駄だのないスタイルのおかげだろう。ちなみに今は九月。──不自然ってほどじゃないけど、ちょっと寒いんじゃない？　五十六は少し心配してしまう。


　すると──。


「日本文化を勉強しにきました！」


　キャスリン涼音はいきなり五十六に駆かけ寄って、抱だきついた！


　さすがアメリカから来た少女。積極的だなあ、と五十六は他人事のような感想を抱く。そういえば、聞いたことがある。欧おう米べい圏けんの女性は挨あい拶さつのついでに軽いキスや抱ほう擁ようくらい普通にやるらしい。初対面でいきなり抱きつくことも、なくはない……のか？


「ええと、ですね」


「はい！」


「二つ、質問が」


「なんでもどうぞ！」


「キャスリン・涼音・アメミヤ……どう呼んだらいいでしょうか？」


「キャスリン、か涼音で」


「じゃあ、涼音さん」


「はい！」


「ええと、二つ目。ホームステイって、本当にこの家に寝ね泊とまりするんですか？」


「他のところに泊まるのは、ホームステイとは言わないのでは？」


「そりゃそうですよねえ」


　こんな話をしている間にも、涼音の体は五十六にぴったりくっついている。妹の五十鈴がふざけて抱きついてきたことは何度かあったが、はっきりと異性の体を意識するのはこれが生まれて初めてかもしれない。柔やわらかくて、しかし胸には水風船のような「反発」があり、そして何よりも温かい。


「一つ屋根の下……ですね！　五十六」


「大変だあ、それは……ところで、僕、まだ名乗ってませんよね？」


「ホームステイ先の家族の名前くらい、飛行機の中で覚えられますよ」


　なんだかなあ、と五十六は苦い顔をした。こっちはホームステイで日系アメリカ人の美少女が来るなんてたった今知ったのに。向こうはこっちのことを予習する余よ裕ゆうがあった。なんともバランスの悪い話だ。


　ここで五十六は、自分の両親に対して不満を抱いた。外国人の少女を引き受ける前に、何か一言くらい息子むすこたちに相談か確かく認にんがあってもよかったのではないか。まるで不意打ちをくらったみたいにテンションが落ちる。
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　──と、そのとき。


　五十六は背後に殺気を感じて、涼音から離はなれて振ふり返った。五十鈴が、いつの間にか三階からおりてきていたのだ。


「あにき！　誰だれだよその女の子！」


「誰って──」


「無理やり抱きついたりして！　犯罪のスメルがする！」


　怒ど声せいとともに、五十鈴は腰こしを反回転させつつ右足を振りあげる。美しいフォームのハイキックだ。ハイキックのコツは当然関節の柔じゆう軟なんさ、体重移動のタイミング、そしてバランス感覚が重要となる──時間は一秒もないが、五十六は冷静にそんなことを考えている。妹のハイキックはたぶん大したものだ。


　──っていうか、やっぱり五十鈴も知らなかったんだな。ホームステイのこと。


　そんなに怒おこらなくてもいいじゃないか。抱きついてきたのも向こうなんだって。





　五十六は五十鈴の蹴けりに吹ふき飛ばされた。びっくりした涼音が慌あわてて五十鈴を制止して、事情を説明して、それからほんの数分後に両親が一緒に帰ってきた。


　涼音の顔を見て父が「え！　もう来たの!?」と驚おどろいていたのを見て五十六も驚く。両親にとっても、彼女の到とう着ちやくは予定より早かったようだ。母が仕事の帰りにスーパーの惣そう菜ざいを買ってきていたので、すぐに夕飯ということになった。父と母、五十六、五十鈴、そして涼音──五人で食しよく卓たくを囲むことに。祖父母は健康上の理由で食事のメニューを変えなければいけないので、あえて時間をずらすことが多い。


「上司の命令でねえ」


　夕食中、交番勤務の警察官である五十六の父──一ひ二ふ三み──が言った。


「キャスリン・涼音・アメミヤさんの父親はロサンゼルス市警の偉えらい人なんだ」


　父の説明が続く。


「本当は、署のお偉いさんの家にステイする予定だったんだけど……これが急に都合が悪くなったとかで、なぜか、いつの間にかうちに決まってたんだよね。でもまさか、こんなに早くとはなあ」


「すみません、何か連れん絡らくの手違いがあったみたいで……」


　申し訳なさそうに涼音が頭を下げると、


「いやいやいや、キャスリンちゃんが謝ることはないんだって！」


　五十六の母──四し津つ子こ──が手をぱたぱたと振りながらそう言った。母は、涼音ではなくキャスリンと呼ぶことにしたらしい。確かに、外見上は涼音よりもキャスリンのほうがしっくりくる。僕もキャスリンと呼ぶことにしとけばよかったなあ、と五十六は悔くやむ。でも、なんだか照れくさかったんだよなあ。


「ありがとうございます」とキャスリン涼音。「これから、最低でも半年はこちらでご厄やつ介かいになるかと思います。その間、料理、食器洗い、掃そう除じ洗せん濯たく──家事の手伝いはなんでもお申し付けください！　というか、それくらいはやらせてもらわないと私の気持ちがすっきりしないので、ぜひ……！」


　もう一度彼女は深々と頭を下げる。


　日本語は上う手まいし、誠実そうだし、こんなゲストなら大だい歓かん迎げいである。ただ一人、飯田家のちびモンスターこと五十鈴だけが、涼音を見て面おも白しろくなさそうな顔をしている。
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　食事を終えて、母が涼音を二階のゲストルームに案内した。ゲストルームといえば上等な感じがするが、ようは荷物置き場に使っていた六畳じようの和室を片づけて簡易ベッドを置いただけの部屋だ。涼音はこれから、国際宅急便で届いた荷物を解ほどいていくという。


　父が一番風ぶ呂ろをすませたので、次に五十六が浴室に向かった。


　そういえば、ずっとシャワーを浴びたかったのだ。


　キャスリン涼音の登場でうっかり忘れかけていたが、今日は三木多可と放課後のグラウンドで「いきなり馬ジ上ヨ槍ウ試ス合トに参加することになったときのために」を練習中、自転車で思い切り転てん倒とうし負傷したんだった。急いで着き替がえたおかげで家族にはケガのことを気づかれずに済んだのが不幸中の幸いか（それとも、気づいたうえでなんとなく事情を察してくれているのかもしれない……）。


　服の下にはまだケガの血や泥どろが残っている。髪の毛の隙すき間まに砂が入り込んでいる感かん触しよくもある。さっさと綺き麗れいな体になっておきたい。傷にしみるかもしれないから、熱い湯船につかるよりはちょっとぬるいシャワーがいい。


　五十六は服を脱ぬいで、浴室に入った。レバーをあげて、シャワーからお湯を出す。レバーの隣となりにあるダイヤルで温度を調節することができる。シャワーヘッドを浴よく槽そうの方に向けて、出てくるお湯に指先で触ふれて温度を確かめる。


　そろそろかな……と思っていたら、いきなり浴室のドアが開けられたので五十六は腰を抜ぬかしそうになった。いくら冷静な性格で落ち着いた態度が「売り」でも、限度はあるのだ。全ぜん裸らでシャワーを浴びる直前に、突とつ然ぜん、ホームステイでやってきたばかりの少女が飛び込んできたらさすがに心の底から驚くしかない。


「ええと、これは……」


　助かったのは、キャスリン涼音は全裸ではなかったことだ。


　一応、水着をつけてくれている。


　ところがこの水着がちょっとまずい。あまりにも布地の面積が小さすぎる。アメリカ西海岸や中南米のリゾートでしか見かけないような、いわゆるマイクロビキニだ。ワニ革のような質感で、色はワインレッド。細い紐ひもが、セクシーな肢し体たいに食い込んでいて悩なやましい。よく鍛きたえられた細いウエスト、大きくはないが形のいいバスト、付け根まであらわになったすらりと長い脚──顔を見れば、キャスリン涼音の頰ほおは艶なまめかしく紅潮している。


（日系アメリカ人……ロサンゼルス出身だっけ？　じゃあ、先に人が入っている浴室に水着で飛びこむのもよくあることなのかも……）


　日本と海外の文化の違ちがい──そう考えて五十六は自分自身を納なつ得とくさせようとしたが、どう考えても無理があった。彼女の行動は完全に「積極的」の範はん疇ちゆうからはみ出している。五十六は慌てて手で自分の股こ間かんを隠かくす。


（ないない！　海外でもこんなの絶対ありえないって！）


　五十六の疑念はようやく確信に変わった。


　──たぶん、キャスリン涼音は変な女の子だ！


「日本文化を、たくさん予習してきたんですよ……」


　涼音が恥はずかしそうに言う。


「予習って……？」


「映画や漫まん画がです。『００７は二度死ぬ』で、日本にやってきたジェームズ・ボンドはお風呂場で半はん裸らの美女から歓かん迎げいされます。それが風習なんですよね……！」


「その映画は観たことないけど、たぶん間違った日本描びよう写しやだと思うなあ」


　五十六も映画はわりと好きなほうだが、古い映画はあまり詳くわしくない。最初に観たジェームズ・ボンドは『ゴールデンアイ』。つまり五十六にとって００７シリーズとはピアース・ブロスナン以降の作品だ。──しかし、まあ、今はジェームズ・ボンドのことはどうでもいいんじゃないか？


「秘密警察のボスであるタナカがジェームズ・ボンドにこう言います。『まかせる者のあるときは何もするべからず』」


「僕にも……何もするなってこと!?」


「はい。私に任せてください……勉強の成果を披ひ露ろうさせてください」


　──急だなあ！


　シャワーは適温で出しっぱなしだ。涼音は手早くボディソープを自分の体に塗ぬって、そのまま五十六に密着しようとする。なんかもう逆に怖こわくなってしまって、五十六は急いでシャワーをひと浴びすると、大おお慌あわてで涼音の横を駆かけ抜けて浴室から出た。


「あ！」と、獲え物ものを逃のがした猟りよう師しのような声をあげる涼音。


　──こんなところを家族に見られたら誤解されてしまう！　五十六は急いで体を拭ふいて、服を着ていく。背中のほうで涼音が「挨あい拶さつがわりのつもりでしたのに……」と残念そうにつぶやくのが聞こえた。五十六は振り返って「挨拶にしちゃ過激すぎますよ！」と言ってやりたくなったが、一刻も早く浴室から離れることを優先した。





　──そして、夜になる。


　五十六の部屋は二階。南西向きの角部屋だ。その隣に五十鈴の部屋があり、ゲストルームは廊ろう下かを挟はさんだ向かい側という配置になっている。


　さすがに荷物の整理が忙いそがしいらしくて、風呂場での一件以降、キャスリン涼音が五十六にからんでくることはなかった。でも、明日からまたどうなるかはわからない。これは五十六の勘かんだが──当然の推測でもあるが──これから彼女の行動はどんどんひどくなっていくような気がする。


　──あの子に気に入られるようなこと、何かしたっけ？


　一番わからないのは、そこだ。


　もしかしたら、誰でもいいのだろうか？


　この家にいる若い男は確かに五十六だけだ。


　しかしこの考え方は、少々自じ虐ぎやく的だし、彼女に対して失礼な気もする。


　他に理由があるとすれば、それはなんだ？　物もの凄すごく楽観的に考えると向こうがこちらに一目ぼれしたという可能性もないではないが、ちょっと都合が良すぎる。


　あまりにも非現実的すぎて、上手く整理できていないところもある。一晩寝ねて、それからまたゆっくり考えることにしよう──。


　ベッドの上で瞼まぶたを閉じた直後にコンコン、とノックの音がして、五十六は「まさかキャスリン涼音!?」と不安に襲おそわれた。──が、すぐに「あにき、まだ起きてる？　入っていい？」という声がドア越ごしに届いて五十鈴だとわかった。


「なんだ、お前か……ああ、起きてるよ」


　と五十六は体を起こして、リモコンで部屋の電気をつける。暗い部屋で、完全に寝るつもりで物思いにふけっていたので、かなり眩まぶしい。


「なんだとはなんだよ……」


　五十鈴が部屋に入ってきた。薄うすいピンク色のパジャマ姿だ。妹は中学生（運動神経抜ばつ群ぐんで性格は凶きよう暴ぼう。つまりちびモンスター）のくせに、寝るときは白い小こ熊ぐまのぬいぐるみが手放せない。このことでからかうと五十鈴は信じられないほど怒おこりだす。今も、両手でしっかりとぬいぐるみを抱だきしめている。


「どうした五十鈴。こんな遅おそい時間……」


「ホームステイの子のことで。あにきと話しておきたくて」


「涼音さんのこと？」


「うん。風呂場でなんか変なことしてなかった？」


「別に……」五十六は妹から目をそらし、動どう揺ようが顔に出ないよう気を引き締しめた。うっすらと気づかれていたらしい。大きな家ではないし、そりゃそうか。


　五十六がキャスリン涼音のシャワー中に浴室に侵しん入にゆうしたら大事件だが、逆なので五十六はむしろ被ひ害がい者しやだ。隠したりごまかすようなことは何もない。──とはいえ、無用なトラブルは避さけたい。


「まあ、ちょっと浴室の前で話はしたよ。シャワーの使い方とか。温度調節みたいな」


　五十六は適当に噓うそをついた。


　今思いついたばかりの噓にしては上出来だ、と内心自賛する。


「ふうん……怪あやしいなあ……」


「うるさいな、この」──ちびモンスター、と言おうとして、五十六は途と中ちゆうでやめた。夜中に大おお騒さわぎすると両親や祖父母に悪い。


「ちょっと気になるんだ……キャスリン涼音さん」


「なにが？」


「上手く言えないけど……変な感じ。あにき、気をつけろよな」


「変な感じ……ねえ」


　五十六は曖あい昧まいにうなずいた。五十鈴は、実の兄には容よう赦しやのないくせに外では別人かと思うほど人当たりがいい。そんな妹が、まだ知り合って間もない他人に根拠のない警けい戒かい心しんを抱いだくのは珍めずらしいことだ。
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　飯田家の誰だれもが寝静まった深夜二時半──。


　荷物の整理もあらかた終わったゲストルームで、日系アメリカ人キャスリン・涼音・アメミヤは無線ＬＡＮをＯＮにしたノートパソコンを使って周囲の電波状じよう況きようを確かく認にんしていた。盗とう聴ちよう器きや混線の恐おそれがないことを確認してから、窓の外に小型の平面アンテナをはりつけ、暗号変へん換かん装置のついた長ちよう距きよ離り無線でＣＩＡ日本支局の非合法工作員イリーガルチームと連れん絡らくを取る。


「こちら暗号名『スイート・ニードル』。無事に初日を終しゆう了りようすることができそうです」


「ええ、はい……ほんの少しも怪しまれていません」


「問題ありません。すぐに目的を達成してみせます」


　部屋の本ほん棚だなには、わざわざアメリカから持ち込んだＤＶＤや漫画が並んでいる。「日本文化を理解し、今回の任務のために必ず役に立つ」と「フロンティア」が選んだ作品ばかりだ。


　映画のＤＶＤだと、今日さっそく参考にした『００７は二度死ぬ』やクエンティン・タランティーノ監かん督とくの『キル・ビルＶｏｌ１』。他にもジャスティン・リン監督の『ワイルド・スピードＸ３　ＴＯＫＹＯ　ＤＲＩＦＴ』に、あの高たか倉くら健けんとトム・セレックが共演した『ミスター・ベースボール』──それらの選せん択たくにはＣＩＡの対日本情報分ぶん析せき部も目を白黒させていたが、「フロンティア」は世界で唯ゆい一いつの、科学的根こん拠きよに基もとづく予言者だ。


　指示通りにやれば必ず上う手まくいく。


　ＣＩＡの最年少ケース・オフィサーであるキャスリン涼音は、映画だけでなく、アニメや漫画でも日本文化を学習していた。「飯田五十六との生活で必ず参考になる」という「フロンティア」の指示で、涼音はまず赤あか松まつ健けんの全作品を熟読した。


『魔ま法ほう先生ネギま！』はもちろん、『ラブひな』や『Ａ・Ｉが止まらない』まで。日本の平均的な高校生男子の心を理解するため、さらに『Ｔｏ　ＬＯＶＥる　‐とらぶる‐』も読んだ。ダークネスも含ふくめて既き刊かんはすべてそろえている。知識だけで実際の恋れん愛あい経験がないキャスリン涼音が特に衝しよう撃げきを受けたのは、『ナナとカオル』という、ＳＭがテーマの漫画だった。アメリカではまず考えられない内容だ。どきどきしながら読み進めて、必要になったら自分にも同じことができるかどうか自問したものだ。


「さて、と……」


　支局への報告を終えた涼音は、ノートパソコンの電源を落とした。涼音はいわゆるショートスリーパーで、どんなに疲つかれた日でも、たとえ前日が徹てつ夜やでも、三時間も寝れば翌朝すっきり目を覚ますことができる。「寝る前にもう少し日本文化を勉強しておこうかな……」と、涼音が本棚から手にとったのは、日本のライトノベル『電波女と青春男』だった。もちろんこの本も「フロンティア」の推すい薦せんだ。




　第二章　寒い国から来た少女
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　──土曜日。


　ホームステイでアメリカ人の美少女と同居することになったが、五い十そ六ろくの日常は続く。土曜日なので学校は休み。そのかわりに、アルバイトが入っている。


　五十六は、週に三日だけ船ふな橋ばし駅前の本屋「みのり書しよ房ぼう」で働く。


　キャスリン涼すず音ねは今日、五い十す鈴ずと一いつ緒しよに長逗とう留りゆうに必要なものを買いに行くらしい。ついでに近所を散歩して、このあたりの地形を覚えたいそうだ。涼音は五十鈴だけでなく「五十六も一緒がいいなあ……」と言っていた。気持ちは嬉うれしいが、ひと眠ねむりしてから落ち着いて考えてみてもやっぱり好意の理由がわからない。──まあいいや、仕事仕事。そのうち、単刀直入に涼音に質問すればいいじゃないか。


　みのり書房は地下一階が倉庫と駐ちゆう車しや場じよう、地上一階が小説や雑誌の売り場、二階が漫まん画が、三階がゲームソフトとレンタルＤＶＤショップ、四階が書店の事務室というビルになっている。ここを訪ねるだけで、インドア的に必要なものはたいていそろってしまうのだ。もしこの「みのり書房」がなかったら、船橋の娯ご楽らく文化は間ま違ちがいなく衰すい退たいしていくことになっただろう。


　五十六は読書好きだ。本屋で働くのに本を愛する必要はないといえばない。それでも、五十六はまだ本が嫌きらいな書店員を見たことがない。


　五十六の今日最初の仕事は、地下の倉庫で「付録がけ」をすることだった。


　昔は「付録つき雑誌」といえば子ども向けのものが多かったが、一〇年ほど前から女性向けファッション雑誌の付録が急激に増えた。今は、月刊の漫画誌にフィギュアやエコバッグがつくこともある。


　雑誌は通常、付録と本誌がバラバラの状態で送られてくる。付録が大きなものは、傷がつかないように本誌と一緒に「みのり書房」とロゴが入った専用のビニール袋ぶくろに手作業で入れていく。取り出し口はセロハンテープでピタリととめる。


　付録が小さいなら、ビニールひもでひし形に縛しばるだけでいい。形状によっては、輪ゴムを使うこともある。


「おお、五十六くん。おつかれさま！」


　と、声をかけてきたのは先せん輩ぱい書店員の坂さか田た征せい四し郎ろうだ。


　五十六と違ちがってアルバイトではなく、有限会社みのり書房の正社員として勤務している。


「どうも、坂田さん」


「付録がけ、量が多くて大変そうだねー」


「そっちは、『拡材』の準備ですか」


「そうそう」


　征四郎は楽しげに拡材──拡張材料を持ちだしている。「拡張」とはアダルトな漫画に出てくるマニアックなプレイのことではなく、販はん売ばい拡張を意味している。つまり、手書きポップや簡単なポスターを作るための道具だ。


「何かフェアの準備ですか？」と五十六。


　征四郎は笑え顔がおでうなずき、


「うん、世界の陰いん謀ぼう関連書しよ籍せきフェアを」


「またですか」


　これさえなければいい人なんだけどなあ、と五十六は残念に思う。征四郎の陰謀論好きはかなりのものだ。陰謀論の他にも、政治的な重大事件や軍隊の特とく殊しゆ作戦を愛している。征四郎は普ふ段だんから格かく闘とう技ぎで体を鍛きたえまくり、海外で銃じゆうを撃うちまくり、暇ひまさえあれば少しでも危険な土地を旅しているという。彼がなぜ警察や自衛隊に入らず、船橋で書店員をやっているのか──五十六にとってそれはかなり大きな謎なぞだった。


　征四郎が好きな作家はイアン・フレミングにフレデリック・フォーサイス。大おお藪やぶ春はる彦ひこ、船ふな戸ど与よ一いち、ジャック・ヒギンズ、ジョン・ル・カレ、クリス・ライアン──。好きな映画はメル・ギブソンの『陰謀のセオリー』。ある意味、ぶれがないラインナップだ。


　海外旅行──中東や山さん岳がく地帯──によく出かけるせいか、征四郎はすっかり日焼けしている。体がでかく、肩かたがたくましい。素人しろうととは思えないほど筋肉質なので、みのり書房の店員やバイトが制服がわりに着る淡あわいクリーム色のエプロンはあまり似合っていない。


　髪かみの毛は丸まる坊ぼう主ずに近く、茶色に染めている。素そ朴ぼくで誠実そうな一ひと重えまぶたで、笑うと目め尻じりと目の下に深いしわが寄る。口が大きく、顎あごも太い。顔を見ただけで、よく笑い、よく食べる豪ごう快かいな人物だとわかる。


「アメリカの人工地じ震しん兵器について、いい本が出たんだよ。作者の文章も上う手まいし、内容に説得力がある。こりゃあ、みのり書房船橋店が総力をあげて特集しなきゃと思ってね」


「はあ……なんでそんなに陰謀が好きなんですか？」


「だってこう……わくわくするだろう。闇やみの権力、極秘計画、暗殺作戦、非合法員、拷ごう問もん、洗脳、監かん視しチップの皮下への植え付け、地上のマッチ箱まで識別できる偵てい察さつ衛星、個人の人権が踏ふみにじられるマゾヒスティックな快感……きみは、興奮しないのかい？」


「興奮しないですね。むしろ坂田さんを遠くに感じました」


「ははは、こいつう！」


　征四郎はみのり書房小説部門の仕入れ担当だ。彼の商品注文は的確だと、業界内での評判はかなりいいらしい。返本の率が低いので、色々な出版社の営業部や販売促そく進しん部とも上手くやっているという。そんな優ゆう秀しゆうな書店員である征四郎だからこそ、自分の趣しゆ味みの色が強いフェアを通すことができるのだ。もちろん陰謀関連書籍なんてそれほど売れないが、普段の販売実績が良好だからみのり書房経営陣じんも「見み逃のがして」いる。


「ところで、五十六くん。今日から、新しいバイトのこが入るから」


「あ、はい」


「きみと同じ高校生なんだ。年ねん齢れいも同じみたいでね。せっかくだから、ってのも変な頼たのみ方だけど、新人教育をやってくれないかな？」


「いいですよ。雑用、付録がけ、返品作業、レジの打ち方──商品の発注とか以外なら、たいていのことは大だい丈じよう夫ぶだと思います」


「助かるよ。俺はほら、このフェアで忙いそがしいし、他の社員もみんなバタバタしててね。じゃあ上で呼んでくるから、ここで作業を続けながら待っててよ」


「わかりました」


　征四郎は拡材を抱かかえて一階にあがっていった。


　地下の倉庫にいるのは、五十六一人だけになった。


「新しいバイトかあ……おとなしい人がいいな……」


　五十六は思わず独り言をつぶやいた。騒さわがしい人間、エネルギッシュな人間はもう余っているくらいだ。


　地下の倉庫は、ビニール袋で梱こん包ぽうされた本や段ボール箱が山積みで、あとは作業用の大きなデスクと様々な小物の整せい理り棚だながあるくらいか。基本的には殺風景な場所だ。倉庫で人の出入りが激しくなるのは開店前か開店後で、この時間──昼間──は静かなものだ。


　しばらくして、階段をおりてくる足音がした。凄すごく小さな、うっかりしていると簡単に聞き逃してしまいそうな音だった。


「どうも」


　五十六は先に声をかけた。


「…………」


　やってきたのは──なんと昨日に続いて──外国人の少女だった。ええ、噓うそだろ、と五十六は自分の正気を疑うが、どんなに目をこすっても自分の頰ほおをつねっても少女の姿が消えることはない。夢ではない、これはリアルだ。


「あなたが、飯いい田だ五十六か」


「はい……そうです」


「私はタチアナ・オゴロドニコワ。モスクワ出身だ」


　──ロシア。


　って、ええ、あのロシアかな。他にないよなあ。


　五十六は首を傾かしげてしまった。昨日はアメリカから、今日はロシア少女？　船橋が一気に国際化してしまったのか？　しかも、キャスリン涼音に続いて、タチアナも日本語が流りゆう暢ちようだ。ややアクセントに巻き舌っぽい癖くせはあるが、気になるほどのものではない。
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「どうかしたのか？」とタチアナ。


「いえ、その……新しいバイトのこって、てっきり日本人だと思っていたので」


「よろしく」


　タチアナが、握あく手しゆを求めて右手を差し出した。五十六は、多少おどおどしつつその握手に応こたえる。昨日、キャスリン涼音がやってきた「いきなり抱だきつき」に比べれば常識的な挨あい拶さつと言えるが、高校生の──あまり恋れん愛あい経験がない──少年にとって、美しい少女との握手が刺し激げき的なのは否定できない。


「こちらこそ、よろしく……」


　タチアナの手は、冷たかった。「ロシア人だからかな？」などと一いつ瞬しゆん考えて、五十六は自分で「そんなわけないだろ僕はアホか」と否定する。いやいや、生まれた土地は寒くても、手の温度に関係あるわけないじゃん。五十六は「手が冷たい人間は心が温かい」という民間伝承のようなものを思い出す。そう教えてくれたのはお祖ば母あちゃんだったっけ。


「ターニャ（タチアナの愛あい称しよう）と呼んでくれ。私も五十六と呼ぶ」


「はい、ぜひ」


　ヨーロッパのコミック（バンド・デシネという言い方をする）に登場するヒロインみたいな女の子だ、と五十六は思った。タチアナの髪かみ型がたは前下がりのボブ。色はピンクブラウンだが、クールな印象だ。


　きりりとしたツリ目で、唇くちびるはやや厚めで色っぽい。長身で抜ばつ群ぐんのスタイル。胸は、キャスリン涼音よりも大きい。体にぴったりとはりつく薄うすいレザースーツで身を包んでいる。漫画に出てくる女怪かい盗とうか、あるいはバイク乗りみたいなファッションだ。


「ええと、じゃあ僕が仕事のことを教えますんで。何かわからないことがあったらすぐに質問してください」


「わかった。さっそく質問がある。日本の書店には、ロシア文学が少ない。これは、何らかの政治的意図があるのか？」


　政治的って、そんな。


「いや、特にないと思いますよ……ロシア文学は内容も文章もかなり難しいから、あんまり数を置かないだけで」


「難しくとも、偉い大だいだ」


　ターニャは静かだが、力のこもった口調で言った。まるで厳格な軍人のようだ。こんな美しい少女なのに、さすがは「おそロシア」の出身だ、と五十六は失礼なことを考える。


「ぼ、僕もそう思います」


　五十六が同意すると、ターニャは微かすかに目を丸くした。


「ちゃんと読んでいるのか」


「まあ、一通りは」


　五十六はある理由から家に居づらくて、まるで自分の部屋のように学校の図書館で過ごしていた時期がある。図書館では「他にやることもない」ので、とにかくたくさんの本を読んだ。村むら上かみ春はる樹きのような日本の人気作家から、サリンジャーやジョージ・オーウェルといったちょっと古めの海外作家まで。その時期に、一いつ般ぱん的に難しいとされている本でも、じっくりと読破する集中力が身についた。


「ドストエフスキーで一番好きな本は？」とターニャ。


「『カラマーゾフの兄弟』です」五十六は即そく答とう。


「ほう」


「登場人物では、次男のイワンが好きです。『大審しん問もん官』のくだりには深みがあるし、後半の裁判シーンには緊きん迫ぱく感がある。そしてエピローグには希望がある」


「私も一番はカラマーゾフなんだ。きみとは気が合いそうだ。同志トバリツシユ五十六」


「と、とばりっしゅ？」


　聞きなれない言葉に、五十六は思わず何度かまばたきをする。


「……しかし、ここは暑いな」


　そう言って、ターニャは妖あやしく微笑ほほえんだ。


「そうですか、普ふ通つうと思いますけど……」


　平静を装よそおってはいるが、クールそうな外見の彼女が急に色っぽく笑ったので、五十六の心臓はどきりと高鳴った。


「暑いさ。ロシアの凍いてつく寒さに比べたら、どこでもな」とターニャ。


　そりゃそうだ、と五十六は思う。


　モスクワの平均気温はマイナス一〇度くらいだと聞いたことがある。


　そして、ターニャは何を思ったか、いきなり身につけているレザースーツのジッパーをゆっくりとおろし始めた。


「って、ええ!?」


　五十六は何かの間ま違ちがいだと思って自分の目をこすった。


　ジジジ……と音がして、少しずつターニャの白い肌はだがあらわになっていく。スーツの隙すき間まから、薄い黒のブラに包まれた彼女の美しいバストがこぼれそうになる。むっちりと盛り上がって、まるでゼリーのような質感だ。


「そのうちウォッカを飲みながら政治と文学の話でもしよう、五十六」


　ターニャはとうとうジッパーを股こ間かんのあたりまでさげた。


「『文学的にハイ』な気分だ……」


「それ『裸はだかのランチ』じゃないですか。あと、高校生がウォッカはまずいんじゃないかな……」
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　ジッパーがさがって、下着まで見えた。色は上と同じで黒。フロントがＶ字形で、サイドとバックが紐ひも状という、いわゆるＧストリングだ。小さな下着が、彼女の下腹部と足の付け根を官能的に飾かざり立てている。


「どうだい、新人さんは？」


　上から、急に征四郎の声が響ひびいた。彼の大きな足音が近づいてくる。


　──ええと、これ、よくわかんないけど、やばくないかな？


　五十六はわたわたと意味もなく手を振ふって慌あわてた。別に五十六自身はやましいことは何もしていないのだが、目の前にスーツのジッパーを限界までさげた美少女がいたら、征四郎は色々と邪じや推すいするに違いない。


「その、本当に変なことは何もしてなくて……」


　征四郎に弁解しつつ、改めてターニャに視線をやると、彼女はスーツの上に制服がわりのエプロンを着て何事もなかったかのような顔をしていた。ほんの一瞬目を離はなした間に、ターニャは服装を正していたのだ。──ルパン三世ばりの早着き替がえ!?　と五十六はツッコミをいれたくなるが、おかげで征四郎に余計な誤解をされずに済んだ。ここは彼女にノリを合わせて五十六も「もちろんです、坂田さん。順調ですよ」と笑って報告する。





　　　　３




　──こんな偶ぐう然ぜんがあるものなのだろうか。


　二日続けて外国人の美少女と知り合う。そして、理由はまったく不明だが、なぜかどちらもいきなり自分に好意を抱いている。


　バイトを終えて、五十六は自宅への帰り道の途と中ちゆうだ。


　五十六は仮説を立ててみる。──もしかしたら、僕はいつの間にかすっかり頭がおかしくなっていて、ずっと幻げん覚かくを見ているのではないだろうか。他にも、知らないうちに事故にあっていて、目が覚めたらベッドの上なんてのも。


「あっ！」と思いだす。そういえば──危機管理部の活動中、自転車で転てん倒とうした！　実はもう、あそこからずっと夢か走馬灯だったのではないか。だとすれば、すべて説明がつく。最悪の場合、現実の飯田五十六は『シックス・センス』みたいにもう死んでいるとか……。


（それもちょっと、逆になさそうなんだよなあ）


　自分の思いつきを自分で否定する。ここまで現実と区別がつかない夢なんていくらなんでもありえない。もうちょっと「現実的」に考えてみるべきだろう。あの二人──キャスリン涼音とタチアナ──以外は、すべていつも通りなのだ。


　美少女に迫せまってきてもらえるのだから、何の問題もないという考え方もあるだろう。むしろ嬉うれしい展開ではないか、と。理り屈くつでは五十六もそう思う。だが、あの二人はあまりにも積極的過ぎてちょっと怖こわいのだ。警けい戒かいしてしまう。


　──何かの陰いん謀ぼうだったらどうしよう。


　そして五十六は自じ嘲ちようした。陰謀？　そんなものあるわけない。征四郎の陰謀好きが伝染したのかもしれない。


「ただいまー」と家にたどり着く。


「おかえりなさいませ！」


　玄げん関かんに駆かけつけてきて五十六を迎むかえたのは、やっぱりキャスリン涼音だった。ストロベリー・ブロンドの、見た目に関してはとりあえずけちのつけようのない美少女だ。料理中だったらしく、可愛かわいい兎うさぎが何なん匹びきかプリントされたエプロンをつけている。


「そのかっこうは？」


「はい。五十鈴さんと一いつ緒しよに晩ばん御ご飯はんの手伝いを。私はデザートを作ろうかな、と」


「へえ」


　よかった。キャスリン涼音はまともだ。デザート作りでエプロン姿なんて、いかにも普通の素す敵てきな女の子ではないか。昨日のキテレツな行動が何かの間違いだっただけ。涼音のことを怪あやしんでいた五十鈴も、夕食の手伝いを通して仲良くなっているかもしれない。


　──なんだ、そう考えれば悩なやむことなんてもう何もないじゃないか。ここから先はきっと万ばん事じＯＫ、すべて上う手まくいく……！


「クリームを泡あわだてて。ちょっとしたケーキを。お口に合うといいんですが……」


　そう言って、涼音は五十六を熱っぽい瞳ひとみで見つめて、五十六の手をぎゅっと握にぎった。そのとき、五十六は自分の手にぬるりとした違い和わ感を覚える。白いクリームがついている。料理中、何かの拍ひよう子しで涼音の手に付着したものが、五十六の手に移ってきたのだ。


「ああっ、すみません……！」


　涼音が大おお袈裟げさに謝ったので、五十六は逆に恐きよう縮しゆくしてしまう。


「いや、まあ。これくらい、ハンカチでふけば……」


「いけません、私のミスです。私が『日本の作法にのっとった』やり方で処理します」


「はい？」


　作法、それに処理ってどういう意味でしょう？　と五十六が疑問を口にするよりも早く、涼音は素早くエプロンで自分の手をふいた。もうクリームがついていないことを確かく認にんしてから、涼音は五十六の手首をつかむ。


　──ええええっ!?


　反射的に五十六は右手をひっこめようとしたが、まるで合気道の技わざのように軽く関節を極きめられて完全にコントロールされてしまって、涼音から離れることはできなかった。


　涼音はクリームがついた五十六の手を捧ささげ持つように固定して、それからゆっくりと長い舌を官能的に伸のばして──、


　なめた。


「……っ！」


　涼音が頰ほおを紅潮させて、瞳を軽く潤うるませて、五十六の指──人差し指と中指──を口に含ふくんでいる。そして、彼女がちろちろと舌を動かすたびに、神経を直接羽毛でくすぐられているかのような快感が脳天まで響く。柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよく、軟なん体たい動物のような舌の感触。他人の口の中って温かく感じるものだなあ……と五十六は新発見。あまりに気持ち良くて、腰こしが抜ぬけそうだ。じっとり、ねっとりなめまわす時間が一分ちょっと（五十六の体感的には数十分）過ぎて、ようやく涼音は満足げに「きゅぽん」と自分の口から指を抜いた。


「はい……これできれいになりました……！」


「ええと、まあ、その……」


　言いたいことは山ほどあった。


　──いきなりすぎないかな、びっくりしたよもう！


　──そんな日本の作法は成人向け漫まん画がの中にしか存在しないよ!?


　──きみはアメリカからやってきたポルノ女優なのか!?


　──いや、未成年だからそれはありえないにしても、その、あれだ！


　──そうそう、きみ、僕の関節を軽く極めてたけど、あれどういうこと!?


　──ああ、でも警察官の娘むすめなんだっけ。逮たい捕ほ術とか護身術とかやってるのかな？


　しかし、結局五十六の喉のどからしぼりだされたのは──、


「あ……ありがとう」


　という、一言だけだった。


「どういたしまして！」と、涼音は満面の笑み。


　五十六は内心ドン引きである。





　夕食がすんで、五十六はゆっくり風ふ呂ろに入ることができた。ちょっと警戒していたが、今日は涼音が風呂場に飛び込んでくることはなかった。夜九時からテレビで映画が始まったので、家族で一緒に観賞した。家族、といっても祖父母は就しゆう寝しん時刻が早めなので、父と母、妹の五十鈴、ホームステイの涼音、そして五十六の五人だ。


　映画は海かい賊ぞくが活かつ躍やくするハリウッド大作シリーズの何作目か。五十六はあまり好きな映画ではなかったが、見せ場がないわけではないし、これくらいやや「ぬるめ」の物語のほうが家族で観賞するには向いている。リビングでソファやクッションに座って、父は一週間の疲つかれを癒いやすかのようにビールを飲み、母は映画観賞の合間に軽くキッチンで料理して酒のつまみを追加している。


　五十六の右側には五十鈴が、左側には涼音がいる。人によっては「両手に花」に見えるかもしれないが、五十鈴は凶きよう暴ぼうなちびモンスターだし、涼音はアレだ。テレビ映画観賞中に、涼音がまた何らかのアクションを起こして家族を凍こおりつかせるのではないかと五十六は内心ひやひやしていたが、映画が終わるまで特に何事もなかった。どうやら涼音にも、最低限の常識は残っているようだ。


　映画のあとは歯は磨みがきをして、寝ね間ま着きに着がえた。部屋に戻もどると親友の三み木き多た可かから電話がかかってきたので、少し雑談したあと、来週放課後にどっかで遊ぼうや、とぼんやりした予定を立てた。それから五十六はデスクトップのパソコンを立ち上げて、いつも見ているサイトや学校の友人たちのブログを巡じゆん回かい。そのうちに眠ねむくなってきて、ベッドで横になってリモコンで電気を消そうとした瞬しゆん間かん、ドアがノックされた。電でん撃げきのように嫌いやな予感が走る。


「……はい？」


　五十六の部屋のドアは、鍵かぎが最初からついていない。


　その必要も感じたことがなかった──昨日までは。


「キャスリン涼音です……入りますね？」


　五十六の返事を待たずに、涼音はドアを開けて中に入ってきた。


「眠れなくて……」


「…………」


　その涼音の姿を見て、五十六の開いた口がふさがらなくなった。


　涼音は極きわめて薄うすいシルクのベビードールを身につけている。胸むな元もとには大きなリボン、裾すそには繊せん細さいなフリル。ほとんどシースルーなので、下着や涼音の煽せん情じよう的な体のラインがはっきりと見てとれる。下着も完全なセクシー系であり紐ひもだけと言っていい状態で、ベビードールの裾が短いから果実のようなお尻しりがほぼ完全に露ろ出しゆつしている。


「ちょっとお話ししませんか？」


　そう言って、涼音は少し甘えたように首を傾かしげる。


　女の子と話すのは嬉しい。しかし、相手が半はん裸らだと事情が違ちがってくる。涼音はいったい何がしたいのか？　何を求めているのか？　彼女の行動はわかりやすいといえばわかりやすいのだが、結局のところよくわからない。行動そのものは単純なのに、不可解な点が多すぎるのだ。五十六は「勢い任せ」で女の子に手を出したくはない。


　──ああ、わかった！


　──ようやく完全に理解した！


　──この娘こは噂うわさに聞いたいわゆる痴ち女じよなのだ！　都市伝説かと思ってたよ！


　五十六は自分に言い聞かせる。こういうときこそ、冷静に振ふる舞まわなければ。


「すみません。ちょっと、そこで待っててください」


　と、五十六は部屋の片かた隅すみを指さした。


「はい！」


　涼音は、五十六が指示した通りの場所に「ちょこん」と座った。そんな子供のようなしぐさと素直さが、セクシー過か剰じようなベビードール姿とあまりにもアンバランスで、なんともいえないギャップの魅み力りよくを五十六は感じた。露ろ出しゆつ度どが高いことよりも、そのギャップのほうが五十六の心臓の動どう悸きを速くする。


　五十六はデスクトップのパソコンを起動した。立ち上がるまで、数十秒かかる。その間、五十六は無言でモニタを見つめているし、涼音はセクシー過剰なかっこうで正座してにこにこと穏おだやかに笑っている。気まずい、というのとも違う、奇き妙みような空気だ。
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　さて、と五十六は動きだしたパソコンのキーボード上に指を置く。


　時代はまさにインターネットだ。


　妙みようなことがあったときは、とにかく検けん索さくしてみるに限る。


　検索ツールに『痴女に遭そう遇ぐう　対応』と入力する。


　すぐに結果が表示されて、五十六は思わず「すごい！」と声をあげそうになった。ちゃんと検索ワードにヒットしたのだ。ネット上で質問すれば、通りがかりの誰だれかが答えを掲けい示じ板ばんに書き込んでくれるという某ぼう知ち恵え袋ぶくろで、『痴女に遭遇したんですが、どう対応すべきですか？』というこれ以上ないほどぴったりの投とう稿こうを見つけた。これだ！　と大喜びでクリックするが、かんじんの回答のほうが今の五十六の状じよう況きようには役に立たないものばかりだった。


　五十六は、他の検索結果もクリックしてみる。


『ガ○ダムの劇場版を観にいったら痴女に遭遇した』


『痴女に遭遇したんだけど話していい？』


『痴女って本当にいるの？』


　なかなかいい答えが見つからない。風ふう俗ぞくやアダルト動画の記事も多数ヒットするので、上手く外していかないとダメだろう。検索ワードを変えてやってみるしかないか。


「あの、涼音さん」


「はい！」


「ちょっと用事を思い出したので、しばらく作業してます」


「ええっ……」


　涼音はがっくりと肩かたを落とした。こういうときの彼女は文句なしで可愛かわいい。


「わかりました……邪じや魔まになってはいけませんものね……おやすみなさい」


「あ、おやすみなさい」


　涼音は、とぼとぼとした足取りで部屋を出ていく。


「ううむ」


　五十六は腕うでを組んで低くうなった。完全に悪いことをした気分だ。しかし、こんな夜中に半裸の美少女と二人きりでいるのはあまり健全とは言えない。時じ間かん稼かせぎとしてはベストの方法だった、と思う。難しいものだ。


　世の中には「モテ期」があるという。それまで恋れん愛あい的に冴さえない人生を送っていても、ある時期に達すると急に恋こい人びと候補が周囲に集まってくるのだ。だとすると、五十六は「痴女期」に入ってしまったのだろうか。「チジョキ」──なんだか韓かん国こく語ごみたいだ。「地序記」にすると今度は急に聖書っぽくなる。どうでもいいことだけれど。


「……『痴女VS僕』かあ」


　五十六はため息とともに独りごちた。
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　──いったい何がまずいのか？


「フロンティア」が指示した資料は、涼すず音ねなりにじっくりと研究したつもりだ。対象には、ハプニングを装よそおって接近した。データ通りならば、五い十そ六ろくと涼音の仲はとっくに打ちとけてもいいころだ。ＣＩＡの分ぶん析せきによれば、日本の萌もえ漫画のやり方を使って「陥かん落らく」させることができない男子高校生の割合は一パーセント以下。


　それなのに、彼の態度にはまだ壁かべがある。


　なにしろ、こういった潜せん入にゆう任務は初めてのことだ。涼音にとっても、異性に関しては手て探さぐりなところがある。ＣＩＡの最年少ケース・オフィサーとして、破は壊かい工作の支し援えんや情報の連れん絡らく員を何度もこなしてきた。今回の任務に比べれば本当に楽なものだった。


『調子はどうだ？』


　今晩も、涼音は長ちよう距きよ離り無線でＣＩＡ支局のスタッフと連絡を取り合う。


「悪くはないと思いますが、時間がかかりそうです」


『時間がかかる、とは？』


「飯いい田だ五十六は、もしかしたら女性が苦手なのかもしれません。もう少し調査してみないと断定はできませんが……」


『キャスリン涼音を選んだのも「フロンティア」だ。飯田五十六が女性が苦手ということはありえない。むしろ、きみがこの手の任務を苦手にしているのではないか』


「そんなことはありません」


　涼音は苛いら立だったが、それが声に出ないように気をつけた。


「私はミスはしていません。状況に合わせて最善の行動を選せん択たくしていると、自信をもって言えます。時間がかかる、というのは訂てい正せいします。『時間の問題』です」


『頼たよりにしている』


「それにしても、あの少年……飯田五十六についてですが、どうしても人じん畜ちく無害そのものに見えます。危険性がまったく感じられません」


『彼が世界崩ほう壊かいの引き金になる可能性が高い、か……確かに突とつ飛ぴな予言ではあるな』


「はい。彼には家庭を崩壊させることすらできないでしょうし、また、そういった非道徳的なことをする人間でもありません」


『しかし今のところ「フロンティア」の予言は的中率一〇〇パーセントだ。何もなさそうなところに、何かがある』


「フロンティア」の予言には欠点がある。どんな質問でも「結果」しかわからないのだ。その結果に至るまでの過程は省略されてしまう。


「引き続き、監かん視しと調査を」


『あと、大事なことを伝えておく。「フロンティア」を支援する情報収集スーパーコンピューターに、裏口から客が入っていたことがわかった』


　裏口の客とは、この業界ではハッカー、クラッカーを示す隠いん語ごだ。


『今回の作戦──「スクール・アポカリプス」についても情報漏ろう洩えいがあったはずだ』


　まずい事態だ──涼音は眉み間けんにしわを寄せた。情報漏洩によって、任務にともなうリスクが急きゆう上じよう昇しようしたのは疑いようがない。


「客が来たのはいつごろのことですか？」


『二週間前だ』


「そんな前に!?　今まで気づかなかったんですか？」


『侵しん入にゆうの形けい跡せきがマシンの誤作動に見えるよう偽ぎ装そうされていた。フリーではない、国家が抱かかえるエース級。かなりの凄すご腕うでの仕し業わざだろう』


　──だとすれば中国かロシアか。涼音の頭の中に、瞬しゆん時じに数人の容疑者が浮うかんだ。ロシアＳＶＲのあいつか、中国・国家安全部のあいつか、フランスのＤＧＳＥか、キューバのＤＧＩか──。その中の誰だとしても、厄やつ介かいな相手だ。


「……わかりました。気をつけます」


『こちらの不ふ手て際ぎわで現場のリスクを増大させてしまった。すまない』


　すまない、ですめばＣＩＡはいらないと涼音は思うが、日本支局のスタッフに八つ当たりしても仕方がない。それに、腕のいいスパイほど味方の情報漏もれは最初から計算に入れて動くものだ。


「すべて、覚かく悟ごの上です」


『さすがだ、スイート・ニードル。たとえ火の粉がきみに降りかかっても、我々がサポートするから思う存分戦ってくれ。しかし、監視対象──イソロク・イイダを戦せん闘とう行為に巻き込むのはできるかぎり避さけろ。「フロンティア」は極きわめて平へい穏おんなやり方をのぞんでいる』


「もちろん、私もそのつもりです」


　無線通信を終えて、涼音は在日米軍から送られてきた武器ケース──見た目は、油絵用の道具箱に偽装されている──の鍵かぎを開けた。中には拳けん銃じゆうとその整備キット、銃声を小さくするサプレッサー、予備の弾だん倉そう三本と実弾一二〇発が収納されている。


　ＳＩＧザウアー・Ｐ２３２拳銃。口径は九ミリ×一七弾薬を使用。一本の弾倉に七発入る。涼音がこの銃を使っているのは、とにかく小型で隠かくし持つことが容易だからだ。全長わずか一六八ミリ。重さは四六五グラム。これならスカートの下、太ふと腿ももに直接まいたホルスターに入れておいても目立たない。ＣＩＡの工作員に相応ふさわしい銃ではないか。


　すべての弾倉に実弾を装そう塡てんし、涼音はＰ２３２拳銃に異常がないか、軽くバラしてチェックしておく。


「…………」


　なるべくなら使いたくはないが──必要なときはためらうべきではない。
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　──日曜日。


　ネット上では痴ち女じよへの有効な対応策は見つからず、五十六は逃にげるように外に出かけた。


　──とはいっても、五十六が日曜日に外出するのは毎週のことでもある。


　毎週日曜日、よほどのことがない限り五十六は漫まん画が喫きつ茶さで過ごす。休日八時間パックで個室を借りて、水とコーヒーは飲み放題で二千五百円。受付が売店を兼かねていて、軽食やスナック菓が子しを買うことができる。それなりに財さい布ふに痛い出費になってしまうが、五十六は毎月本屋でのバイト代が入るのでどうにかなる。


　漫画喫茶に入っても、最初の数時間、五十六は一いつ切さい漫画を読まない。カバンで筆記用具や教科書を持ちこんで勉強するのだ。このことを知ると、ほとんどのクラスメイトは「嫌いやみなガリ勉野や郎ろうだな！」とでも言いたげな顔をするのだが、五十六は決してテストでいい点をとるために漫画喫茶の個室にこもるわけではない。


　集中できる環かん境きようで一週間の復習をするのは、五十六にとって大事な意味がある。五十六は予習はほとんどせず、基本的には復習ばかりだ。


　たとえば、家庭用ゲーム機でオーソドックスなＲＰＧをやるとしよう。勇者が旅立って世界の危機に立ち向かう感じのやつ。プレイヤーは敵を倒たおして経験値を稼かせいで、レベルをあげたりキャラクターにスキルを身につけさせたりする。──さて、キャラクターを育てて、セーブしないで電源を落とす人はいるだろうか？


　特にミスもないのにそんなことをする人間はほとんどいない。五十六にとっては、それと同じことだ。日曜日にしっかり復習して、先週授業で学んだことを「保存」する。


　まさに自分自身の「セーブデータ」を上書きするイメージだ。


　それを怠おこたったら、なんだか一週間が無む駄だに終わってしまいそうで不安なのだ。自分が使った時間くらいは大事にしていきたい。


　──僕は、ようするに怖こわがりなのかもしれないな。


　物理と数学だけで復習には三時間かかる。五十六は本来勉強は苦手だ。「もっと頭の使い方が上う手まい人間に生まれたかったなあ」といつも感じている。昼飯休きゆう憩けいを入れて、午後から国語や英語にとりかかる。休憩を何度か挟はさみつつ、復習が終わるまでおよそ六時間。すっかり頭が固くなったところで、残った二時間はボーナスタイムだ。


　売店でレッドブルとカラムーチョを買ってきて、映画のＤＶＤを観たり──最近の漫画喫茶ではＤＶＤのレンタルもやっている──普ふ通つうに漫画を読んだりする。一週間の復習を終えたあとのレッドブルほど、五十六の神経を癒いやすものはない。


　辛からいスナックに、喉のどにしみこむ炭酸。そのとき五十六は、大おお袈裟げさではなく「生きててよかった、生まれてきてよかった」と思う。明日からまた学校だが、これで頑がん張ばっていける。


　ホームステイでやってきた痴女のことも、危険極まりない危機管理部のことも、この漫画喫茶にいる間はすべて忘れることができた。





　充じゆう実じつした時間が過ぎて、五十六はそろそろ帰ろうかなと立ち上がった。晩ばん御ご飯はんは家族一いつ緒しよに食べる。入店時間が書かれた伝票を持って、受付に行く。パックは料金前まえ払ばらいだが、延長している可能性もあるので、退店の際には店員に伝票を渡わたす決まりになっている。


「……あれ？」


　受付のレジカウンターに、見慣れない女の子が入っていた。五十六は毎週この漫画喫茶に来ているので、店員さんの顔もほとんど覚えている。その少女は、最近入ってきたばかりの新人ということか。


「あ、あ……！」


　新人の女の子は、どこからどう見ても緊きん張ちようしていた。五十六の顔を見た途と端たん、顔を真っ赤にして慌あわてふためいている。


　セミロングの黒くろ髪かみをツーサイドアップ──左右両サイドの髪を小さくまとめているので、ツインテールに似ている──という髪型にしている少女だ。わざとなのか自然とそうなっているのかはわからないが、全体的に毛の先せん端たんがはねあがっている。不ふ揃ぞろいな感じもするので、ひどい癖くせ毛げという可能性もある。


　アンダーリムのメガネをかけていて、目が大きく、睫まつ毛げが長い。髪型のせいもあって、どこかアニメっぽいというか、よくできた美少女フィギュアのような雰ふん囲い気きを持った女の子だ。五十六がそう感じたのには、顔立ちの印象だけでなく、彼女の巨きよ大だいなバストも影えい響きようしているだろう。とびきりハッピーなカーニバルで配布される風船のように豊かで形のいい胸が、彼女の些さ細さいな動きにも反応して揺ゆれている。それでいて腰こしは細く、まったく太っている感じはしないので、どこのグラビアアイドルの卵かという話だ。


　その胸には漫画喫茶の店員であることを示す名札がついていて、そこには「李一青リー・イーチン」と書いてあった。──なんてこった！　思わずうめき声を漏らしそうになる。五十六の周囲に、外国人の少女が三人目！　今まで五十六にとって外国人といえば、たまに道ですれ違ちがうだけの存在だった。それがたった三日で、家に一人、バイト先で一人、憩いこいの場に一人という異常な密度にはねあがった。しかも、そのうちの二人は痴女っぽい。


　落ち着け五十六、と自分自身に言い聞かせる。いくらここが毎週日曜日行きつけの漫画喫茶とはいえ、店員さんと話す必要なんてほとんどないのだ。入る際に料金を払って伝票を受け取る。出る際に伝票を渡して延長料金が必要かどうか確かめてもらう。それで終わりだ。


「…………」


　五十六は改めて店員の少女──リー・イーチンを見た。この漫画喫茶の制服はちょっとメイドさんっぽくて、胸むな元もとがわりと大きく開いていて、スカートも短い。グラビア体形のイーチンには似合いすぎていて怖いほどだ。


　五十六は、イーチンに向かって「どうも……」と伝票を差しだした。彼女の緊張が伝わってきて、五十六も思わずてのひらを汗あせで湿しめらせる。恐おそらく彼女は、アルバイトは初めてなのだろう。日本に来てからまだ日も浅いのかもしれない。そう考えれば、多少の緊張は仕方のないことと言える。


「……あ、ありがとうございました！」


　震ふるえる手で五十六の伝票を受け取るイーチン。


　そのときだった。


「あ！」


　無駄に力の入っていた彼女の指先が、五十六の伝票を破ってしまった。


「あわわわ！」


　とイーチンは一いつ瞬しゆんでパニックに陥おちいり、五十六の伝票を落としそうになって、握にぎり直す際にまた破る。伝票は、たちまち紙かみ吹雪ふぶきとなった。五十六はその光景をただ呆ぼう然ぜんと見つめていた。あっという間の出来事で、他にできることは何もなかった。


　結局そのあと「うちの新人が失礼をしてしまい……」と店長まで出てきた。イーチンはずっとわんわんと子供のように泣きながら頭を下げていた。店長は「お詫わびに……」と八時間パックの無料券一〇回分を押しつけてくる。いたたまれない気持ちになって、五十六は悩なやんだ末に無料券は受け取らず、漫画喫茶をあとにした。


　五十六の頭の中に、妄もう想そうの紳しん士しが現れる。


「五十六くん、いい知らせと悪い知らせがある。どちらから聞く？」


「ええと、じゃあいい知らせから」


「わかった。いい知らせとは、リー・イーチンは涼音やターニャと違って痴女ではないということだ」


「なるほど。悪い知らせは？」


「彼女はいわゆるドジッ娘こだ。これからずっとこの店で働くかと思うと頭が痛いな」
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「これからどこへ行くのか、涼音さんには秘密にしておいてくれないかな？」


　と、出かける直前に五十六が言った。


「あにき、涼音さんは苦手？」


「そんなことないよ。ただ、今日はなるべく一人でいたいから」


　妹の五い十す鈴ずは、なぜ涼音を避さけるのか怪あやしく思いつつも、承しよう諾だくした。わかってるよ、日曜日はあにきの特別な日、だもんね。





　──五十六が漫画喫茶に出かけているころ。


　キャスリン・涼音・アメミヤは『星条旗よ永遠なれ』を楽しげに鼻歌で歌いつつ、簡易式モップのような住居用ワイパーを使って床ゆかの汚よごれをふき取っている。リビングのソファで漫画の単行本を読むふりをして、五十鈴は密ひそかに涼音の様子をうかがっている。


　涼音は、兄・五十六に好意を抱いだいている。見え見えだ。──わからないのは、彼女がいつ兄を好きになったのか？　切きっ掛かけは？　よほどのことがない限り、辻つじ褄つまが合わないと五十鈴は思う。あまりにも早すぎるのだ。


　だから、怪しい。


　彼女は美しすぎる。そつがなさすぎる。何もかもが、ちょっとずつやり過ぎている。


　もしかして、と五十鈴は不安を覚えた。


　──キャスリン涼音が、あにきの秘密に気づいてるってことはないよな？


　いやいや、それはない、と五十鈴は自分の考えを否定した。本当に気づいているのなら、こんな回りくどい手段はとらないはずだ。


　──じゃあ、他にどんな可能性があるのか？


　秘密があるのは知っているが、どんな秘密なのかはわからない──だとすれば、何らかの組織・機関に所属した人間が、正体を隠かくして近づいてきても納なつ得とくがいく。しかし、そんな状じよう況きようがありえるのだろうか？


　秘密があるのは五十六だけではない、五十鈴もそうだ。


　ただの兄妹きようだいではない。二人の間には秘密の絆きずながある。しかしすべてを知っているのはこの世界で五十鈴一人。鈍にぶい五十六は、秘密を持っていることさえ自覚していない。


「さっきから怖い顔して、どうしたんですか？　五十鈴さん」


　と、明るい顔でワイパーを持った涼音が訊きいてきた。


「べべべ別に！」


　五十鈴は慌てて漫画の単行本で自分の顔を隠すようにする。そこで初めて、単行本を逆さに構えていることに気づく。


　──うぉ！　ベタなことをしてしまった！　ちょう恥はずかしい！


「五十鈴さん」


「な、なに？」


「今から、お手洗いも掃そう除じさせていただきますね。私、お世話になっている身ですから。他にも何かあれば遠えん慮りよなさらず言ってください！」


「トイレ掃除なんて、あにきかあたしがやるから！　お客様にそんなこと……」


「やらせてください、掃除が楽しくなってきちゃって、ついでみたいなものですから」


　こういうとき、キャスリン涼音は一点の曇くもりもない笑みを浮うかべる。その笑顔を見て、五十鈴は後ろめたさを感じる。


　──考え過ぎだったら、あたし相当バカだな。


　涼音は部屋の掃除を楽しんでいる。それはとても大事なことだと五十鈴は思う。家事を楽しむことは生きることを楽しむことと直結する。きれいにしておけば、自分の生きる空間を支配することができる。


　五十鈴は、掃除が上う手まい人間が好きだ。たとえば食器を洗うとき、涼音は背筋がぴんと伸のびていてかっこいい。古新聞や古雑誌をまとめる手て際ぎわの良さがかっこいい。──そういえば、あにきは潔けつ癖ぺき症しようというほどではないけれど、昔からずっと部屋は整理整せい頓とんしているっけ。
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　──月曜日。


「よう、五い十そ六ろくおはよう」と、高校の正門近くで声をかけられた。


「おはよー、三み木き多た可か」


「なんか今日もあぶねえことしてえなあ、放課後」


「飽あきないねえ」


「危険に飽きたら人間終わりだろうよ」


　──それはまあ、一理あるかもしれない。


　長い付き合いの友人である南な雲ぐも三木多可は、身長一七八センチ、体たい脂し肪ぼう率八パーセント。服を脱ぬぐと、『ドラゴンへの道』に出ていたときのブルース・リーのような筋肉をしている。短く硬かたそうな髪かみ質しつで、どこかネコ科の猛もう獣じゆうを思わせる顔立ちだ。あごのあたりに古い切り傷があり、頰ほおと鼻の頭にバンソウコウをはっている。


　──いいヤツなのだが、危険やケガを愛しすぎているのが欠点だ。やり過ぎるスタントマンは、自殺志願者とかわりがない。いや、ちょっと待て──。カメラが回っていないのだから、そもそもスタントマンですらない。


　教室に向かう途と中ちゆうの廊ろう下かで──。


「おはよう、五十六くん、三木多可くん」


　クラス委員長の四し天てん王のう寺じ花か蓮れんとも挨あい拶さつを交かわす。


「……ケガは、大だい丈じよう夫ぶ？」


「ケガ？」


　五十六は首を傾かしげた。彼女が何を言っているのか思い出そうとする──ああ、そうか。金曜日に、自転車でこけたときの話だ。たった三日前の話が、五十六には何週間も前のことのように感じられた。それは主に、キャスリン涼すず音ねのせいだ。


「もう全然平気です。忘れてました」


「そっか、よかった……そのうち何かお詫わびさせてね」


「そんな、お詫びなんて……」


「じゃあ、なんかメシでもおごってくれれば」


「三木多可くんには聞いていません」


「ええー、俺もこけたよ！」


「あなたは好きでやってるだけでしょう。殺しても死なない頑がん丈じような体をしているわけだし。これ以上、五十六くんを危険に巻き込まないでください」


「巻き込むも何も、五十六だって楽しいよな？」


「まあ……楽しくないって言うと噓うそになるかなあ」


「まったく……」


　長身で、凜り々りしい風ふう貌ぼうの花蓮。五十六と三木多可と花蓮は、小学生のときからずっと同じクラス。とはいえ五十六と花蓮は今までほとんど接点がなかったが、自転車事故の一件でほんの少しだけ距きよ離りが縮まったような気がする。危機管理部や三木多可の愚ぐ行こうに付き合っていても、たまにはいいことがあるものだ。





　授業開始前、朝の短いホームルームの時間。


「留学生が三人もこのクラスに入る」


　担任の教師、辻つじ信のぶ孝たかが、自分自身も少し納得がいっていないような顔でそう言った。


「アメリカ、ロシア、中国から……なんでこのクラスに集中させなきゃいけないのか。納得のいく説明をみんなにもしてやりたいところなんだが、こればっかりは『校長からの指示』としか言いようがないんだな。その校長は、もっと上から指示を受けているらしい。正直、先生もちょっと戸と惑まどっているんだな」


　辻は数学教師であり、学年主任でもある。もうあと数年で定年退職。特にわかりやすい美点があるわけではないが、生徒に媚こびることがなく、授業に集中していない生徒をしっかり叱しかりつけるところを、五十六は気に入っていた。


　──それはさておき、留学生が三人!?　しかもアメリカ、ロシア、中国ってまさか。


　そんな五十六の不安は、ほんの数秒後に的中した。


「キャスリン・涼音・アメミヤです。ロサンゼルス出身。よろしくお願いします」


「タチアナ・オゴロドニコワ。モスクワ出身、よろしく頼たのむ」


「り、リー・イーチン……上海シヤンハイ出身です。よ、よろしくお願いします……」


　教室中がどよめいた。美しい外国人の少女ばかり三人。どう考えても異常事態だ。クラスメイトよりも、この状況がもっと信じられないのは五十六だ。彼女たちには共通点がある。この日の前に、五十六と何らかの接点があった。キャスリン涼音にいたっては、接点などという生なま易やさしいものではすまない。同じ家で暮らしていて、早くも水着姿を見てしまった。


「目が悪いイーチンさんは一番前。窓際の席に……オゴロドニコワさん。アメミヤさんは、ああ、五十六の隣となりが空いてるな」


　よし！　とキャスリン涼音が控ひかえめなガッツポーズをとって、ターニャが「ちッ」とこっそり舌打ちしたように見えたが、気のせいだろうと五十六は思うことにした。二人がそんなリアクションをとる理由がないではないか。


「隣の席ですね！　五十六！」


　と笑顔で涼音が駆かけ寄ってきた。


「二人はもう知り合いなの？」


　四天王寺花蓮が、驚おどろきまじりの声で言った。


「は、はい……ホームステイで……今、うちに泊とまっているので……」


　その答えで、クラス中が驚きに包まれる。「静かにせんか！」と辻が怒ど鳴なった。





　船ふな橋ばし海え老び川かわ高校では秋冬の制服として、男女ともにブレザーかセーターかを選せん択たくできる。しかも、ブレザーのデザインはシングルとダブルの二種類があり、セーターもタートルネックとＶネックの二種類。合計四つもの選択肢しがあることになる。さらに、ブレザーのとき、ネクタイをつけるかどうかも自由。


　涼音はダブルのブレザーで、ターニャは白のタートルネック。イーチンはシングルのブレザーにリボンタイを組み合わせている。


　休み時間中、三人の留学生の周囲に、人が集まった。転校生が来た時と同じ、質しつ問もん攻ぜめだ。


「どれくらい日本にいるの？」


「日本語上手ですね。どこかで習ってたの？」


「なんでよりによって五十六の家にホームステイなの？」


　雨のように浴びせられる質問に、涼音は笑顔でそつなく答えて、ターニャはクールで比ひ較かく的無愛想で（その態度が逆に一部のクラスメイトに好評だ）、イーチンは常時恥ずかしそうで「あの、その……」とおどおどしていてそれはそれで可愛かわいい。


「キャスリン・涼音・アメミヤさんは、部活とかやってた？」


　勝手に五十六の机に直接腰こしかけた三木多可が訊たずねた。


「はい。チアリーディングとジュードーを」


「へえ、どっちもこの学校にもあるよ」


「五十六は、どんな部活に入ってるんですか？」


　と、質問攻めにあっていたはずの涼音だが、いつの間にか五十六に質問している。


「危機管理部……」


「どういう部活なんですか？」


「異常事態が起きたときのために、普ふ段だんから危ないことをして、心と体を鍛きたえておく……そんな感じかな」


「面おも白しろそう……！」涼音の顔がぱっと輝かがやいた。「私もそこに入ります！」


「そりゃいい！」と喜んだのは三木多可で、


「ええッ!?」と表情を険しくしたのはクラス委員長の花蓮だった。花蓮はそのまま涼音に詰つめ寄って続けて言う。「やめておいたほうがいいですよ！　あの部は本当に危険だし、私はあの部の活動を絶対に認めたくはありません！　五十六くんにも三木多可くんにも、今すぐにでもやめてほしいくらいで……」


「危険なのは得意なんですよ。それに『危機に備える』というコンセプトがベリィクール」


「そんな……ほら、五十六くんからも何か言ってください」


「ええと、うーん……」


　確かに、花蓮の言い分はもっともだ、と五十六は思う。しかし、涼音も別に入部を誰だれかに強制されているわけではない。彼女が本当に危機管理部に興味を持っているのなら、それを止める権利は少なくとも五十六にはない。


　さてこの場をどうおさめようかと五十六が首をひねっていたら──。


『キャスリン・涼音・アメミヤさん、タチアナ・オゴロドニコワさん、リー・イーチンさん。記入してほしい書類があるので、職員室まで来てください』


　と、校内放送が留学生たちを呼びつけた。





　　　　２




　涼音、ターニャ、イーチン──三人の留学生が、職員室に向かって廊下を歩いていく。チャイムが鳴って、すでに授業中。校舎一階。今日はどのクラスも授業が入っていない家庭科教室の前を通りかかる。静かなものだ。


「…………」


　無言のまま、少しだけ先行していた涼音がぴたり、と足を止めた。それにならって、ターニャとイーチンもその場に立ち止まる。


　涼音とターニャは教室にいたときとはうってかわって鋭するどい顔つきだ。イーチンは、教室にいたときよりも緊きん張ちようし、おどおどしている。窓から柔やわらかな光がさしこんできて、空中の埃ほこりが霧きり雨さめのように浮うかび上がる。


「……キャスリン・涼音・アメミヤ……」


「……タチアナ・オゴロドニコワ」


　涼音はミニスカートをひらめかせて、素す早ばやく太ふと腿ももに直接巻いたホルスターからＳＩＧザウアー・Ｐ２３２拳けん銃じゆうを抜ぬいた。並みの男なら、その脚きやく線せん美びによって注意力を殺そがれるところだが、ターニャには通じない。


　ターニャも、スカートの下に小型拳銃を隠かくし持っていて、それを抜いた。


　ロシア製、ＰＳＳサイレンサー・ピストル。七・六二ミリ×四一ＳＰ‐４サイレンサー弾だん薬やくを使用。特とく殊しゆな拳銃で、弾薬そのものに消音効果がある。銃じゆう口こうに減音器サプレツサーを装着しなくとも、銃声をきわめて小さくすることが可能だ。


　涼音とターニャは、互たがいに拳銃を向け合う。銃口をぴたりと眉み間けんに突つきつける。


「あわわ……はわわ……！」


　イーチンは、ブレザーの下にショルダー・ホルスターを吊つり下げていた。胸があまりにも大きいので、わきのあたりが多少膨ふくらんでいてもまったく目立たないのだ。当然、そこに小型拳銃を装備しているのだが、イーチンは慌あわてすぎてその存在をすっかり忘れてただ怯おびえた声を出すばかりだ。


「カンパニーＣＩＡ」とターニャ。


「そっちはカントーラＳＶＲ」と涼音。


「証しよう拠こがあるわけじゃないが、お前が『スイート・ニードル』だという情報がある。ＣＩＡの最年少ケース・オフィサーだ」


　あらら、もう漏もれたのか。涼音は相手の情報収集能力に内心舌を巻いた。日本支局か大使館か……どこを経由しての情報漏れだろうと一いつ瞬しゆん考えたが、この場で答えが出るようなことではないので、すぐに頭を切り替かえた。


　とにかく、このまま口で負けているのは面白くない。たかが会話、されど会話だ。ゲームはもう始まってる。諜ちよう報ほう組織、工作員の世界は、主導権を握にぎるのが重要だ。状じよう況きように流されるだけではない、自分で状況をコントロールする力。威い圧あつや交こう渉しよう、あるいはハッタリで主導権をとることができればしめたものだ。


「タチアナさんこそ。ＳＶＲ（ロシア対外情報庁）のラインＮ──非合法工作員イリーガル、暗号名『斧タボール』。大統領のお気に入り」


「……！」ターニャの表情が微かすかに曇くもった。


　ＳＶＲは、旧ＫＧＢの対国外情報収集部門にあたる。ソ連崩ほう壊かい後に設立された、ＣＩＡに匹ひつ敵てきする巨きよ大だい諜報組織だ。


　ソ連とともに、ＫＧＢの情ア報セ資ツ産トも一度は解体された。しかしさすがに優ゆう秀しゆうなスタッフを多く抱かかえていた第一総局──かつてプーチン元大統領も所属していた部署だ──は復活も早かった。素早く新体制、ＳＶＲとして立て直したのだ。


「米国を少し侮あなどっていたようだ」


「タボール」


「スイート・ニードル」


「お互いひどい」


「暗号名だな」


　と、ターニャはここで一瞬だけイーチンにも目をやる。


「そっちの中国娘むすめは、国家安全部か。そのわりにはずいぶん素人しろうと臭くさいが……」


　中国、国家安全部。政府の国務院という重要機関に所属する、やはり諜報組織だ。ＣＩＡに二重スパイを送り込んだり、日本の海上自衛官を使って機密情報を盗ぬすみ出したりと、その活動はかなり過激なものだ。


「他に適任がいなかっただけで、本当は現場の人間じゃないんですよお……」


　イーチンが泣き顔で言った。


　涼音は、その言葉に思わず首を傾かしげるところだった。


　──現場の人間ではない？　そんなことがありえるのだろうか？


　すでに「フロンティア」の予測も外部に流出しているという。ＣＩＡのセキュリティには文句の一つも言いたいところだが、そもそも諜報の世界で生き残るためには「情報とは漏れるもの」という前提で行動するのが当たり前だ。一つの情報を完全に守り抜くのは不可能に近い。プロほどそのことをよく知っている。


　ＣＩＡもＳＶＲも、相手の国の大統領が何歳でファーストキスをしたのかさえ把は握あくしているほどだ。だから、情報漏れは仕方がない。ことの重大性を認にん識しきしているからこそ、ＳＶＲはスイート・ニードルへの対たい抗こう馬ばとして若手ナンバーワンのタボールを送りこんできた。しかし、中国は？


　中国政府は「フロンティア」の予測を軽視している？　いや、そんなことはありえない。涼音は心の中だけでかぶりを振ふった。中国から米国本土への組織的なクラッキング、いわゆるサイバー攻こう撃げきは日々激しさを増している。一いつ般ぱんの市民の目には触ふれない水面下で──タイタン・レインやローレンス・リヴァモア研究所の件は表に出てしまったが──米中は電子戦を繰くり広げてきた。ここ最近は、アメリカのほうが「フロンティア」のおかげで一歩リードしている。中国は「フロンティア」の怖こわさ、正確さを嫌いやというほど思い知ったはずだ。


　そして、涼音の疑問は最初に戻もどる。


　──じゃあ、なんでこんなドジっぽい娘なの？


「人手不足なのか、それとも何か特殊スキルがあるとか……？」


「うう……怖いよう……おうち帰りたいよう……」


　イーチンは双そう眸ぼうから大おお粒つぶの涙なみだをこぼしている。


　涼音もターニャも、人間の演技を見破る訓練を受けている。人間には、噓うそをつくと必ず動く表情筋があるのだ。そこに気をつけていれば、相手がかなり特殊な人間でない限り騙だまされることはない。そんな涼音の観察眼から判断すると──イーチンはシロだった。あの涙は、演技ではない。ということは、ただ単純に中国らしい雑な仕事の結果イーチンに決まってしまったのだろうか？　ちょっとかわいそうな気もしてきた。


　まあいい、と涼音は気を取り直し、


「ＳＶＲか国家安全部が『フロンティア』の情報をどうやってか盗み出したんですよね」


「盗むとは……人聞きが悪いことを言ってくれるな」ターニャは冷たい笑えみを浮かべる。「そっちこそ、日本との同盟関係を利用して好き放題だ」


「『フロンティア』の指示は『極きわめて平へい穏おんなやり方をのぞむ』……今日は見み逃のがしてあげてもいいですよ？」


「こちらとしても、他人の庭でケンカをするつもりはない」


「だけど」


「ああ、もちろん」


「必要になれば」


「そのときは」


「ためらいませんよ、カントーラＳＶＲ」


「こっちこそだ、カンパニーＣＩＡ」


　静かに、表面的にはあくまでクールに火花を散らす涼音とターニャ。そしてイーチンは一人蚊か帳やの外だ。「あのう……い、一応、私もいるんですけど……」


「そういえば、そうでしたね」


「お前はなんなんだ、本当に、いったい。さっさと中国に帰るといい」ターニャは厳しい口調で続ける。「帰れ帰れ。チャイナドレスを着てカンフーやって中ちゆう華か料理でも食っていろ。お前みたいな素人臭い娘が長生きできる世界じゃないぞ」


「そ、そういうわけにもいきませんよぉ……」えぐえぐ、と奇き妙みような声を漏らしつつ、しかしイーチンは力強く手の甲こうで涙を拭ぬぐう。「こ、ここに世界の危機があるんですから」


　イーチンの言葉にターニャは目を細め、


「問題はそこだ。世界崩壊の危機」


　涼音は苦く笑しようし、それから小さくうなずき、


「危機、あるいは大変革のとき。話を聞いても信じられなかったし……当人を見て、ますます信じられなくなった。飯いい田だ五十六。本当に人じん畜ちく無害を絵に描かいたような少年」


「とか言って、ＣＩＡは本当は何かつかんでいるんじゃないのか？」


「ＳＶＲは？　ロシアは、世界の危機をどう利用するつもりなんですか？」


「アメリカは、どう利用するつもりなんだ？」


「…………」


「まだ、危機の正体がわからないんじゃどうもならないか……とにかく、五十六は私のものだ」


　ターニャは、ようやく拳銃を引いた。スカートをちょっとだけあげて、ホルスターに戻す。


　それを受けて、


「いいえ、ＣＩＡ……すなわち私がいただきます」


　涼音も拳銃をホルスターへ。


「一応、私も……」


　と宣言したイーチンは、ここにきて自分も拳銃を持っていることを思い出した。たどたどしい手つきで、中国の軍・警察向け小型拳銃──77式──をホルスターから抜いて一言。


「や、やあー！」


　本人は威い嚇かくしたつもりらしい。安全装置はかかったままだし、恐おそらく薬室に初しよ弾だんも装そう塡てんされていないだろう。ターニャが無造作にイーチンに向かって右手を伸のばして、指をはじいた。イーチンの額にデコピンを打ちこんだのだ。小学生の本気パンチに匹敵する威い力りよくのデコピンを受けて、イーチンは「あうう！」と仰のけ反った。


「組織のバックがあるとはいえ、正体を公おおやけにしたくないのはみな同じ」


　涼音は「まとめ」に入った。それだけで、ターニャは何が言いたいのか察する。


「少なくとも、学校内では衝しよう突とつを避さける……協定を結んでおくか？」


「そういうことです」


「い、異議なしです……」イーチンも同意を示した。


「危機管理部には私がもう入りました」と涼音。「カンパニーＣＩＡのテリトリー……ということでよろしいですか？」


「本音を言えば認めたくはないが……誰だれかが妥だ協きようしないとこういった話し合いは決着がつかない」とターニャ。「……そのかわり彼がアルバイトとして働いている本屋はカントーＳＶラＲのテリトリーだ。当然、私以外の人間がアルバイトとして入るのは許されない」


「……認めましょう」


「漫まん画が喫きつ茶さのアルバイトは、私……あそこが……」


　涼音とターニャは視線だけで語りあった。五十六が漫画喫茶に行くのは週に一度。事前の調査によれば、監かん視しポイントの中では最も重要度の低い場所だ。それくらいならいいだろう、とうなずきあう。


「まあ、かわいそうだから認めてあげますよ」


「だが、誰かが何かヘマをしたら奪うばいにいくのもアリだ。いいな？」


「は、はいいいぃ……」


　デコピンで赤くなったおでこをさすりつつ、イーチンも拳銃をホルスターに戻した。この銃が役に立つことは、まずなさそうだ。





　　　　３




　危機管理部に涼音が入ると言い出して、クラス委員長の四天王寺花蓮が怒った。三人の外国人少女──なぜか同じタイミングで現れた留学生たちは、職員室に向かった。休み時間が残り少なくなってきた教室で、花蓮はぷんぷん頰ほおを膨ふくらませていて、三木多可はへらへら笑っていて、五十六はちょっと困っている。今はいないので、花蓮は涼音の椅い子すを使っている。


「三木多可くん！　どういうつもりですか！」


「お前のあだ名は……ツンツン委員長だ！」


「突とつ然ぜんなにを言ってるんですか、あなたは」


「さっきからあんまり喋しやべりませんよね、五十六くんは」


「うーん、まあ……」


「五十六くんは、三木多可くんに従順すぎです！」


「ソンナコトナイヨ」


　と、五十六が言ったのではない。三木多可が素す早ばやく五十六の背後に回り、妙みような声こわ音ねを使って腹話術のように言ったのだ。


「あなたじゃなくて五十六くんに聞いてるんだってば！」


「ツンツン委員長め……」


「それ、さっきあなたがつけたばっかりで定着してませんから！」


「だから、積極的に使っていって定着させようとしてるんだよ」


「いいですか！」


　花蓮が立ちあがった。腰こしに手を当てた、まさに仁に王おう立だちだ。


「五十六くんはあなたと違ちがって穏おだやかで優やさしい性格なんです！　彼をこれ以上へんてこな部の危険な活動に巻き込んで……」


　教室内がシーンと静まり返った。いつの間にか、花蓮の声が大きくなりすぎていた。彼女に視線が集まっている。声の大きさだけではない。発言の内容も問題だった。花蓮は「はっ」と自分の大だい胆たんさに気づいて顔を赤くする。五十六もけっこう恥はずかしい。


「ツンツン委員長がデレた！」


　三木多可がすかさずはやしたてた。


「だから、定着してませんよそのあだ名！　バカ！　バーカ！」


　花蓮が言い返す。彼女らしくない、すっかり感情的になっている。三木多可が子供っぽいのはいつものことだが、花蓮がこんなふうになるのは珍めずらしい。まるで小学生同士の口論だ。


「バカって言われた……」


「なんか全然会話に入っていけないや……二人とも凄すごいテンポだな」


「なに他人ひと事ごとみたいにのんきなこと言ってるんですか、五十六くん！」


「はい」


「留学生に、日本の高校生が危機管理部みたいな人間ばかりだと思われたくないんです」


「でもなあ……」


　五十六は首をひねった。花蓮は涼音を甘く見ているのではないか。──こう言っちゃなんですが、変な女の子ですよ、涼音さんは。危機管理部の活動くらいでオタオタするような娘むすめさんじゃないと思いますよ──喉のどまでそんな言葉が出かかったが、結局実際に発することはなかった。涼音の名めい誉よを傷つけても意味がない。


「『でもなあ』……なんです？」


「いや、なんでもないです」


「まあ、その話はあとででいいんじゃないかな？」


　誰かが口を挟はさんできた。


「よくないです！」


　相手も確かめずに、花蓮が大声で言う。


「でも、もう授業始めたいんだよねえ」


「え！　あっ……」


　相手の声を思い出して、花蓮は慌あわてて振ふり返った。そこにいたのは、何を思ったのか、教室後方のドアからこっそり入ってきていた英語教師の司し馬ば貫かん太た郎ろうだった。穏やかで微笑ほほえみを絶やさない、優しい教師として通っている司馬だが、たまに人の悪いところを見せる。


「す、すみません……！」花蓮はぺこぺこと頭を下げて、自分の席に戻もどる。


「ツンツン委員長大失敗のまき、だな」三木多可が言った。


「くっ！」


「三木多可、お前が言うな」と司馬が注意。


「へええい」


「それにしても……」司馬は教きよう壇だんに立ってから、半ば独り言のようにつぶやいた。「花蓮さんが授業開始のチャイムに気づいてないなんて珍しいねえ」


「ああ、チャイム鳴ってたのか。僕も気づいてなかった」と五十六。のんきなものだ。





　──まさかこのころ、涼音とターニャが校内で拳銃を突つきつけ合っているとは、ほとんどの生徒に想像することは不可能だったろう。五十六も──多少は怪あやしみつつも──三人の少女がそれぞれ大国の特とく殊しゆ機関を代表する工作員だなんて夢にも思っていない。しかしこのクラスにも、たった一人だけ現状をほぼ正確に把は握あくしている人間がいた。
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　留学生が三人も入ってきて、慌ただしく時間が過ぎていき、授業が終わった。放課後──すなわち大半の生徒にとっては部活の時間が始まる。五十六と三木多可は花蓮に睨にらまれながら、涼音を危機管理部の部室まで連れていった。


　船橋海老川高校の校舎は四階建て。本校舎、とされている。


　本校舎は「Ｌ字形」の建物で、それを「コの字形」にするような拡張工事が行われている。ようするに、生徒数が増えすぎて（この少子化のご時世に）少し手て狭ぜまなのだ。教室不足を解消するために、工事が終わるまでの間、本校舎の隣となりに建てられたプレハブ校舎が使われる。巨きよ大だいなプラモデルのような建物だ。さらに本校舎の奥には、体育館と武道場、地下プールがセットになった運動棟とうがある。


　危機管理部の部室は、このプレハブ校舎に追いやられた。「バカをやるのはいいけど、まともな人たちからは離はなれてやりなさい」という、学校上層部からの無言のメッセージだと思われる。この部室は広いのだけが取り柄えで、夏は異様に熱がこもり、冬は隙すき間ま風かぜで屋外とほとんど変わらない寒さである。そんな船橋海老川高校の辺境と言ってもいいような部室だが、部員がそれぞれ旧式のストーブや扇せん風ぷう機き、冷蔵庫やテレビなどを持ちこんで、それなりに快適な空間を作り上げていた。


「新入部員とは嬉うれしいな！」


　危機管理部部長・東とう条じよう未み華か子こが喜びの声をあげた。


　ショートカットと切れ長の目が特とく徴ちよう的な美人の未華子だが、いつも何らかのケガをしてバンソウコウをはっているのが文字通り「玉に瑕きず」だ。


　──しかも、なんかバンソウコウが増えてるんですけど。


　五十六は、彼女が本当に洒落しやれにならないケガをすることがないよう祈いのるばかりだ。


「キャスリン涼音です。よろしくお願いします」


「日本語うまいねー！　こちらこそヨロシコ！」


「ヨロシコ……？」


「ああ、気にしなくていいから、そこは」


　部長の未華子。それに五十六と三木多可。他に、よく顔を出す部員が一〇名ちょっと。今日はさらに、キャスリン涼音が危機管理部に初登場だ。


「今日はどんなことやるんですか？」


　三木多可がクリスマス前の子供みたいにわくわくしている。


「ちょっとこれやってみたいんだけど」


　そう言って未華子が肩かたからさげたカバンから取り出したのは──


『ＳＡＳサバイバル・マニュアル』という本だった。


　バリー・デイヴィス著、飯いい塚づか孝こう一いち翻ほん訳やく。


「ＳＡＳってなんでしょう？」部員の一人が訊たずねた。


「スペシャル・エア・サービス」すかさず涼音が答えた。「イギリス陸軍の特殊部隊ですね。世界屈くつ指しの精せい鋭えいです」


　反射的、と言ってもいいようなタイミングだった。誰だれかが「１＋１は？」と口にしたら、普ふ通つうなら「２」と言わずにはいられない──そんな感じ。


「おお、詳くわしいね」未華子が感心する。「まさにそのＳＡＳだよ。この本を参考にする」


「やだぁ、特殊部隊」


　五十六は心底嫌いやそうな顔をして言った。


　特殊部隊とは、大半の日本人にとって、海外ドラマや映画やゲームの中で見るものである。決して参考にするものではない。


「そんな情けない声だすんじゃない」


　と厳しい口調で未華子。続けて言う。


「本当は私が飼っているジャーマン・シェパードを追跡犬トレーサー・ドツグとして、『軍用犬に追われた時の対処法』をやろうかと思ってたんだけど」


「嚙かみ殺されますよ」


　五十六は苦い顔をして言った。


　すると涼音が、


「……犬の嗅きゆう覚かくは人間の数千から数万。訓練されたジャーマン・シェパードの咬こう合ごう力（嚙む力）はおよそ二〇〇キロといわれています。数字だけ見ると、野生のオオカミよりも危険ですね」


「…………」部室にいる全員の視線が涼音に集まった。涼音はほんの一いつ瞬しゆんだけ「あ、しまった」という顔をしたが、すぐに可愛かわいくちろりと舌を出して「……なんてね♪」と自分の発言に柔やわらかさを追加する。


「アメリカだと、そういうの普通にみんな知ってるの？」三木多可が訊ねた。


「ええ、まあ……子供のころ、ガールスカウトで」


「本場のガールスカウトは違うねえ」と、未華子が満足げにうなずく。


　ガールスカウトの本場ってアメリカでいいんだろうか、と五十六の頭にどうでもいい疑問が浮うかんだ。なんとなくだが、イギリスあたりが発はつ祥しようのような気がしてならない。


「話を部活に戻すけど」と未華子。「『自分でやってないことは部員にもやらせない』が私のポリシーでね。それに従って、飼っているシェパードといつもより少しだけ激しくじゃれてみたんだが、これがけっこう危なくてね……」


　──ああ、だからバンソウコウが増えてたのか。


「というわけで、今日は予定を変へん更こうしてピッキングをやる。危機管理部なのに、活動の危険度が減ってごめん」


「別の意味でそれ危険ですよ！」五十六は慌てて大声をあげた。「ピッキングってようするに錠じよう前まえ破りですよね!?」


　未華子はけらけら笑って、


「錠前破りって……なんだかカタい言い方だな。それじゃ鬼おに平へい犯はん科か帳ちようみたいだろ」


「いや、そういう言葉の問題はどうでもよくてですね……」


「ずらり、用意してみた」


　プレハブ校舎の危機管理部の部室には、長い木製のテーブルがいくつも設置されている。未華子は自分のカバンから今日の活動に使う道具を取り出し、テーブルの上に並べた。まずは、様々なタイプの鍵かぎだ。ピン・タンブラーのドアノブ、ディスク・タンブラーのドアノブ、ノブとシリンダーが別々になったケース・ロック、デッドボルトだけを備えた本ほん締じまり錠、普通の南京錠パツド・ロツク──。


　鍵だけではない。ぱっと見ただけではなんに使うのかよくわからない道具もある。


「ダブル・ボール・ピックにレイク。ダブル・テンション・バー」未華子は少し得意げだ。「基本のピッキング・ツールはすべてそろえておいた」


「こういうのって完全に違い法ほうですよね」


「うん。だから私の手作り」


　未華子は「にへら」と笑って自分の手を広げてみせた。指にもバンソウコウがはってある。ちょっと可愛い子こ猫ねこのイラストがプリントされている。道具を手作りしている最中に、切ったりすりむいたりしてしまったのだろう。


「ぐっときた？　可愛い？」


　未華子は急にしなを作って訊ねてくる。


「いや、まあ……」三木多可がかぶりを振った。「料理のために指切ったとかなら可愛いと思うかもしれませんけど……」


「ピッキング・ツールは、たぶん『女の子を可愛く演出する小道具』としては間ま違ちがってますよ」五十六もかぶりを振る。「……というか、人間として、まっとうな市民として間違っているんじゃないでしょうか」


「ちぇー」と未華子が大おお袈裟げさにすねた。


　ここで五十六は、会話中、ずっとどこからか金属音が聞こえていたことに気づいた。なんだろうと思って音の発信源を探すと、大量の鍵に対してピッキング・ツールを駆く使しする涼音の姿が視界に飛び込んできた。鍵穴にツールを突っ込んでピンポイントで力をこめていく動作にはほんの少しの無む駄だもなく、迷いもない。ほとんど手が自動的に動いている。少女の長く柔じゆう軟なんな指が、次々と鍵を解錠していく。


「…………」


　涼音は夢中になっていた。まるで高額の賞金がかかったゲームに挑いどんでいるかのような真しん剣けんな顔つきだ。その真剣さは、五十六や三木多可には理解しがたいものだった。キャスリン涼音の指の動きには、犬が仕込まれた芸を演じるときのような、見事だが同時にどこか哀かなしい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　鍵を使わずにピッキング・ツールだけで（しかも驚おどろくべき速度で）すべて解錠した涼音は、「ふう……」と満足げに息を吐はいてから、


「はっ！」と我に返る。


「すみません、ついやってしまいました……」


　涼音は心底申し訳なさそうに頭を下げた。部室内が騒そう然ぜんとなる。なんだろう。よほど我が慢まんできなかったのだろうか？　さっきと同じだ。「１＋１は？」「２」「ＳＡＳは？」「スペシャル・エア・サービス」というやりとり──みっちり仕込まれて、考えなくても自然と答えが口から出てくる。


「どうしてできるのそれ!?」


　五十六は他の部員全員の気持ちを代弁した。


「ええと……」


　考えてから、涼音は答える。


「ガールスカウトで、たっぷり練習を」


「本場のガールスカウト凄すごすぎ！」


　五十六と三木多可は同時に叫さけんだ。




　第五章　マラソンマン
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「日本は暑いな」


「そりゃあ、ロシアにくらべりゃな」


　放課後、制服姿のターニャは、西せい武ぶ船ふな橋ばし店内の紅茶とスイーツの店でＳＶＲのカット・アウトと待ち合わせた。


　カット・アウトとは、中間工作員のことだ。自分は工作活動に直接かかわらず、工作員同士の連れん絡らく、あるいは幹部から末まつ端たんの工作員へと命令を伝えるために働く、連絡員だ。仮に非合法活動が発覚し、末端の工作員が逮たい捕ほされても、被ひ害がいはカット・アウトで止めることができる。


　カット・アウトはもともとイギリスの諜ちよう報ほう機関が使ったのが最初だ。だからＳＶＲでも連絡員のことを英語でカット・アウトと呼ぶのが通例となっているが、ロシア語では「アッヂリャーチ」という。


　ＳＶＲではカット・アウトを多用する。祖国に迷めい惑わくはかけない。今日、ターニャの前に姿を現したカット・アウトは、常に酔よっ払ぱらっているような赤ら顔の中年日系ロシア人男性だった。酒の飲み過ぎですっかり腹だけがぽこりと膨ふくらんでいる。髪かみの毛は薄うすく、鼻が太く丸い。一見頼たよりない風ふう貌ぼうだが、モスクワ大学卒でケンブリッジに留学経験もある。普ふ段だんはロシア経済専門のシンクタンクに勤務し、ただのカット・アウトというだけでなく、ラインＮ工作員の現地情報提供者としても優ゆう秀しゆうだ。


「報告事じ項こうはこれにまとめておいた」


　そう言って、ターニャはカット・アウトの男にＵＳＢメモリを渡わたした。高度な暗号化が施ほどこされていて、特定のパソコンで起動しないと即そく座ざに内容が全消去される。


「……とはいえ、今のところ進展はない」


「なにしろ、普通のケースじゃない。カンパニーＣＩＡの連中に出し抜ぬかれていないなら、上層部も文句はないだろうさ」とカット・アウトの男。


「気づいているのは、カンパニーＣＩＡだけじゃない」とターニャ。


「らしいね」


「リー・イーチン。本名じゃないかもしれない」


「中国の国家安全部か」


「少し気になる。日本支部で調べてほしい」


「わかった。何か情報が入ったら、いつもの方法で連絡する」


「よろしく頼たのむ」


　仕事の話はこれで終わりだ。ターニャはダージリン・ティーを飲み、イチゴがたっぷりのったタルトを食べる。幼いころから厳しい訓練を受けてきたターニャ。与あたえられた任務も常に完かん璧ぺきな結果を出してきた。そんな彼女にとって、カフェで好物を注文するのは唯ゆい一いつの息いき抜ぬきと言ってよかった。カット・アウトの男が帰ったら、ターニャはこのままカフェでしばらく読書を楽しむつもりだ。


「そういえば、監かん視し対象とドストエフスキーの話をした」


「へえ。俺だって読んだことないのに」


「飯いい田だ五い十そ六ろく。見た目は凡ぼん庸ようだが、ちょっと面おも白しろい男だ。誰だれにも似ていない何かを持っている。だが、彼が世界の危機に関かかわる展開なんてやはり想像できないな」
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　──いまごろ、あの二人は私の正体を調べたりしているんだろうか。


　そんなことを考えて、イーチンはため息を漏もらしそうになった。どんなに上う手まくやっても、この「業界」で完璧に正体を隠かくすことは不可能に近い。そのうちばれるだろう。リー・イーチンが本名であることも。そしてどんな特技を持っているのかも。


　本名を使っているのは、姉のアドバイスだった。「どうせそのうちバレるんだから。偽ぎ名めいを使って変なボロを出すよりは、正せい攻こう法ほうのほうが上手くいくって」──つまり、正体を隠すことに関しては、最初からある程度諦あきらめていたのだ。今さらおたおたしても始まらない。


　船橋海え老び川かわ高校を出て、イーチンは日本での住まいに戻もどった。学校に近い、三階建ての中ちゆう華か料理店だ。国家安全部が長年対日工作の拠きよ点てんとして使ってきた。イーチンは「この中華料理店の店長の姪めい」というカバーを与えられている。


「ただいまあ」


「お帰りなさい」と店長のチュンさんが応こたえてくれた。


「もう、晩ばん御ご飯はん用意してあるから。お姉さんと一いつ緒しよに食べておいでよ」と言ったのは、チュンさんの妻である（という設定になっている）シューシューさん。たまに手伝いも入るが、基本的にこの店は夫ふう婦ふ二人で切り盛りしている。


「はあい」


　二人とも優秀な工作員だという。しかしイーチンは、彼らが料理をして接客しているところ以外見たことがないのでピンとこない。


　イーチンは店のフロアを抜けて、階段をあがる。二階はチュンさん夫婦の住居。三階が、長期滞たい在ざい工作員用の住居となっている。三階には広めの部屋が四つあり、現在はそのうちの二つが使用中だ。


　イーチンは自分の部屋に入って、通学カバンをベッドの上に投げた。その部屋には、イーチンが使うようになってから、二台のデスクトップパソコンと三台のノートパソコン、全種類の家庭用ゲーム機が持ち込まれていた。


　中国、国家安全部が誇ほこる最高のクラッカー。米国・ロシア・日本へのサイバー攻こう撃げきの切り札。そして知能指数は世界トップクラスの二一〇。ドジで運動神経が悪くて、男性経験もなく、すぐに顔が赤くなってしまうイーチンだが、それでも彼女は間違いなく今回の任務に「適任」だ。アメリカの切り札──科学の予言者「フロンティア」に接せつ触しよくすることができるのは、アジアでは間ま違ちがいなくイーチンただ一人だけなのだから。


　イーチンはブレザーを脱ぬいで、ホルスターを外した。その拍ひよう子しに、巨きよ大だいな胸がたぷんとしなやかに弾はずむ。拘こう束そくを外されたような解放感がある。小型拳けん銃じゆうといっても、慣れないイーチンにとっては邪じや魔まで重くて仕方がない。


「てっぽうとか苦手だなあ……絶対に使いたくないよう……」


「あ。イーチン、帰ってきてたんだね！」


「お姉ちゃん」


　三階には、もう一人住人がいた。イーチンの実の姉、リー・シィリィだ。


　姉もイーチンと同じ国家安全部に所属しているが、仕事はだいぶ違う。イーチンはサイバー攻撃の研究と実じつ践せんが担当。シィリィは武ぶ闘とう派は、実動部隊だ。暗殺、拉ら致ち、破は壊かい工作といった物ぶつ騒そうなこと全ぜん般ぱんを得意とし、普段は「飛天猫フエイテイエンマオ」という暗号名で活動している。中国拳けん法ぽうと射しや撃げきの名手だ。


　シィリィはロングヘアをシルバーグレイに染めている。涼すずしげな目元と、ちょっと大きめの口。単純に美人というわけではなく、ほんの少しだけ顔を構成するパーツのバランスが崩くずれていて、それが逆に人の警けい戒かい心しんを解く「緩ゆるさ」を演出している。ひょろりと背が高くて、硬かたい木の棒のような手足をしている。指も長い。爪つめは短く、指先まで武術の修行で鍛きたえ抜かれていて、鉄板にも刺ささりそうだ。


「ねぇ、久しぶりにその巨きよ乳にゆうをもませて……！」


　そう言って、シィリィは切せつ羽ぱ詰つまった表情でイーチンに抱だきついた。その迫はく力りよくに負けて、イーチンは「は、はい……」とあっさり許可してしまう。


「ウェヒヒ」


　と笑って、シィリィは嬉うれしそうにイーチンの背後に回った。わきの下から腕うでを通して、イーチンの豊かな胸をこね回す。ときに強く、ときにソフトに。絶ぜつ妙みような強弱をつけながら、まるで子犬を撫なでまわすように胸の感かん触しよくを堪たん能のうしている。


「だめなお姉ちゃんです……」


　イーチンは顔を真っ赤にして息を荒あらくしている。姉は、なぜか昔から妹の胸をもむのが好きだった。姉の胸が子供のように薄いという、そんなコンプレックスも少しは影えい響きようしているのかもしれない。長い時間もまれるせいか、ますますイーチンの胸は大きくなっていく。


「胸をもみながらでいいので、相談にのってください」


「うん」こねこね。


「今日、ＣＩＡとＳＶＲの工作員の女の子たちと会いました。みんな、私と同い年くらいで、互たがいに『下調べ』はもう終わっている感じでした」
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「だろうねえ」とシィリィ。もみもみ、こねこね。「あのレベルの工作員たちになれば、どんな機密情報でもある程度は入手しちゃうでしょう。下手に隠すよりは、任務に支障が出ない程度に正体を明かして、ちょくちょく牽けん制せいを入れていくほうが得策」


「……他の女の子たちはみんな優秀そうで……はっきり言って、私じゃ太た刀ち打うちできそうにありません……今からでも国に帰りたいくらいです……」


　イーチンは身をくねらせて、はあはあと息をする。


「イーチンは本来現場の人間じゃないものね……不安なのは当然だよ」


　シィリィは憂ゆう懼くする表情で言った。しかし、その手は巨乳から離はなれない。


「大だい丈じよう夫ぶ。イーチンは必ず私が守るから。そのために、私も日本にやってきた」


「お姉ちゃん……」


「アメリカさんの『フロンティア』は、中国から人を出すなら『リー・イーチンが適任』だって予測してたんでしょ？」


「うん」


「敵の切り札を信用するのも妙みような話だけど、『フロンティア』の予測は今まで外れたことがない。イーチンならきっと全部上手くいく。イーチンは、イーチンが思っているよりもずっと勇気があるし、他の女の子たちにも負けないはずだよ」


「だといいけど……」


　シィリィの言葉を聞いて、イーチンの気持ちが少しは楽になった。さすがに、人生経験豊富な姉の言葉は胸に響ひびくものがある。これで、やたら胸をもんでくる悪あく癖へきさえなければもっと姉のことを尊敬できるのに……とイーチンは思う。





　　　　３




「ふああ……」と五十六は大あくびをした。体育の授業中なので、グラウンドにいる。


　昨晩も、他の家族が寝ね静しずまったころに、キャスリン涼すず音ねが五十六の部屋にやってきた。そのとき涼音は「久しぶりに着たかったので……」という薄はく弱じやくな動機で、チアリーダーのユニフォーム姿だった。


　そのユニフォームは、いわゆる学生っぽいものではなく、アメリカンフットボールのハーフタイムショーに出てくるような、「プロ仕様」のものだった。黒い短いベストに、見せる用のスポーツブラ、ミニスカートにオーバーニーソックス。ユニフォームを構成するすべてのパーツが、涼音の体の肉感を引き立てている。スカートとソックスの隙すき間までむちむちと膨ふくらんでいる太ふと腿ももからは、その若さに相応ふさわしくない過か剰じようなセクシーさが滲にじみ出ている。


　涼音は、スカートの端はしをつまんで、少し持ち上げてから恥はずかしそうにこう言った。


「アンダースコートのデザインも凄すごくかわいいんですよ……気になります？」


「いや、そんなには……」


　五十六はあえて素っ気ない態度をとった。状じよう況きようや勢いに「流される」のが嫌いやで、五十六なりに涼音のことを大事に思ったがゆえの発言だったが、これがいけなかった。涼音は「……いくらなんでもその言い方は冷たいんじゃないですか？」とすっかりすねてしまって、五十六は必死にフォローするしかなくなった。


「いや、そういうんじゃなくてですね……」


　なだめるのに時間がかかって、睡すい眠みんが削けずられてしまったのだ。


　冷たい風が吹ふいているグラウンド。今日の授業はマラソンで、学校の周囲をぐるぐると走るらしい。学校生活の中でも、一、二を争うほどの不人気種目だ。五十六の隣となりには、三み木き多た可かがいる。


「寒くて空気が澄すんでて、絶好のマラソン日和びよりじゃん、今日！」


　不人気授業でも、体を動かすのが大好きな三木多可には関係ないらしい。


　五十六も、走るのは嫌きらいではない。走っている間はいつも、村むら上かみ春はる樹きの『走ることについて語るときに僕の語ること』の内容を思い出している。「継けい続ぞくについてどんなに気をつかっても気をつかいすぎることはない」という言葉が、五十六の意識には妙に良く馴な染じんだ──『走ることについて語るときに僕の語ること』について僕の考えること。


　五十六、三木多可、そしてクラスメイトたち。


　みなが、体操着に着き替がえている。船橋海老川高校の体操着はちょっと変わっている。下は、アルファベットで校名が書かれた、ちょっとおしゃれなデザインの白いスパッツ。女子はお尻しりのラインが出る。上は黒のプラクティスシャツ。冬場はさらに学校指定のウィンドブレーカーを着ることが多い。


　そしてクラスの男子たちは、どうしても三人の留学生少女たちから目が離せなくなる。体操着というのはつまり「動きやすい服」のことである。動きやすい服は、自然と体のライン──胸の隆りゆう起き、腰こしのくびれ、太腿のはり、お尻の形──が見えやすくなる。涼音の体のラインは生命感に溢あふれていて肉感的。ターニャはスリムでバランスのいいモデル体形。バランスは悪くても、イーチンは抜ばつ群ぐんにグラマー。それぞれに高校生ではありえないほどの魅み力りよくがある。


「五十六！」


　と、涼音が駆かけ寄ってきた。体操着が本当によく似合っている。


「一緒にストレッチしましょう！」


「そうはいかない」


　ターニャが割りこんできた。


「トバリッシュ五十六、私とだ」


「わ、私も……」


　おずおずと、イーチンまでやってきた。プラクティスシャツが、内側から胸に持ち上げられてはちきれそうになっている。


　三人の少女に言い寄られる五十六という光景はとにかく奇き妙みようなもので、リアリティはなく、三木多可や他のクラスメイトの男子たちは羨うらやましがったり腹を立てたりすることもなく、狐きつねにつままれたような顔になった。


「ターニャ、私が先でしたよ……！」


「ほぼ同時だ。選ぶのは五十六だろう」


「わ、私も……」


「なにをやってるんですか、みなさん！」花か蓮れんまできた。いきなり怒おこっている。「ほら、五十六くんだって困ってますよ。女子は女子と、男子は男子と！　準備運動はそうするに決まってるじゃないですか」


「アメリカではそんなことはありませんよ」と涼音。


「ロシアでもそんなことはないな」とターニャ。


　この二人、こんなときは息がぴったりなんだなあ、とことの成り行きを見守っていた五十六は感心した。


「日本の高校では男女別にやるんです！」


　さらに語気を強める花蓮。


「第一、なんでみんなそろって五十六くんなんですか！」


「……それは」涼音は頰ほおをぽっと赤くする。「私の口からは、ちょっと言いにくいです……」


　ターニャは微び笑しようし、


「……野や暮ぼなことを言い出すやつだな」


　イーチンは取り乱して、


「ふええ、恥ずかしいです……」


　一いつ瞬しゆんで悪役扱あつかいの花蓮が「くっ……」と低くうめいた。


「お前らじゃれてないで準備運動！」体育の女性教師、谷たに春はる江えがグラウンドに出てきた。彼女は、背が低くてよく動く。本当は関西弁らしいが、授業中は絶対にそれを出さない。遠くからだと少年みたいに見える。「留学生三人！　授業中は男子に近づくな、まったく」


　教師に言われて、三人はしぶしぶ五十六から離れていった。ほっとする五十六。花蓮が勝ち誇ほこったように胸をはった。


　ケガをしないよう、入念な準備運動のあと、マラソンの授業が始まる。学校を取り巻く柵さくに沿って一周すると、およそ一・五キロくらいの距きよ離り。それを三周する。生徒が妙なことをやらかさないように、教師の谷が自転車で見回る。


「じゃあ、スタート！」谷先生が元気よく告げた。


　四〇人ほどの生徒が、一いつ斉せいに走り始める。


　さっき先生に注意されたのが効いたのか、マラソンが始まったら三人の留学生少女たちは五十六には近づいたりはしなかった。そのかわりに、涼音とターニャが火花を散らした。イーチンは大きな胸をたぷたぷ揺ゆらして遅おくれているが、二人はとんでもなく足が速かった。女子はもちろん、陸上部の男子までぶっちぎる。


「やるな、キャスリン涼音」


「……そっちこそ！」





　今まで、こういった体育の時間、女子のトップはたいてい四し天てん王のう寺じ花蓮だった。文武両道のミス・パーフェクト。一部の男子に体力的に負けてしまうのは仕方ないにしても、他の女子の背中を追いかけることなんてここ最近は一度もなかった。


　──それなのに。


「……ッ！」


　キャスリン涼音とターニャの身体能力は段だん違ちがいだ。悔くやしくて、花蓮もはりあうが、なんとか彼女たちの背中を見失わないのがやっとだ。追いこすどころの話ではない。すぐに心臓が悲鳴をあげ始める。苦しくても、花蓮は突とつ然ぜん現れた外国人の少女たちに負けたくない。


　飯田五十六を奪うばわれたくない。


　花蓮は、ずっと五十六のことが気になっていたのだ。子供のころ、彼のふわふわとした感じが好きだった。しかし彼は三木多可とアホなことばかりしていたので（この前の自転車槍やり試合なんてまだマシなほうだ）、女子が話しかける隙すきがあまりなかった。


　確かに、五十六の家庭には暗い時期もあった。今のお父さんになる前のことだ。でも、乗り越こえた。


　五十六はつらい思い出をほとんど人に話さない。怒いかりやストレスはのみこんで、笑ってうやむやにしてしまう。こんなに精神的にタフな同級生は見たことがない、と花蓮は思う。


　あるとき、教室で他の女子と「自分には個性がない」という話になったことがある。そう言い出したのは花蓮だった。花蓮には裕ゆう福ふくで立派な両親がいた。英才教育を受けて、普ふ通つうの子供が習わないようなことも、たくさんやってきた。


　──でも、自分には個性が欠けている。真ま面じ目めすぎて面おも白しろみがない。


　すると──。


「僕は、個性って言葉がそんなに好きじゃないんですよね」


　珍めずらしく、五十六が会話にくわわってきた。


「えっと、言い方が不正確でしたね。言い直します。今、マスコミや世間一いつ般ぱんで使われているような意味での『個性』は苦手なんです。僕には合わないし、四天王寺さんが気にするほどのものではないと思う」


　他の女子が何か言おうとするのを遮さえぎって、花蓮は五十六に「続けてください」と話の先を促うながした。彼の言葉に興味があった。


　五十六は続けて言う。


「『俺は個性的な人間なんだよ』っていう主張って、騒さわがしいじゃないですか。そういう言い方だと、『俺を認めてくれよ』『俺は凄いんだよ』みたいな感じが強すぎると思うんです。でも、個性ってのは個人を個人たらしめる要素のことですよね？　自分と他人との違い。ということは、自分よりもむしろ、他人・他者について詳くわしくなければいけない」


　あ、こういう話し方好きだな、と花蓮は思った。


「他人・他者に興味を持ち、世界や社会のことをよく知る。個性を訴うつたえるよりも、そっちのほうが先だと思うので……クラス委員長としてみんなに気を配っている四天王寺さんは、そのままでいいんじゃないでしょうか」


　五十六とはこういう人間だったのか──そのとき花蓮は、彼ともっと話しておけばよかったと心の底から後こう悔かいした。五十六は、試験の結果は平均よりは上だがとてもいいというほどでもない。しかし、その話し方でわかる。彼は自分一人でものごとを考えることができる。世の中のことを丁てい寧ねいに考えている。





「いてて……」


　花蓮はしくじった。ハイペースで走る留学生たちを追いかけて、さらに五十六のことを考えていたら、やはり注意力が散さん漫まんになっていたのだろう。学校に一番近いコンビニの前を通り過ぎたところで、思い切り段差につまずいてしまったのだ。


「……くぅ」


　すりむいた膝ひざ頭がしらが赤くはれあがり、うっすらと血が滲んでいる。立ち上がろうとして、花蓮は顔を歪ゆがめた。骨に異常はなさそうだが、足首を変な方向にひねってしまったみたいだ。立とうと思えば立てるが、無理をするともっと悪くしそうな気がする。


「大だい丈じよう夫ぶですか」


「──えっ？」


　一瞬、花蓮は自分が起きたまま夢を見ているのではないかと疑った。あまりにも自分にとって都合がよすぎる展開だったからだ。


　絶ぜつ妙みようなタイミングで、花蓮の目の前に五十六が現れた。


「ケガしちゃったんですか、大変だ……！」五十六は周囲を見回す。「こんなときに限って、先生も見当たらないし……どんな感じですか？　ケガ？」


「骨とかに異常はありませんけど、かなり痛くて……」


「一周して学校に戻もどって、保健室で診みてもらうのが一番早いでしょうね」


「でも、ちょっと歩けないかも……」


「くじいたの、どっちの足ですか？」


「右」


「右だけですか？」


「うん」


「じゃあ、僕が左ひだり肩かたを貸せばいけますね」


「って、ええっ!?」


「いいですか？」


「そ、それは……うん……はい」


「じゃあ……よいしょ、っと」


　五十六はまず、花蓮の隣となりで片膝をつき、身を屈かがめた。それから左ひだり腕うでを伸のばす。花蓮はちょっと照れて、しかしこれは「必要なことだから」と自分に言い聞かせ、五十六の左肩に身を寄せた。五十六は花蓮の背中に手を回して、ゆっくりと立ち上がる。


　花蓮は手を伸ばして彼の右肩をつかんで、体重をかけて、右足をかばいながら左足だけで歩いてみる。どうにかなりそうだ。


　五十六はよく人を助ける。今までずっとそうだった。これからもずっとそうなのだろう。


　花蓮は思い出す。無茶ばかりやる三木多可は、何度も命の危機に陥おちいったことがある。そんなとき、友人の危機を救うのはいつも五十六だった。


　小学生のころ、大雨の降った日、三木多可が増水した川に落ちたことがある。川の流れはいつもの数倍は速く、雨足の強さは増すばかりで、普通なら絶対に助からないタイミングだった。それを助けたのが、五十六だ。


　意識を失っていた三木多可を、五十六が近所の病院まで運んだ。五十六がいなかったら、人が死んでいたはずだ。こういった事例が、花蓮が知っているだけでも数度ある。人を危機から救う特別な才能があるとしか思えなかった。


　ちなみに、この事件には未解決の謎なぞが一つある。


　それは、五十六が一切泳げないということだ。
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　花蓮の体が柔やわらかい。人の体温には癒いやされる。五十六はついケガのことが心配で「肩を貸す」なんて提案をしてしまったが、やってみると心臓が破は裂れつしそうだ。五十六がみっともないと、結果的に花蓮に恥はじをかかせることになってしまうので、なんとか平静を装よそおっている。


「ちょっと恥はずかしいな……」


　花蓮が言った。運よくマラソン中の他の生徒は見かけないが、それでも学校の外なので通行人の目がある。


「僕もです。他の生徒に見られちゃう前に、保健室に急ぎましょう」五十六は花蓮を担かついだまま、軽く頭を下げる。そういえば、顔と顔の位置も結構近い。いい香かおりがする。


「ごめんなさい、こんなところ人に見られたら、四天王寺さんに迷めい惑わくかけちゃいますね」


「……迷惑じゃないよ」


　花蓮がぽつり、とつぶやいた。鏡のように静かな水みな面もに波は紋もんを立てるような、五十六の心に響ひびく言い方だった。花蓮は続けて言う。


「そんなこと思うわけないじゃない。助けてもらってるのに。恥ずかしいけど、嬉うれしい」


「…………」


　五十六の体が熱くなった。何も言えなくなってしまった。花蓮も、盗とう塁るいを狙ねらってしかし焦あせり過ぎた俊しゆん足そくの野球選手みたいな顔をしている。





　学校の、保健室に到とう着ちやくした。五十六がノックしてから「失礼しまーす」とドアを開ける。開けた瞬しゆん間かん鼻び腔こうをつく消毒液や湿しつ布ぷ類のにおい。しかし、かんじんの保健医の姿はどこにも見当たらない。


「なんだよ、先生いないし……とりあえず、ベッドに」


　五十六はベッドの近くまで移動した。保健室にはベッドが三つ並んでいて、利用者は今のところ花蓮だけだ。


　花蓮はまず左手をベッドについて、ゆっくりと、恐おそる恐る体重を移動していって、右手もベッドについて、それからようやく体を引っくり返してベッドの端はしに腰こしかける。痛めた右足をかばいながら、ベッド上で体育座りのような姿勢になる。


「ありがとう。こうしているだけでもだいぶ楽」


「タクシー呼んで病院行きますか？」


「そこまでしなくても大丈夫」


「えっと……とりあえず、冷やしますね。あ、その前に消毒かな……」


「五十六くんに、お願いしてもいいかな？」


「ええと……わかりました」


　保健室には、鍵かぎのかかった棚たなと、そうでない棚がある。重要な薬品はすべて鍵がかかっているほうに入っているので取り出せない。消毒液、包帯、アイシング用のコールドパックくらいはいつでも自由に使えるようになっている。五十六は消毒液とガーゼを手にとってから、花蓮のそばに戻る。


　花蓮は、ベッドの上で靴くつとソックスを脱ぬいでいた。体操着で裸足はだしになると、少し不思議なほど足が無防備に見える。女の子はなぜかぴくぴく動く足の指まで可愛かわいく見える。五十六は邪じや念ねんを頭から追い払はらいつつ、「それじゃあ……」と消毒液をしみこませたガーゼを花蓮の足に当てていく。すり傷に消毒液がしみて花蓮は「んっ……」と眉み間けんにしわを刻む。彼女には申し訳ないが、その表情がまた色っぽい。
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　こうやって花蓮の足を拭ふいていると、五十六は自分がお姫ひめ様の奴ど隷れいになったような気分を味わう。そんなに悪い気分ではない。


　消毒を終えて、五十六は花蓮の痛めた足首を包帯で固定した。負傷した三木多可に応急手当てを施ほどこすことが多いので、五十六の手つきは慣れたものだ。そして、保健室用の冷蔵庫からコールドパックを取り出して、負傷部位に包帯の上から巻きつける。


「気持ちいい……」


　そう言って、花蓮がほっとしたように息を吐はいた。保健室で、二人きりで、これはとてもいい雰ふん囲い気きじゃないかと五十六は心臓の動どう悸きが速まるのを止められない。キャスリン涼音やターニャの露ろ骨こつなやり方にはちょっと引いてしまう五十六だが、こういう自然な流れは全然嫌きらいではない。いや、それどころかうっかり舞まいあがってしまいそうだ。


「ありゃ、お客さん」


　ところが、いい雰囲気をぶち壊こわす人間がやってきた。保健医の山やま口ぐち敏とし子こ先生だ。山口先生はまだ若く、この船橋海老川高校が保健医になってから最初の勤務先だという。


　別に悪いことをしていたわけではないのだが、五十六は一歩花蓮から離はなれる。


「……生徒のこと『客』っていうのやめてくださいよ」と五十六。


　──もうちょっと、二人きりでいたかったかも。
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　火曜日の放課後は、危機管理部の活動にも顔を出さず、五十六は船橋の本屋「みのり書しよ房ぼう」でのアルバイトに向かう。平日なので、二時間だけ手伝う。これだと、家の晩ばん御ご飯はんに間に合うのだ。


　今日は、坂さか田た征せい四し郎ろうと一いつ緒しよに地下倉庫で返本作業をする。本屋は、わかりやすくいうと商品として出版物を「預かっている」状態だ。基本的には（つまり例外はあるが）売れなかった本は出版社に返すことができる。


　みのり書房では「無伝票返品システム」を導入している。大量の返本を単行本、文庫、雑誌、コミックにそれぞれ分けて専用の段ボール箱に詰つめ、所定のシールを側面にはって、返本を管理するセンターに送る。


　返本作業は、読書好きの五十六にとって憂ゆう鬱うつな作業だ。どんな本にも何かの思いがこめられている。本当にただ悪意だけで書かれた本なんて存在しないと五十六は思う（そんなものが存在するとすれば、それは「本」以外の何かだ。脅きよう迫はく文とか犯行声明といった類たぐいのものだ）。だから、返本作業は悲しい。必要とされていない本がある、という事実は悲しい。でも、たまたま目の前にある分は売れ残っているだけで、売れた分はこの世のどこかで誰だれかに愛されているに違ちがいないのだ。そう考えて、五十六は心の中で返本を「供養」している。


　返本作業は比ひ較かく的単純なので、手を動かしながらでも会話することができる。五十六は、みのり書房正社員の征四郎に、ここ最近身近で起きていることを相談した。つまり、三人の留学生少女について。──どう思います？　坂田さん。やっぱりちょっとおかしいですよね。


「陰いん謀ぼうのにおいがするな」


「僕もそうは思うんですけど……」


　征四郎は陰謀論好きなので、ここまではいつも通りといえばいつも通りだ。


「五十六くんは善良な性格で、真ま面じ目めだ。でも、外国人の少女たちから一いつ斉せいに好意を抱いだかれるほどの魅み力りよくの持ち主ではない。きみは、見た目に限ればかなり凡ぼん庸ようだ」


　ちょっと引っかかる言い方だけど、まあいい──五十六は何も反論しなかった。純然たる事実だ。


「彼女たちに関しては情報が少なすぎる。きみのほうに心当たりはないのかい」


「僕にですか？」


「なんでもいい。最近、何か変わったことはあった？　見知らぬ人間から手紙を預かった、死にそうになっている男からマイクロフィルムを受け取った、何か新薬の実験台になってしまった、特とく殊しゆな光線を浴びたクモに嚙かまれた、偶ぐう然ぜん怪あやしい連中の怪しい会話を携けい帯たいで撮さつ影えいしてしまったとか──」


「僕だってアホじゃないんですから、そんなことがあれば気づきますよ。僕の毎日は平へい穏おんそのもの。そりゃあ、危機管理部の活動はそれなりに変わっていると思うし、それでたまにケガはしますけど、それは関係ないと思いますし……」


「言われてみれば、そこで気づくようなら俺に相談するまでもないか。じゃあ、いい方法があるよ」


「どんな方法ですか？」


「本人に訊きいてみればいいんだよ」


「え……？　ちょっと待ってください。それは……」


「いいからいいから、任せておいて。ほら、きみはちょっと身を隠かくして」


「ええ、隠れるって……」


　征四郎に強く押されて、五十六は山積みになった段ボール箱の陰かげに追いやられた。仕方なく、五十六はそこで息を殺すことにする。


　征四郎は内線の電話で、一階の売り場でレジを手伝っているタチアナ・オゴロドニコワを地下に呼び出した。ロシアのクールな美少女が足音も立てずにやってくる。セクシーなレザースーツに「みのり書房」のエプロン。五十六はため息をつきそうになる。──レジにこんな娘むすめがいたら、近所で評判になるだろう。いや、もうすでになっているかもしれない。


「ねえターニャさん」


「なんでしょう、坂田さん」


「五十六くんのこと、好き？」


「はい、とても」


「彼とえっちなことがしたい？」


「はい、とても」


「具体的に、どんなことがしたい？」


「とてもここでは言えないような、凄すごいことを。坂田さんの前で口にすることはできません。彼が今まで味わったことのない快楽を与あたえる自信があります。五十六が想像力を全開にしても追いつくことのできないような快楽です」


「なるほど。どうして五十六くんのことが好きになったの？」


「バイト同士として知り合った最初の日に。ドストエフスキーの話をして恋こいに落ちました」


「なるほど。書店員としては納なつ得とくするしかない理由だ。忙いそがしいところ呼び出してすみませんでした。売り場に戻もどっていいよ」


「はい、では」


　ターニャは、何事もなかったかのような表情で一階にあがっていった。


「五十六くん……彼女は変わってるね」


「坂田さんもたいがいだと思いますよ」


　五十六は物陰から出た。やっぱり、征四郎に相談しなければよかった。


　征四郎は首を傾かしげて言う。


「あそこまできっぱり言われると、裏があるのかないのか逆にわかんなくなっちゃうな。ロシアからの留学生だから、ＳＶＲのエージェントだったりすると陰謀的には盛り上がってくるんだけど、さすがにそれはそのまんますぎるような気もする」


「盛り上がりとかいらないんですって、僕は」




　第六章　坂の上の猫耳
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　水曜日──バイトも危機管理部の活動も何も入っていない、極きわめて平穏な週の真ん中。五い十そ六ろくは三み木き多た可かと近所のゲームセンターで遊んだ。レーザーの玩がん具ぐ銃じゆうを使ったシューティングを二人プレイするのがお気に入りだ。最近のガン・シューティングは玩具銃のデザインも凝こっていて、実銃を意識した操作感覚のものもある。


　五十六も三木多可も、銃にはそこそこ詳くわしいし、好きだし、使い方も学んだことがある。もちろん実銃ではない。ちょっと前に危機管理部の活動で、エアガンや電動ガンを使い「もしもたまたま入った銀行で武装集団の強ごう盗とう立てこもり事件に遭そう遇ぐうしたら？」という訓練を行ったのだ。


「……でも、日本で拳けん銃じゆうを持った強盗に遭遇する可能性なんてめちゃくちゃ低いんじゃないですか？」と五十六が言ったら、未み華か子こにこっぴどく怒おこられたものだ。「こういうのは可能性の問題じゃないんだよ！　まったく！　備えられる危機には備える、備えられない危機には備えない。そういうことなんだよ。わっかんないかなー、もう」


「備えられない危機には備えない」という未華子の言葉はなんだか五十六にとって印象的だった。たとえ可能性は低くても、武装強盗には気をつける。しかし、地球に隕いん石せきが落ちてくるような事態は、自分たちにできる対応法は何もないので、何もしない。メチャクチャに見える危機管理部の活動も、未華子なりに筋は通っているのだ。


　それはさておき、五十六と三木多可は無む駄だにゲームが上う手まい。ガン・シューティングは得意中の得意だ。二人プレイだとコンビネーションは完かん璧ぺきで、調子が悪い時でも一回か二回のコンティニューで全ステージクリアしてしまう。コインをそれほど使わずに長々と居座るので、店にとってはあまりありがたくない客だろう。メダルゲームやカードゲームの類たぐいは、金がかかるのを避さけることができないから一いつ切さいやらない。


「もっと凄いゲーム出ないかな」三木多可が言った。二人とも慣れているから、ゲームをしながらでも雑談が交かわせる。


「凄い、の方向性にもよると思うけど」と五十六。すでになんとなく次に三木多可が何を言うか読めてきている。


「敵の攻こう撃げきに合わせて、プレイヤーに激痛が走る、みたいなのはどうだ。絶対にミスしたくない。普ふ通つうの何倍もエキサイティングになる……！」


「……まあ、そんなことだろうと思ってたけど」


「なんだよー」


「激痛、ってどんなの？」


「敵の弾たまが当たるたびに、スタンガンが出てくるとか。筐きよう体たいにエアガンが仕込まれてて、ミスしたプレイヤーを狙そ撃げきするとか」


「じゃあ、もうそれゲームじゃなくてよくない？　生身でサバゲーとかケンカとかやってればよくない？」


「わかってないなー、五十六」と三木多可。


　部長の未華子といい三木多可といい、どうしてこうみんな五十六のことを「わかってないやつ」として扱あつかうのだろうか。五十六は一人で首を傾かしげてしまう。──そんなに物事がわかってないのかな、僕は？


「ゲームとリンクする痛みだから価値があるんだよ。痛みが俺の限界をひきあげるんだ。そして同時に痛みは俺の限界を教えてくれる。自分の体に何ができて何ができないのか。ゲームと痛みが一いつ致ちするのなら、ゲームのスコアは俺がどの程度自分の体を把は握あくしているのかを知る指標となる」


「そういうのを身体性の獲かく得とくっていうんだよ」五十六は、何か現代思想の本で読んだ知識を受け売りする。


「かっちょいい言い方だな。これから使わせてもらおう。俺が危険なことに挑いどんでケガをするのは、身体性の獲得ってわけだ」


「そういうこと。でも、言い方を変えてもやってることの愚おろかさは変わらない」


「にゃにい、愚かだと？」


「とても」


「俺が愚かなら、なんで五十六はいつも付き合ってくれるんだよ」


「友人だから」


「そっか。それなら仕方ないし、俺にとっては嬉うれしいことだな」


　五十六は頭の片かた隅すみで、「なんだか変な会話だな」と思っている。三木多可と話していると、遠い外国の狩しゆ猟りよう民族と話しているような気分になることがある。だが思い出してみれば、子供のころから、三木多可とはずっとこんな話ばかりしてきたような気もする。





　ゲーセンを出て三木多可と別れて、五十六は帰宅した。玄げん関かんで靴くつを見れば、いま家に誰だれがいるのかだいたいわかる。まず、妹はいないようだ。中学生の五い十す鈴ずは体力が有り余っていて、水泳部の練習で帰りが遅おそくなることがある。共働きの両親もいない。いるのは──どうやら祖父母とキャスリン涼すず音ねらしい。涼音には「一いつ緒しよに帰りませんか？」と誘さそわれていたのだが、「三木多可と約束があるから……」と断っていた。


「ただいまー」と五十六。しかしなんの反応もない。静かなものだ。おかしいな、と怪け訝げんに思いつつ五十六は自室に向かう。ドアを開けて中を確かめてみたわけではないが、涼音の部屋に人がいる気配がない。あとは祖父母が暮らす三階しかないわけだが……。


「なんだかなあ」


　いれば突とつ飛ぴな行動ばかりで五十六を困らせる涼音だが、いなければいないで気になってしまう。彼女には申し訳ないが──わけのわからないことをして五十六以外の人間を困らせているのではないかと不安を覚えるのだ。


　──ちょっと様子見てこようかな。


　ベッドの上にカバンを置いて、上着を脱ぬいでハンガーにかけて、五十六は階段で三階にあがった。認知症しようが進む祖母の介かい護ごのために、この家には小さなエレーベーターがあり、階段にもすべて手すりがついている。


　祖父母が落ち着けるように、改装の際に三階だけは和風になっていた。部屋は畳たたみ敷じきで、廊ろう下かは板張り。廊下を歩くと「きゅ、きゅ」と木材が微かすかに軋きしむ。部屋はドアではなく襖ふすまによって区切られている。


「お邪じや魔まするね、お祖ば母あちゃん」


　襖を軽くノックして、畳たたみのいいにおいがする祖母の部屋に入った。祖母の私物はほとんど簞たん笥すや棚たなに片付けられていて、整然としている。祖母は、介護用の稼か働どう式ベッドの上にいた。そして、キャスリン涼音もその傍そばにいた。


　祖母はもうすぐ九六歳。例の戦争を目もく撃げきし、生き残った人で、満州帰りだ（ちなみに祖父は九七歳、祖母と出会った当時、南満州鉄道株式会社の社員だったそうだ）。祖母はすっかり瘦やせている。いつも夢を見ているような表情だ。長い人生が緩ゆるやかに終わりに近づいていって、その緩かん慢まんな動きは逆に赤ん坊ぼうのように見える。五十六はフィッツジェラルドの『ベンジャミン・バトン』を思い出す。


　涼音が祖母の世話をしていた。優やさしく微笑ほほえんで使用済みの老人用おむつを取り替かえている。ベッドの周囲はきれいに掃そう除じされている。涼音は祖母に話しかける。反応がなくても楽しそうに話しかけ続ける。


「…………」


　今まで、涼音がどんなに積極的に迫せまってきても、五十六はピンとこなかった。ちょっと引き気味ですらあった。でも、笑え顔がおで祖母の世話をする姿にはぐっときた。彼女が本当に魅み力りよく的な女の子だと気づいた。──こんなに心臓がドキドキするなんて。


「お帰りなさい、五十六」と涼音。


「た、ただいま」


「ホームヘルパーさんがちょうど帰るところだったので、みなさんが帰ってくるまでの間はと思い、私がお世話させていただきました。もしかして……何か問題があったでしょうか？」


「いや、問題なんて。その……」


「はい？」


「ありがとう。本当に……ありがとう」


「いえ、これくらい！」と、涼音は軽くガッツポーズを作ってみせる。


　五十六は祖母の顔を見た。こんな安らかな表情は久しぶりのような気がする。


「……かわいいおばあちゃんですね」


　涼音が言った。


「五十六」


　と、祖父が隣となりの部屋からこちらにやってきた。背筋はそれほど曲がっておらず、肌はだの血色もよく、何時間も散歩で外を歩き回る祖父だ。もうあと数年で一〇〇歳になるとは思えないほど、かくしゃくとしている。若いころに鍛きたえていたおかげか、財産のように筋肉がまだ体に残っている。祖父はいつも「私がいるからヘルパーさんは必要ないのに」と言い張って、五十六の両親を苦笑いさせるのだ。


　祖父は、五十六の耳に口を近づけて、小声で言った。


「……いい娘むすめさんだな」


「……うん、僕もそう思う」


「二人で、なんの内ない緒しよ話ばなしですか？」と、怪訝そうに涼音。


「ううん、なんでもない」五十六はごまかした。祖父も「うん、なんでもない」と笑う。涼音も少しすねたふりをして、やっぱり笑う。祖父はしっかりしているが照れ屋だ。他人を直接褒ほめるのではなく、間接的に褒めるのが「奥ゆかしい」態度だと考えている。五十六にもその気持ちはちょっとわかる。
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　家族で晩ばん御ご飯はんをとって、風ふ呂ろも済ませてゆったりとした時間帯に入る。五十六は自分の部屋で、さあこれから寝ねるまでの数時間をどう使おうか考える。この「考える」時間を五十六は愛している。時計を見ると、午後八時。五十六はいつもだいたい夜一二時くらいまでに就しゆう寝しんする（そして朝起きるのは午前七時くらい）。四時間あれば、勉強してもいいし、読書をしてもいい。ＤＶＤで映画を観ても二時間ですむ。時間がもったいないから、ネットやテレビ、ゲームはほどほどにしておく。


　読みたい本はたくさんある。古典からライトノベルまで。五十六が一番荒すさんだ時期、支えてくれたのは人ではなく、図書館だった。世の中には、誰に相談しても解決しない問題というものがある。そういう問題を解決するには、金銭か時間をかけるしかなかったりする。五十六と五十鈴に必要なのは時間だった。図書館は、時間を潰つぶすのには最高の場所だった。


　五十六の両親は、本を買うお金は惜おしまないという教育方針だ。ゲームや漫まん画がに関しては何もしてくれないが、五十六が書名をあげて、なぜその本を読みたいかを説明すれば、必ず買ってくれる。そのおかげで、五十六の本ほん棚だなは充じゆう実じつしているのだ。


　五十六は昨日、寺てら山やま修しゆう司じの『幸福論』を読どく了りようしたばかりだ。次に何を読もうか、それを選ぶ時間もまた愛いとおしい。


　三さん田だ誠まことや東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうの新刊でまだ読んでいないものがあるので、ちょっと手をつけたいかもしれない。しかし、翻ほん訳やくもので評判のいい、ドン・ウィンズロウ『夜明けのパトロール』にも興味がある。


　この世には、無限の書物がある。そのすべてを読破することはできない。しかし五十六は、読みたい本がたくさんあるという状じよう況きように幸福を感じる。選せん択たく肢しは無限であり、人生の階段は選択によって積み上げられていくのだ。


「よし、決めた」


　今日は司し馬ば遼りよう太た郎ろうでいこう。『坂の上の雲』がいい。何度も全巻読んだ本だが、定期的に読み返したくなる。二度目、三度目と重ねるたびに、必要とする時間が減っていく。そもそも司馬遼太郎の文章は読みやすい。


「あれ……？」


　──と、せっかく心が決まったのに、『坂の上の雲』の一巻が本棚に見当たらない。二巻以降はすべてそろっているのに。


「どこやったかなあ……」


　少し探してから、思い出す。そうだった。五十鈴に貸しているのだ。


　妹は、テレビドラマ版を見て興味を持ったらしい。五十六としては、ドラマよりも原作のほうがおすすめだ。特に戦争シーン。文章をもとに想像力をフルに駆く使しすれば、どんなスペクタクルな映像もかなわない日につ清しん・日にち露ろ戦争が脳内に展開できるのだ。


　五十六は考える。五十鈴に一巻を貸したのは……たぶん、半年以上前だ。それなのに二巻を借りにこないということは、一巻もまだほとんど読んでいないに違ちがいない。これは、返してもらったほうがいいだろう。


　時間が遅くなってはまずい。


　五十六は、妹の部屋に向かった。


「五十鈴ー」と言いながらドアを開ける。開けてから、しまったと気づく──ノックを忘れていた（五十六のほうから五十鈴の部屋を訪ねることは滅めつ多たにないので、つい、うっかりだ）。ドアに、鍵かぎがかかっていなかった。


　五十鈴は、全身鏡の前にいた。


　競泳水着姿だった。


　そういえば妹は水泳部だから──ってそうじゃなくて。


「わー！」


「あ、大声あげるな！」


「バカあにき！」


「違うよ、ごめん！　うっかりしてて……」


「これが『うっかり』じゃなくて『わざと』だったら犯罪だよ！　クライムサスペンスだよ！　出てけ！」


「言われなくてもそうするって！」


　五十六は慌あわててドアを閉めようとする。だが──。


「あ、やっぱちょっと待って！」


　ドアが完全に閉まってしまう前に、五十鈴が呼び止めてきた。五十六は手を止めて、思わず目を丸くしてから振ふり返る。


「な、なんだよ……五十鈴」


　このタイミングで呼び止められるとは思っていなかったので、五十六は戸と惑まどっていた。ちびモンスターこと五十鈴のことだ。何かまた暴力的なことを考えているのかも──。


「……ちょっと、こっちこいよ」


「……はあ？」


「だ・か・ら！　部屋に入ってもいいって言ってるの！　っていうか来ないと怒おこるからな！」


「強ごう引いんだなあ」


「うるせー犯罪者！　妹の言うことを聞け！」


　今日の五十鈴はいつもより言こと葉ば遣づかいが凶きよう暴ぼうだ。こりゃあ逆らわないほうがよさそうだ、そうじゃないと親に何を告げ口されるかわからない、それが冤えん罪ざいだとしても、そもそも『坂の上の雲』の一巻もできることなら奪だつ還かんしたいし……などと頭の片かた隅すみで考えながら、五十六は妹の部屋に入る。


　五十六はドアを閉めた。妹と個室で二人きりになる。妹の部屋に入ったのなんて何か月ぶりだろう、と五十六は思う。あれだけひどい言葉で五十六をなじっていたくせに、今、五十鈴はなぜかちょっとうつむき加減で、恥はずかしそうにもじもじしている。


　そして妹は恐おそる恐るといった様子で──。


「ど、どう思うよ？」


　と、兄に訊たずねてきた。


「は？」


「この水着のことだよ……」


「どうって……」


　妹の水着姿なんてどうでもいい……とか言ったらもっと怒られるのだろう。この場合「どうでもいい」はさすがにＮＧワードだろうと鈍にぶい五十六でも瞬しゆん時じにわかった。


「買ったばっかりなんだ。この水着。次の大会もこれで」


　やっぱり新作を試着していたのだ。


　その水着は基本的に黒色。縁ふちが赤く、ところどころに白いラインが走っている。


　いわゆるハイカットのデザインだ。脚を長く見せるために布地を大だい胆たんにカットしていて、五十鈴の腰こしやお尻しりにぴったりとフィットしている。


　背中側では、布地が「×」の字を描えがくように交差している。競泳用の水着らしく「遊び」が少なく、かなりタイトに五十鈴の体を締しめ付けている。五十鈴はお尻がちょっと大きめなので、そのあたりが特にきつそうだ。


　布地には濡ぬれてもいないのにてらてらとした光こう沢たくがあり、その輝かがやきが五十鈴の健康的な体のラインを強調していた。急速に発達中の女子中学生の体は、よく運動していることもあって、弾はじけそうなほど瑞みず々みずしい。


「結構きつくて、着るのも大変でさ」


「似合ってる。可愛かわいいよ」


　五十六は言った。兄としてはどうでもいいが、客観的に見れば可愛いのは事実だろう。


「……そうかな？」


　と、五十鈴が確かめるように言う。


「いまさら妹にお世辞言っても意味がないだろ」五十六は苦く笑しようする。「似合ってるし、それに速そうだ。水着は人間を熱帯魚に変えるんだな」


「褒めてるんだよね、それ」


「もちろん」


　口には出さなかったが、五十六はピクサーのＣＧアニメ『ファインディング・ニモ』のことを連想していた。五十鈴は小さい。でも元気だ。まるであの映画の魚たちみたいだ。


「えへへ」と五十鈴は八や重え歯ばを見せて笑った。何が嬉うれしいのか、すっかり上じよう機き嫌げんみたいだ。五十六は「むむむ」と首を傾かしげるしかない。──ついさっきまでめちゃくちゃ怒ってたのに。あの怒いかりはどこへ消えたんだろう？　兄に褒められてそんなに嬉しいものだろうか？　本当に、秋の空と妹の心はどう変化していくのかわからない。


　疑問はさておき、五十六は胸の奥に温かいものを感じずにはいられなかった。五十鈴が笑っていると、やはり兄として安心できる。小さなモンスターみたいな妹だが、いざとなったら守ってやるのは自分だ、と五十六は思う。


　兄として、男として──妹の笑顔は守らねばならない。


「……ところで、あにき。何かあたしに用事でもあったの？」


　危ない。すっかり忘れるとこだった。
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「ええと、司馬遼太郎の『坂の上の雲』の一巻なんだけどさ……」





　　　　３




　無事に、五十鈴に貸していた本の回収に成功した五十六は、夜の読書時間を楽しみにしてほくほくと笑え顔がおで自分の部屋に戻もどった。


「お帰りなさいませ……！」


　それが当たり前のことであるかのようにキャスリン涼音が正座して待っていたので、五十六は驚おどろき、戸惑い、結果的に滑すべって転んだ。今の僕はギャグ漫画の登場人物みたいだった、と五十六は苦い顔をする。


「どうしてきみがいるの？」


　五十六が訊きくと、涼音は上うわ目め遣づかいで瞳ひとみを潤うるませて、


「……いけませんか？」


　と疑ぎ問もん符ふに疑問符で返した。


「いや、そりゃあ、いけない理由はないけど……その衣い装しようはなんですか？」


　涼音は、自信満々の表情で、頭にふわふわの黒い猫ねこ耳みみカチューシャをつけていた。さらに胸と腰を申し訳程度に覆おおっているのは、毛皮風のビキニ水着だ。ビキニ・ボトムの、サイドの紐ひものあたりに携けい帯たい電話をさしこんでいるのが妙みように艶なまめかしい。さすがに、五十鈴よりずっと身体の隆りゆう起きが発達している（さっき見たばかりなので、つい比べてしまう）。日系アメリカ人という出自は伊だ達てではない。


　涼音は可愛いし、色っぽいのは間ま違ちがいない。だが、五十六は女の子にはもっと大事なことがあると思う。今日の夕方、祖母の世話をしていた涼音の優やさしい表情──ああいう涼音になら、恋こいに落ちてしまうかもしれない。ドキドキを止められないかもしれない。五十六としては「セクシーな格好を見ることができればそれでいい」というわけにはいかないのだ。


「五十六が、こういうのが凄すごく好きだとわかったので……つい」


「え、ちょっと待って……」


　涼音の言葉に引っかかる。


「『好きだとわかった』って……どうやって？」


「ベッドの下に、えっちな本がたくさん。女の子が猫耳つけてる内容のものが多かったです」


　そう言って、涼音は机の上を指さした。そこには、五十六がこっそり隠かくしていたアダルトな漫まん画がやＤＶＤがきれいに積んであった。「うぇえええ!?」と悲鳴をあげる五十六。祖父母との同居用に改装したこの家は、防音はかなりしっかりしている。悲鳴は家族には聞かれていないはずだ──それが唯ゆい一いつの救いだ。


「そういうことされると、僕は自殺するかもしれません……」


「ワッフォーWhat for!?　そんな、五十六……どうしてですか？」


「どうしてもこうしても……」


　説明できない。したくない。すればするほど墓穴を深くするようなものだ。というか、どうして涼音はアダルトな漫画とＤＶＤの内容をすんなり受け入れているのか。それが五十六にとっては恥ずかしいことだと認にん識しきできないのか。日系アメリカ人だからなのか!?


　読書好きで、基本的に真ま面じ目め。どんなときでも落ち着いていて、大人びている──そんな五十六にも、ごく普ふ通つうの健康な高校生男子として抑おさえきれないものはたくさんある。しかし、涼音の行動には謎なぞが多い。いつ隠していた本やＤＶＤを見つけたのか？　どうやってこんな短期間で衣装を用意したのか？


「まあいいや……」


　──とにかく、この場を乗り切ろう。


「なにか……僕に用でもあるんですか？」
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　涼音は立ち上がって、五十六の目の前でくるりと回った。


「ぐっときませんか？」


「特には……」


「むっ……！」五十六の薄うすい反応に、涼音は頰ほおをぷくっと膨ふくらませた。唇くちびるもちょっと尖とがっている。変な衣装よりも、こういう表情のほうにときめくのだ、五十六は。


「ちょっと気になってきたんですが……五十六は、誰だれか好きな人がいるんですか？」


「ええ……？」


　涼音に問われて、五十六の脳のう裏りに花か蓮れんの顔が浮うかんだ。しかし、今ここでそのまま答えると何か大変な事態を巻き起こしてしまいそうな気がしたので、黙だまっておく。


「……そういうのあんまり真面目に考えたことないかもしれない」


「恋れん愛あいに興味はありませんか？」


「うーん……」少し考える。「今は、読書とか部活とかのほうが楽しいかな」


「むむむ」涼音は腕うでを組んで考えこむ。「五十六は変わってますね」


「そうかな」


「変わってますよ」


「全然そうは思わないけど……」


「五十六は将来、どんな仕事に就つきたいのですか？」


「仕事かあ」


　ぱっと明確な答えが出てこない。ぼんやりと、何か世の中のためになるような仕事に就きたいとは常々考えてはいるが、具体的ではない。「世の中のため」とはいっても、自分にできるのは本当に些さ細さいなことに過ぎないのだろうけれど。あまりにも立派な人間を目指すのは自分には向いていないと思っているので、無理をせずに、背せ伸のびをせずに、しかし自分を高める努力だけは続けていきたい──そんなところか。ううん、と五十六は一人で首を左右に振ふる。だめだ、こんなんじゃ答えになってないや。


「五十六には、何か特技はありますか？」


「特技かあ」


「なんでもいいんです」


「ないなあ」


　読書量は平均より少しは上かもしれないが、特技にカウントしていいほどではない。寝ねる間も惜おしんで大量に様々なジャンルの本を読み、内容を記き憶おくし、備忘録を作成し、得た知識を何らかの形で自分の生活に役立てることができる──そこまでやったら、ようやく特技・能力・個性と呼べるのではないだろうか。読書や文学の道を登山にたとえると、五十六はまだ登り始めたばかりで、一合目すら見えていない状じよう況きようだと自覚している。


「何か、自分に才能を感じることはありませんか？」


　いつの間にか五十六への「質問タイム」のようになっている。涼音に上う手まく誘ゆう導どうされた気がしないでもない。


「才能ねえ……」


　五十六は口をへの字にして眉まゆを歪ゆがめる。──僕にあるかなあ、そういうの。


　そもそも才能とは何だろうか？


「人にはできないことができること」か、それとも「同じ課題を人よりも上手くクリアできること」だろうか。


「そんなに難しく考えずに。そうですね……五十六は、自分のどんなところが他の人と違ちがうと思いますか？」


　という涼音の言葉で、問題が少し簡単になった。


「そうだなあ……他の人に比べて、迷子になりやすいかも」と五十六。


「迷子……ですか？」涼音が首を傾げた。


「うん」五十六はうなずく。「たまに、信じられない道の迷い方をするんですよ。子供のころだったっけなあ……駅前のデパートで両親とはぐれて、発見されたのが隣となり町まちとか。中学校の修学旅行でも、迷子になって……京都で姿を消して、結局現地の警察に引いん率そつの先生が通報して、僕はなぜか琵び琶わ湖この近くで保護されました。自分がどこにいるのかさっぱりわからなくて、あのときは途と方ほうに暮れたもんです。──まあ、そんなことがあるから、僕は船ふな橋ばしから離はなれないほうがいいんでしょうね」


　船橋で生まれて、船橋で死んでいく。運命の輪から逃のがれられないように。


「それは、ただの方向音おん痴ちでは……それも、壮そう絶ぜつなまでの」


「そういえば、特技ありましたよ。一個思い出しました」


「どんな特技ですか!?」


　涼音の食いつきがいい。五十六はやっぱり奇き妙みように思う。──どうしてこの少女は、僕のことをこんなに知りたがるのだろうか？


「僕は眠ねむったまんま歩けるんです」


　五十六は言った。ちょっとだけ得意げに。


　しかし。


「……ん？」


　涼音の反応はいまいちだ。


「だから、完全に眠っているのに、いつの間にか家の外にいたりするんです。自分にはまったく記憶がないんですよ。パジャマのまんま、眼めが覚めたらそこは商店街とか。一度、学校の教室にいたこともあります。警備員さんもずぼらですよね」


「それは、ただの夢遊病では……それも、壮絶なまでの」


「でも、これをコントロールできたらかなり便利ですよ。制服で寝ておいて、眠っている間に学校に移動すれば、もう絶対に遅ち刻こくしない」


「でも、朝ご飯抜ぬきになりませんか？　それ」


「あ、そうかあ。それはちょっと問題だなあ。学校の売店は朝は開いてないし、近くのコンビニは品ぞろえ悪いし……」


「話がそれていきますね……」


　涼音は、がっかりしたようにため息をついた。五十六は、その表情が気になった。五十六に特技や才能がないことを残念がっているというよりは、何かを聞き出そうとして空から振ぶりしてしまったときの顔なのだ。


　涼音は、五十六に何か秘密があると考えている。


　そして、五十六にはまったく心当たりがない。




　第七章　リーク・ア・シークレット
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　涼すず音ねが自分の部屋に戻もどっていった。一人になって、五い十そ六ろくは安あん堵どの息を吐はく。どうにも、あの娘こがいると心が休まらない。


「なんだか疲つかれちゃったなあ……」


　そのときだった。窓がガラッと開いて人が入ってきた。


「あいつは、自分の部屋に戻ったようだな」


　タチアナ・オゴロドニコワが忍しのびこんできたのだ。


「ここ二階だよ!?」


「あまり大きな声を出すな」ターニャはしっと唇に人差し指を当てる。


　確かに、窓には鍵かぎをかけていなかった。そのせいで五十六は、家族に「不用心すぎる」とよく言われる。


「なんでこんなことを……」


「決まってるだろう。お前に会いに来た。同志トバリツシユ五十六」


　ターニャはロングコート姿だったが、窓まど枠わくをひらりと乗り越こえるとすぐにそれを脱ぬいだ。コートの下は、赤いレザーの奴隷風ボンデージスーツだ。乳ち房ぶさがこぼれ落ちそうで、レザーがきつくお尻しりに食い込んで、すでに首輪までつけている。痴ち女じよすぎる。


　どうやら彼女たちは五十六を誘ゆう惑わくしているらしい（理由はわからない）のだが、それならもうちょっと「工く夫ふうしてくれないかな、もうひとひねり欲ほしいんだけど……！」とダメ出ししたくなる。涼音もターニャも、あまりにも短たん絡らく的てきだ。


　──僕のことを発情した犬と勘かん違ちがいしてないか？


　五十六の中にもそういった欲動はもちろん存在するが、理性が負けてしまうほど強いものではない。人間、あまり勢いに任せてしまうとあとで痛い目にあうものだ。


「ハシゴでも使ったんですか？」


「二階程度の高さなら、そんなものいらない。ロシアの女子高生は握あく力りよくが強い」


「……っていうか、握力だけでのぼってきたんですか。『ミッション・インポッシブル』シリーズのトム・クルーズみたいだ……」


「む」ターニャの目つきが鋭するどく細められた。「あの映画は嫌きらいだ」


「どうして？」


「アメリカ人ばかり優ゆう秀しゆうに描えがかれている。本当に優秀なのは東側の諜ちよう報ほう機関だ」


「まあ、フィクションじゃないですか」なだめてみたものの、五十六には東側と西側、どちらの諜報機関が優秀かなんてよくわからなかった。


「それはそうだが……」と、完全には納なつ得とくしていない様子のターニャ。


　五十六は、ターニャと征せい四し郎ろうの会話を思い出す。征四郎の「彼とえっちなことがしたい？」というストレートな問いに、彼女は「はい、とても」と答えた。そして彼女は続けてこうも言った。「彼が今まで味わったことのない快楽を与あたえる自信があります。五十六が想像力を全開にしても追いつくことのできないような快楽です」


　五十六の理性はそう簡単には欲動に負けないが、ターニャの言っていることには興味があった。「想像力を全開にしても追いつくことのできないような快楽」という言葉には、ちょっとだけ文学的な響ひびきがあって好こう奇き心しんをかきたてられる。


「まあ、私の握力の話よりも……」


　ターニャは五十六に近づいていく。


「ベッドの上で、トルストイやチェーホフの話でもしないか？　ロシア文学のドラマツルギーについてだ……」


「文学を語るのになぜそのかっこうですか？」


「人間は芸術の奴隷だからな」


　──ええと、わかったような、わからないような。


　とにかく、五十六はベッドに押し倒たおされた。ここから本当にロシア文学の話をするのなら問題はないが、ターニャの言葉をそのまま受け取るわけにはいかないだろう。どうするべきか必死に頭を働かせる五十六。ターニャの熱い息が上から降りかかってくる。彼女の胸が目の前で揺ゆれている。女の子に触さわられるということは、ただそれだけで気持ちいい。


　五十六は、自分の判断力が鈍にぶっていることに気づいた。そこにつけこむように、ターニャの白く長い指が五十六の頰ほおに優しく触ふれる。


　その次の瞬しゆん間かん──。


「！」


　凄すさまじい勢いでドアが開いて、黒い人ひと影かげが飛び込んできた。その勢いを殺すために、その人物は柔じゆう道どうの前回り受け身のような動きで運動にブレーキをかける。


　──キャスリン涼音だ！　戻ってきたのだ。


「油断も隙すきもありませんね……！」


　そう言った涼音の服は、まだ猫ねこ耳みみ毛皮ビキニのままだった。


「こっちの台詞せりふだ」と、ターニャは五十六から離れる。


「さすがに許せません……！」


「じゃあ、やるか!?」


　五十六は思わず首を傾かしげる。──涼音は、どうしてターニャが忍びこんできたことに気づいたのだろうか？


　そんな疑問も、涼音とターニャが格かく闘とうを始めたので吹ふっ飛とんでしまった。先に仕し掛かけたのはターニャで、いきなりプロのキックボクサーのような右のハイキックを繰くり出したのだ。こんな見事なハイキック、五十六はテレビや映画でしか見たことがない。


　しかし涼音は左前ぜん腕わんでターニャの蹴けりをがっちりブロックした。ブロック直後に、涼音は右のローキックでターニャの左足を「刈かり」にいく。かわしきれずターニャは転てん倒とう。涼音は上から馬乗りになろうとする──。って、ちょっとレベル高すぎない？　高校生の女の子のケンカって感じじゃないよ。


　で、格闘戦が続いているわけだが、いったい自分はどうすべきなんだろう──五十六はベッドの上で頭を抱かかえてしまった。普ふ通つうのケンカなら警察に通報すればいい。そもそも一階にいるはずの五十六の父は警察官なのだ。ところが、どう説明する？　猫耳毛皮ビキニの日系アメリカ人少女と、ボンデージ姿のロシア人少女が、五十六を巡めぐって格闘戦を始めた！　話のリアリティとしてはギリギリセーフか？　いや、アウトアウト。アウトだ。これは。こんな妄もう想そうみたいな状じよう況きよう、誰だれかに話すのも恥はずかしい！


　倒されたターニャは、床ゆかの上をくるりと回って涼音の足にまとわりついた。下から足関節をとって、涼音を倒す。


「二人とも、凄すごく強いけど……部屋でケンカはやめてほしいなあ」


　五十六はぼやいた。その言葉で「はっ」と我に返る涼音とターニャ。寝ね技わざの攻こう防ぼうに移行していたが、「やってしまった！」という顔で互たがいに技を解き、立ち上がる。


「け、ケンカなんかしてないですよ……」と涼音。


「その通りだ」


「私が、泥どろ棒ぼうが入ってきたのと勘違いしちゃって」ここで涼音は驚おどろきの表情を作る。「あ！落ち着いてみれば同じ留学生のタチアナさんじゃないですか……！」


「ちょっと五十六に用があったんだが……二階の窓から忍びこむのはやりすぎだったな。すぐに帰る」


　と、ターニャはコートを再び身にまとい、入ってきた窓から外に出ていく。


「もう、夜遅おそいので、タチアナさんを途と中ちゆうまで送っていきます！」


　涼音は、五十六が明日の体育の授業のために用意していたジャージの上着を「借ります！」と手にとって、それを羽織ってタチアナを追いかける。


　部屋にぽつん、と取り残された五十六は、


「二階なのにポンポン飛び降りていくなあ……」


　半分驚き、半分呆あきれてひとりごちた。
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　五十六の家を出て駅方向に数分歩くと、銀行やオフィスビルが並んだちょっとしたビジネス街がある。規模は大したものではなく、夜中になるとほとんどひとけがなくなる。そんな森しん閑かんとしたビジネス街の裏道で、涼音とターニャは足を止めて、向かい合った。


「協定を破りましたね。私のテリトリーに入ってきた」


「『ヘマをしたら奪うばいにいくのもアリ』という条件だったろう。一つ屋根の下同居という好条件なのに、いつまでもちんたらしてるほうが悪い」


「……互いに、組織を背負った身です。だから、殺しはしません」


「珍めずらしく意見が一いつ致ちしたな。私も、お前を殺す気はない。問題にならない程度に、大使館の連中に手間をかけさせない程度に、お前を痛めつける」


　ＣＩＡのケース・オフィサーは──配属される部署にもよるが──陸軍特殊作戦軍コマンドＵＳＡＳＯＣの第１特殊作戦部隊デルタ分遣隊デルタフオースで訓練を受ける。当然、そこでありとあらゆる戦せん闘とう技術を習得する。射しや撃げきや暗殺術はもちろん、柔道、柔術、合気道、シラット、ボクシング、ムエタイといった格闘技の中から特に「実戦性」の高い技術を身につけたのだ。


　そして涼音は、相手──ターニャ──の技量を推測する。ＳＶＲの工作員は、スペツナズ・アルファという部隊で訓練を受けるはずだ。柔道、合気道、ムエタイを学ぶのはデルタと共通。アルファではさらに、コマンドサンボやロシア伝統格闘技もみっちり練習する。


「情報では、スイート・ニードルの母もＣＩＡの工作員らしいな」とターニャ。「暗号名は『ブラック・ウィッチ』」


　ブラック・ウィッチは涼音の母だ。現役時代、一番よく使っていた暗号名だ。


「こちらも少しはつかんでいますよ」と涼音。やられっぱなしでは面おも白しろくないし、心理的にプレッシャーをかけていく必要がある。


「ターニャの父親も工作員ですね。暗号名は『虎チーグル』」


「…………」ターニャは沈ちん黙もくした。それが肯こう定ていを示している。


　涼音は続けて言う。「……一九八九年、パナマ侵しん攻こうの直前、ＣＩＡはノリエガを消すために暗殺チームを送りこんだ。パパブッシュの尻しり拭ぬぐい『カットスロート作戦』──チームのリーダーは『ブラック・ウィッチ』。作戦はあと少しで成功というところで、当時ＫＧＢのエースだった『チーグル』に待ち伏ぶせをくらった……私の母は死にかけました」


「こちらにも言わせてもらおう」と、苦々しげにターニャ。「一九九三年、プリマコフのアフガニスタン極ごく秘ひ訪問。警備責任者は『チーグル』。ゲリラとの交こう渉しようの大おお詰づめで、『ブラック・ウィッチ』に妨ぼう害がいされた……この事件で父は名めい誉よを傷つけられ、出世の目も消えた」


　その話は母の口からも聞いたことがある、と涼音は思う。


　──この手の話は他にも山ほどある。それは、向こうも同じだろう。


「ようするに……」


　と、涼音は間合いを詰つめていく。


「ああ。因いん縁ねんの対決ということだな」


　と、ターニャは身を低くして反応する。


　東西対立。冷戦。ソ連崩ほう壊かい後の混乱。新世界秩ちつ序じよを巡る暗闘の数々──。確かに、涼音もターニャも組織を背負っている。しかし、こうして向かい合って戦う理由は個人的なものなのかもしれない。


　涼音は右の掌しよう底ていでターニャの顎あごを狙ねらう。ターニャはその手を払はらい落とし、左の肘ひじ打うちを返す。涼音はバックステップで回かい避ひ。すかさずローキック。ターニャはローキックを膝ひざでカット。蹴りを打った涼音のほうが痛みで顔を歪ゆがめる。──一瞬の攻防。技術的にはほぼ互ご角かくだ。
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　中ちゆう華か料理店の三階。中国、国家安全部のエージェントであるリー・イーチンは、タンクトップにホットパンツという楽なかっこうだ。風ふ呂ろから上がったばかりなので、髪かみの毛が少し濡ぬれている。イーチンはメガネの位置を正しつつ、紙パックの豆乳をストローで一口飲み、それからメインで使っているデスクトップのパソコンに向かう。


「……よし」


　と、一人でうなずくイーチン。サポートＡＩに任せていた信号スキャンが終しゆう了りようしていた。パソコンのモニタに、ＣＩＡ（涼音の仲間）とＳＶＲ（ターニャの仲間）がこの町に仕掛けたすべての盗とう聴ちよう器き、発信機、小型監かん視しカメラ、監視用携けい帯たい型ＴＡＣＣＳ（戦術指揮統制システム）の位置が表示されている。


　彼らのコンピュータに裏口から不正侵しん入にゆう──クラッキング──をかけていく。


　つまり、彼らが盗聴器や監視カメラで集めている情報を、イーチンが横取りするのだ。


　ストローでずびびー、と豆乳をさらに飲みつつ、キーボードに指を走らせる。風呂上がりで体が火ほ照てっていて、せっかくタオルで拭ふいたばかりなのに全身にうっすらと汗あせが滲にじみだす。その汗のせいで、平均をはるかに超こえる豊かなバストにタンクトップの薄うすい生き地じがぴったりはりつく。ちょっとだけ気持ち悪い。


「さてと、周囲の状況は、と……」


　船ふな橋ばし市内のあちこちに、ＣＩＡやＳＶＲの衛星通信携帯局装置や衛星通信可か搬はん局装置、低空レーダー装置が配備されている。彼らの通信は「鍵かぎ」と「アルゴリズム」を使った通常の暗号化の他に、高度な「デジタル署名」も施ほどこされている。機器と機器、施し設せつと施設とをつなぐデータリンクには、本体とは独立したデータ確保ユニットが用意され、暗号化が複雑になっている。


　──とはいえ、彼らが集めたデータは、どんなに高度暗号化されていても必ず隙がある。


　たとえば中国の国家安全部は、ホワイトハウス、アメリカ国防総省本庁舎、ＮＳＡ（国家安全保障局）、ＣＩＡ本部庁舎の三か所に合計二四〇の盗聴器と監視カメラを仕掛けている。数は少ないが、特殊なキーロガー（キーボードへの入力を遠くから記録する装置）や漏ろう洩えい電磁波傍ぼう受じゆ装置も投入している。


　イーチンの人にん間げん離ばなれした暗号解読能力が大前提ではあるものの、現場で集めたデータをアメリカ本国とやりとりした途と端たん、筒つつ抜ぬけになるという構造なのだ。


「……ん？」


　信号スキャンに、不ふ審しんな電波が引っかかっている。アメリカでもロシアでも日本でも、もちろん中国のものでもない。


「……もしかして、さらに別の組織が？」


　まだ、情報が少なくてよくわからない。他にやることがあるので、この電波について調べるのはちょっとだけ後回し。


　とりあえずイーチンはキャスリン涼音の監視用携帯型ＴＡＣＣＳに目をつけた。それは携帯電話に似た小型の装置で、工作員向けの連れん絡らく通信・ナヴィゲーションシステムである。


　クラッキング成功。イーチンは涼音の携帯型ＴＡＣＣＳを一時的に「乗っ取って」勝手に起動した。普ふ段だん、涼音が携帯型ＴＡＣＣＳをどこに収納しているのかは知らないが、常に身近に置いているのは間ま違ちがいないだろう。起動すればそれは周囲の音を拾うので、イーチンは簡単に音声を「盗む」ことができる。


　イーチンはパソコンにつながったヘッドホンをつけて、耳を澄すました。音量を調整し、今、涼音が何をしているのかを探さぐろうとする。耳に飛び込んできたのは、『はあ、はあ……』『うっ、くう……』という、少女たちの荒あらい息づかいだった。


「なんでしょう……この声？」


「どうしたの、イーチン」


　姉のシィリィが部屋に入ってきた。


「ちょっと盗聴の実験をしてたんですけど、変な音声ばっかりで……」


「どれどれ、ちょっと聞かせて」


「はい……」イーチンはヘッドホンの端たん子しを抜ぬいて、パソコンのスピーカーで音声を流した。涼音と、もう一人はターニャだろうか。ドスンバタンと体を動かす音がして、それから苦く悶もんとも気合いともつかない声がする。


『どうだッ……！』


『くぅ……』


『まだまだ、こんなものじゃあ……』


『きついけど、この程度なら……』


「これは……」と、シィリィは少し考えてから言う。


「もしかして、あの二人、なんかエロいことしてるんじゃね……？」


「ええ、なんでですか!?」


　イーチンは驚おどろいて、椅い子すに座った姿勢のままその場で飛び上がった。確かに、声の響ひびきから官能的な感じがしないでもない。


「理由は知らないけど……」とシィリィはなぜか楽しそうな顔だ。「少女スパイ同士が、ハニートラップの技術を競きそいたくなった……とか」


　ハニートラップとは、女性スパイの最も古典的な──それでいて現在も多用されている──テクニックの一つだ。簡単にいえば色いろ仕じ掛かけ。美び貌ぼうや肉体を使って相手を誘ゆう惑わくし、スキャンダルとして弱みをつかみ、あるいは性的な魅み力りよくで骨ほね抜ぬきにして、自分の操あやつり人形にしてしまう。そうやってから機密を聞き出したり、機密を盗ませたりするのだ。


「でも……どっちも女の子ですよ!?」とイーチン。


「世の中には色々なセクシャリティがあるんだから。プロの工作員なら、相手が異性だろうが同性だろうが関係ないって」


「そ、そうなんですかぁ……？」


「よし、こっちも特訓しよう」シィリィが力強く言った。甲こう子し園えん出場を目指すライバル校が練習を頑がん張ばっているから、うちの野球部もやらなきゃ！　といった感じで。


「特訓……って、ええっ!?」


「対たい抗こうしなきゃ！」


「えええ!?」


　シィリィは、タンクトップ越ごしにイーチンの胸を片手で揉もみ、反対側の手をホットパンツの内側に伸のばしていった。姉の手が、妹の敏びん感かんな部分に触ふれる。──手慣れた動きだ。イーチンは「びくびくっ！」と体を震ふるわせる。


　女の子同士なのに──しかも血のつながった姉し妹まいなのに──シィリィはイーチンを「狙っている」ふしがある。それも、わりと本気で。


「大だい丈じよう夫ぶ、お姉さんに任せて。ハアハア」


「ひあ……そこ、くすぐったいよう……お姉ちゃん……」


　すると、ドタドタという足音が響いて、部屋にシューシューさんが怒いかりの形相で飛び込んできた。この対日工作拠きよ点てんである中華料理店を経営する夫ふう婦ふ──という設定──の奥さんのほうだ。シューシューさんはシィリィの頭をぽかりと殴なぐる。


「イーチンの仕事を邪じや魔まして、何をやってんだい！」


　シューシューさんに怒ど鳴なられて、シィリィは顔色を青くする。


「どうして気づいたの!?」


「言っておくけど、こっちだってプロなんですからね！」





　騒さわがしい国家安全部のエージェントたち。しかしその間も、イーチンが発見した「不審な電波」は忙せわしくこの船橋市を飛び交かっていた。


『……こちらゴルフ１目的地に向かって移動中』


『ウェット・アフェアーズ・ユニット、配置完かん了りよう』


『アルファ１、アルファ２給油中。明日あした一三三〇時、房ぼう総そう半島沖おきにて爆装予定』


『ホテル１、船橋市内にて待機中』
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　──五十六は目を覚ました。朝になっている。


「あれ？」


　キャスリン涼音の帰りを待っているつもりだったのに、いつの間にか眠ねむっていたらしい。あのあとどうなったのかは気になるが、こっちにも授業があるから徹てつ夜やというわけにもいかなかった。とりあえず顔でも洗おう歯を磨みがこう、と一階の洗面所に向かう五十六。その途と中ちゆう、廊ろう下かでエプロン姿の涼音と出くわす。


「おはようございます、五十六」


「お、おはよう……」


「今日は、私が朝ご飯を用意させていただきます。カリカリのベーコンと新しん鮮せんなレタスでサンドイッチを作りますね」


「ああ、それは楽しみだけど……」


　涼音はＴシャツにミニスカート、そしてエプロンという服装だったので、二の腕うでと太ふと腿ももが露ろ出しゆつしていた。あちこちにうっすらとすり傷や打だ撲ぼく傷しようがあり、何か所かにはバンソウコウやガーゼがあててある。


　五十六は昨晩のことを思い出しながら言う。


「昨晩……きみはターニャを追いかけていって……」


　涼音はうなずき、


「はい。見送りました」


「ちょっとケガしてない？」


「転びました」そう即そく答とうした涼音は一点の曇くもりもない笑え顔がおだ。


「ううん……」


　五十六は腕を組んで首を傾かしげた。いまいち納なつ得とくできない。





　──怪あやしまれてるなあ、と涼音は内心舌を出す。


　ターニャと素す手でで戦った。超ちよう有名なスパイの娘むすめ同士、せっかく盛り上がっていたのに、周囲を監視している支し援えんチームの人間から「そんなことをやっている場合か！」とめちゃくちゃ怒おこられて、時間切れ引き分けとなった。


　途中でターニャはコートを脱ぬぎ捨て、涼音も少しでも動きやすくなるように五十六から借りたジャージの上着を脱いだ（ジャージはもちろん回収済みで、すでに何事もなかったかのように元の場所に戻もどしてある）。猫ねこ耳みみ毛皮ビキニの涼音とボンデージのターニャが戦って、関節のとりあいになって、最後はレスリングの試合みたいな状じよう況きようになっていた。マウントをとってもすぐ返されて、足関節を狙ねらってきたのをなんとか返して、腕ひしぎを極きめたと思ったら一いつ瞬しゆんで引っくり返されて──手て強ごわい相手だったな、と涼音は思う。


『……同世代の相手にこんなに手こずったのは初めてだ』


　とターニャも言っていた。涼音も同感だった。


　再戦したいところだが、気をつけなければいけない。五十六に正体がばれてしまったら元も子もないのだ。





　朝ご飯が終わって、五十六と涼音は一いつ緒しよに登校することになった。その通学路で、涼音は頰ほおを薄うすく朱しゆに染めてこんな提案をした。


「ねえ、五十六……せっかくですから、腕を組んでもらえませんか？」


「腕を？」当然、五十六は顔を真っ赤にして慌あわてふためく。「えっと、それはちょっと恥はずかしいというか……」


「そうですよね……」しゅん、と切なげにうつむく涼音。「私って恥ずかしいですよね……」


「いや、そうじゃなくて……」


「では、どういう意味なんですか？」


「ええと、ええと、うー……わかりました」五十六は観念した。女の子に恥はじをかかせるのは、男がなるべくやらないほうがいいことの一つだ。


　これが海外のハードボイルド小説なら、今までに（少なくとも）三回は僕と涼音さんの濃のう厚こうなベッド上のあれこれが描びよう写しやされているはずだ、と五十六は思う。


「……いいですよ。組みましょう」


「やった！　ありがとうございます！」


「じゃあ……」と、五十六が少しわきをあけると、そこに満面の笑みで涼音が腕をからませてきた。ただ腕を組むだけではなく、涼音は自分の胸をぐいぐい五十六の二の腕に押しつけていく。積極的過ぎる好意に「引き気味」だった五十六も、ここまで「押しこまれる」と理性の力が弱まってくる。


　あとは、なるべくクラスメイトに見られないことを祈いのるばかりだが──。


「すげえ！　まるで新しん婚こん夫婦だな！」


　すぐに三み木き多た可かと遭そう遇ぐうして、五十六は自分の祈りが神に届かなかったことを知った。そもそも五十六は祈るほど神様のことを敬っているだろうか？　宗教学的には、「祈る」ことと「願いがかなう・かなわない」ことと「神の実在・非実在」はそれぞれ独立した問題らしいのだが、それはまあ、今はどうでもいい。とにかく、三木多可に山ほどからかわれた。夫婦と言われてまんざらでもなさそうだった涼音の表情が、余計に五十六の気分を重くした。


　──これから、僕は涼音さんと本当にどうなっちゃうんだろう？


　ホームルームが終わって、騒がしい朝の教室だ。クラスメイトたちは宿題のノートを貸し借りしたり、校則では「持ち込み禁止」ということになっている携けい帯たいゲーム機やスマートフォンをカバンの底に隠かくしたりしている。五十六は朝からなんだかいきなり疲つかれてしまった。しかし現実は非情なので、回復する間もなく授業が始まる。


「ん？」教科書を用意しようとしていたら、五十六は机の引き出しの中に覚えのない封ふう筒とうが入っていることに気づいた。その封筒の表には、マジックで『飯いい田だ五十六へ。ひとけのない場所で開かい封ふうを』と書いてある。


「──はい？」


　それを見た瞬しゆん間かん、五十六の胸がざわついた。理由はわからないが、ひと目見ただけで「イタズラではない」と感じた。マジックの字は、意図的に個性を消して筆ひつ跡せきを変えている気配がする。しかし、五十六はこの字を書いた人間を知っているような気がする──。それほど大きな封筒ではなかったので、五十六はそれを丸めてブレザーの内ポケットに入れた。


　一時間目が始まる。


「すみません、ちょっとトイレにいってきてもいいですか？」


　五十六は手をあげて言った。授業が始まった直後なので、クラスメイトたちが驚いている。


「別にかまわんが……まったく」と、担任であり数学を教える辻つじ信のぶ孝たかは苦笑い。「朝くらい、ちゃんとすませておけよな」





　五十六は男子トイレの個室で封筒を開けた。封筒に書かれていた「ひとけのない場所」という指示を忠実に守ったのだ。中から出てきたのは、二〇枚近い写真だった。最初に目に入ったのは、学校の廊下で拳けん銃じゆうを突つきつけ合う涼音とターニャだ。


「なんだ、これ……」


　写真はどれも望遠での盗とう撮さつだ。カメラの構図や背景の距きよ離り感でわかる。拳銃をあたふたと構えようとしているイーチン。なんだか怪しげな雰ふん囲い気きの中年男と話しこんでいるターニャ。関節技わざをかけあっている涼音とターニャ──。


「…………」


　五十六は写真を封筒に戻した。


　もう一度、つぶやく。


「なんだ、これ？」





　　　　５




　トイレから戻っても五十六はほとんど授業のことが頭に入らなかった。もともと数学はそれほど得意ではないし、それどころではない。写真のことばかり考えている。考えなければいけないことが、山ほどある。


　まず最初に考えるのは、この写真を、誰だれがなんのために撮とって、誰がなんのために五十六の机に入れておいたかだ。一番怪しいのはクラスメイトだが、部外者でもこの学校に忍しのびこむのはそれほど難しいことではない。


　五十六にこの写真を見せたかった人物は、かなり前から涼音、ターニャ、イーチンの三人をマークしていたようだ。こういった決定的瞬間を撮るには、かなりの根気が必要になる。なかなか、個人でこれほど大量に（しかも画質やピントの正確さなど一定のクオリティを維い持じしつつ）隠し撮りできるものではない。──ということは、なんらかの「団体」が動いているのだろうか。


　この推測は「征四郎好みの陰いん謀ぼう論」では片付けられないものがある。写真を見る限り、彼女たちが構えていた拳銃は本物に見えた。五十六はエアガンやモデルガン、電動ガンなら何丁か持っているし結構使ったこともある。トイガンには、犯罪に使用できないように、いかにもそれっぽい「しるし」があちこちに刻まれているのだ。たとえばバレル、たとえば質感、たとえば刻印──写真だけでも、ある程度は見分けることができる。


「ちょっと、いいかな？　大事な話があるんだけど……」


「はい、もちろん！」


　休み時間、五十六は体育館の裏に涼音を呼び出した。ターニャやイーチンにも用はあるのだが、まずは一対一のほうが話しやすいだろうと判断したのだ。体育館裏は陽ひが当たらないのでちょっと冷えるが、静かでひとけもなく、恋こいの告白をするのに定番の場所とされていた。涼音もすっかりその気になっていて、五十六は心苦しく思う。


「こんな場所で……見つめ合うと、ドキドキしますね」


「……僕も、ドキドキしてるといえば、確かにそうです」


「なんの御ご用ようですか……私なら、なんでも……」


「拳銃、持ってます？」


「──え？」


　涼音の表情が凍いてついた。不意打ちをくらった表情だった。まさか、五十六にいきなり拳銃について質問されるとは夢にも思っていなかったのだろう。確かに五十六の勘かん働きはそれほど鋭するどいほうではないが、その表情でピンとこないほど愚おろかではない。


「隠し持ってるという話を聞きました。本物の銃を。スカートの下に」


「まさか！」と涼音が目を丸くする。


　五十六にはその反応が噓うそだとわかっている。心の中だけで「きついなあ……」とつぶやく。涼音の痴ち女じよっぷりにはかなり困っていた、恥ずかしいこともたくさんあった──それでも、彼女のどこからどこまでが演技だったのかと疑い出すと、なんともいえない寂さびしい気分になってくる。


「調べていいですか？」


「それは……」


「スカートの下ですもんね。調べにくい。今ならまだモデルガン、エアガンだっていう言い訳も使えますし……」


「…………」


「でも、こんな写真が」


　五十六は封筒を取り出し、数枚の写真を涼音に見せた。彼女が、太ふと腿ももに直接巻いたホルスターから銃を抜ぬいた決定的瞬間の写真もあった。


「！　これをどこで!?」


「僕にもよくわからない。どうなってるのか」


　涼音は自白したようなものだ、と五十六は思った。彼女が潔白の身なら、まず写真が加工された可能性を指し摘てきするはずだ。パソコンで専用のソフトを使えば簡単だ。──しかし、そうはならなかった。


　涼音の「これをどこで」という驚おどろきの言葉は、写真が本物であることの証明だ。


「写真のは実銃……ですよね？」


「…………」


　涼音はすっかり表情が暗くなり、口数も減っている。ごまかしや演技がもう通用しないとわかって、次にどうするべきか必死に考えているのかもしれない。


「拳銃かあ……ううん……警察に通報すべきかな？」


　五十六はそう言ってみたものの、本当にそうするつもりはなかった。


「……その必要はないと思います」涼音の声は沈しずんでいる。


「実は、僕もそう思ってるんです」五十六は苦い顔だ。「まず、涼音さんの立場がよくわからない。どういう理由で拳銃を携帯しているのか。もしかしたら──そんなことが本当にありえるかどうかはわからないんですが──日本政府に極秘に許可をもらっている可能性もある。そこがはっきりしないと、いたずらに事態をややこしくても意味がない。それに、僕の警察官の父も困ります。ホームステイで受け入れた留学生が銃器不法所持なんて。きっと、何か責任をとらされるだろうから」


「……五十六、これには理由があって……」


　涼音の言葉を遮さえぎるかのように、休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。


「放課後、じっくり話し合いたいんだけど、いいかな？」


　五十六は言った。授業をサボりたくないというよりは、少し時間を空けて、自分の気持ちや頭の中を整理したかった。涼音から少し離はなれたかった。彼女の顔が視界に入るだけで胸がちくちくと痛む。さんざん迫せまってきて、急にこんなことになるなんて、涼音は本当に本当に困った女の子だ。




　第八章　いつかザラザラする日







　　　　１




　──そして、放課後になる。


　昼休み、他の生徒に気づかれないようさりげなく涼すず音ねに告げる。「放課後に、みのり書しよ房ぼうで」


　彼女は重々しくうなずいて承しよう諾だくする。「……わかりました。ターニャさんも一いつ緒しよですね」





　今日、五い十そ六ろくは、みのり書房でバイトが入っている。イーチンと話をするのは後回しにして（今までイーチンとの接点は比ひ較かく的少なかったし）、まずは涼音とターニャ、この二人との間に何らかの答えを出しておきたい。


　書店員の坂さか田た征せい四し郎ろうに事情をほんのちょこっとだけ話して、話し合いの場所としてみのり書房の地下倉庫を使ってもいいことになった。「どういう事情かは知らないけど……」と征四郎。「高校生とはいえ、バイト二人が急に抜けると結構きつい。なるべく話し合いが無事に終わるよう祈いのってるよ」そう、五十六だけでなく、ターニャもここで働いているのだ。生き真ま面じ目めな五十六は時間を気にしていた。


　バイトの時間になる前に決着がつくといいのだけれど……。


　喫きつ茶さ店てんや学校を話し合いの場所に選ばなかったのは、五十六なりの用心だった。みのり書房なら、いざとなったら征四郎を助けに呼べる。


　征四郎は下手な警察官よりもずっと頼たよりになる。


　涼音とターニャが今日も実銃を携けい行こうしている可能性に関しては、五十六はあまり怖こわがってはいなかった。五十六に危害を加える気があるなら、二人にはいくらでもチャンスがあった。ということは、「五十六を傷つける以外の目的」に使うための銃ということになる。


　五十六、キャスリン涼音、タチアナ・オゴロドニコワ──三人とも高校の制服姿だ。倉庫には他に誰もいない。五十六はこういう状じよう況きようには慣れていないからやや困り顔だし、涼音とターニャは……。特に、涼音は今にも泣き出しそうな顔だ。それぞれ段ボール箱や安っぽいパイプ椅い子すに座っている。


「ごめんなさい、呼び出しちゃって……」


　五十六は、微び笑しようを浮うかべて言った。あまり重苦しい雰ふん囲い気きで話したくなかった。自分が傷つき、彼女たちと距きよ離りをとりたがっていると気づかれたくなかった。


　最初に、机の中に入っていた写真をターニャにも見せた。


「…………」


　沈ちん黙もく。ターニャは無言のまま、何かを考えているように見える。今までのような、自然な演技に入れていない。写真に戸と惑まどっているのだ。──五十六がどこまでつかんでいるのか。五十六に情報を漏もらしている人間は、何をどうしたいのか。ここから先は、下手に噓をつけば逆効果になる。


「実銃ですよね。わかります。問題は、二人が何者かっていうことなんです。ただものじゃないと思える瞬しゆん間かんは何度もあった。すみません。わざわざ正体を隠かくしていたわけで、言いにくいこととは思いますが……教えてもらえませんかね？」


　涼音とターニャは視線を交かわした。二人は「仲間」という感じではないが、利害が一いつ致ちしているような雰囲気だ。


「実は……」


　と、涼音が真しん剣けんに語りだす。しかし。
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「……静かに！」


　突とつ然ぜん、ターニャが鋭く遮さえぎった。五十六は目を白黒させる。涼音もすぐに何かに気づいて、スカートの下から拳けん銃じゆうを抜いた。ターニャも同じように構える。やっぱり銃は本物で、二人はもう隠す気もないらしい。


　涼音はなぜかポケットから携けい帯たい電話を取り出して液えき晶しようの画面をチェックした。五十六はそれを携帯電話だと思っていたが、実際は特とく殊しゆ任務用の携けい帯たい型ＴＡＣＣＳ（戦術指揮統制システム）だった。


「銃で武装しているらしい男が二人。店の中に侵しん入にゆうしてきたようです。どの組織に所属しているかは不明。友好的な態度には見えない、と」と涼音。急に緊きん迫ぱくしてきて五十六はどうすればいいかわからない。


「ＣＩＡ日本支局の支し援えんチームがこちらに急行していますが、間に合うかどうかわかりません。学校や自宅周辺の配置だったので……」


「ＣＩＡ!?　いま、ＣＩＡって言った!?」


　五十六は悲鳴に近い声をあげた。


「ＳＶＲは、日本国内での活動に制限がある。武装チームの派は遣けんには時間がかかる」


「ＳＶＲって!?　それってＫＧＢの親しん戚せきか何かなの!?」


「もしかしたら『ＷＡＴＦ』の連中かもしれませんね……その可能性が高い。状況が難しい。一度退ひいて、様子をみましょう」


　涼音が銃のスライドを引いて言う。「大だい丈じよう夫ぶ。私がなんとかします」


　すかさずターニャが言う。「涼音じゃない、私がやる」


「こんなところで張り合わなくていいから！」


　みのり書房は三階建て。


　地下一階が倉庫と駐ちゆう車しや場じようで、一階は小説や雑誌の売り場だ。


「駐車場から逃にげましょう」と涼音。


　五十六には反対する理由もない。──もしかしてこれは彼女たちの「仕込み」か？　と一瞬疑ったが、それにしては緊迫しすぎている。演技が迫はく真しんなだけかもしれないが、五十六の直感も危険が迫っていると告げている。ここは、彼女たちに素す直なおに従ったほうがよさそうだ。





　みのり書房の地下駐車場は、車が八台も入ればいっぱいいっぱいになってしまう。基本的には従業員の専用だ。リモコンで動かす車道に面したシャッターがあり、それとは別に普ふ通つうの出入り口が道路側と店側にあり、地下から地上へはやや角度が急なスロープになっている。五十六、涼音、ターニャの三人が店側の出入り口から駐車場に入ったところで、少女たちが足を止めて拳銃を構え直した。その理由は、五十六にもすぐにわかった。かなり荒あらっぽい足音が追いかけてきている。急激に接近してくる。涼音とターニャは、ここで迎むかえ撃うつつもりなのだ。


「五十六は危ないから、そこの車の陰かげに隠れていてください」


　女の子に「隠れていて」と言われるのは五十六としては納なつ得とくできなかったが、銃を持った人間に逆らうのは愚おろかだ。主導権は彼女たちにある。それに、どうやら彼女たちは「こういう事態」にかなり慣れているらしい。


　涼音とターニャは、店側の出入り口ドアの左右に立ち、自分たちの気配を殺した。ぴったりと壁かべに張りつき、腰こしの位置を低くして、正体不明の敵を待ちうける。五十六は深呼吸し、とにかく色々あきらめるしかないと思い、できる限り冷静に振ふる舞まおうと決める。


　──まだまだ余よ裕ゆうがある。僕は落ち着いているし、正しい判断もできている。


　出入り口のドアが開いた。スーツ姿の東洋人の男性が二人、姿を現す。そちらも安全装置を外してハンマーが起きあがった状態の軍用拳銃を両手で握にぎっている。トリガーに指はかけていないが、確かに「友好的」な感じではない。


　そんな男二人に、涼音とターニャが左右から襲おそいかかった。涼音は銃のグリップの部分で相手のこめかみを打ち、ひるんだところでみぞおちに鋭するどい膝ひざ蹴げりを突つき刺さす。引っくり返ったところに、とどめの蹴り。失神させる。


　ターニャは、相手の顔面にいきなりハイキックを打ちこんだ。そのまま体当たりのように相手に体重をかけながら、足を引っかけてひねって倒たおす。ターニャは軽く跳とんで空中で一回転し、勢いをつけてから相手の眉み間けんに肘ひじを落としていく。


　無む駄だのない動きだった。攻こう撃げきは、すべて急所を的確に打ち抜ぬいていた。二人の少女が、体格に勝まさる男二人をあっさり気絶させる光景を目まの当たりにして、五十六は思わずため息を漏らした。やばいなあ、と心の声でぼやく。──Ａ・Ｊ・クィネルやＪ・Ｃ・ポロックの小説みたいになってきたぞ。


「いきましょう、この二人は──」と、涼音は気絶させた東洋人の男二人を指さす。「あとから仲間が回収します」


　五十六たちが移動を再開した次の瞬間、車がシャッターを突き破やぶってきた。


　車は、装そう甲こう車しやみたいなトヨタのランドクルーザーだ。


　ランドクルーザーの窓は開いていて、中から銃身が外に向かってはみ出していた。その銃口が火を噴ふく。車の中から、サブマシンガンを撃ってくる。


　駐車場には最初、二台の車と一台の原付がとまっていた。車はミニバンとセダン。セダンはホンダのアコードで、征四郎の愛車だった。ミニバンは誰だれか、別の書店員のものだろう。


　五十六、涼音、ターニャはミニバンの陰に身を隠した。頭上を弾だん丸がんが通過する。五十六は銃声の大きさに驚おどろいている。こんなにもうるさいものなのか。


　こんなにも恐おそろしいものなのか。


　たちまちミニバンの窓ガラスが割れて、火花とともに車体にいくつも弾だん痕こんが空いて、タイヤが破は裂れつして甲かん高だかい破裂音を立てる。銃声、金属音、映画で聞くような「ヒュンヒュン」という音。


　五十六には、これが自分の人生の一場面とは信じられなかった。しかし、たとえ信じられなくても、受け入れるべきことだと理解はしている。こういうとき、映画だと、いつまでたっても状況を把は握あくできなくて悲鳴ばかりあげているのはたいてい脇わき役やくで、そういうのはほとんどエンドクレジットを待たずに退場してしまうのだ。


　自分の人生くらい、自分が主役でなければたまらない。そうであるように心がけなければいけない。


　流れ弾だまが何発か征四郎のアコードにも突き刺さる。それを見た五十六は「ああ、征四郎さんかわいそうに……」と思う。まだローンが残っていると以前話していた。ミニバンのほうは……もう仕方がない。持ち主には「よくあること」と割り切って諦あきらめてほしい。


　車から、サブマシンガン──五十六はその銃の名前を知っている。Ｈ＆ＫのＭＰ７だ。その電動ガンが日本でも発売されている──を構えた男たちが降りてくる。数は四人。東洋人が二人、白人が一人、中東系が一人。全員、まるでそれが規則であるかのようにサングラスをかけている。


　敵のほうが火力は圧あつ倒とう的に上で、五十六たちはミニバンの陰に釘くぎづけにされてしまった。動きがとれない。ランドクルーザーから降りてきた四人が素人しろうとでないのは、ド素人の五十六にだってわかる。


　どう状況を打開するべきか──。


「俺の車がー！」


　絶ぜつ叫きようとともに、打開案として颯さつ爽そうと現れたのはエプロン姿の征四郎だった。あれだけ銃声がすれば、聞こえないわけがなかった。そして次の瞬間、誰にも予想できないことが起きた。素す手での征四郎が、迷わずサブマシンガンの男たちに突っ込んでいったのだ。


「！」これには、襲しゆう撃げきしてきた四人はもちろん、五十六たちも口を開けて驚いた。


　征四郎は自分のアコードを跳び箱の要領で軽々と越こえて、サブマシンガンで武装した男の一人に強きよう烈れつな飛び蹴りを食らわせた。蹴られた男は吹ふき飛んで、自分たちが乗ってきたランドクルーザーにぶつかって引っくり返る。


　征四郎はまず見た目が普通ではない。筋骨隆りゆう々りゆうで丸まる坊ぼう主ずに近い茶ちや髪ぱつ。陰いん謀ぼう論と特殊作戦が大好き。格かく闘とう技ぎの道場にいくつも通い、海外の射しや撃げき場で銃を撃ちまくり、暇ひまさえあれば少しでも危険な土地を旅しているという彼の強さは、実戦でも通用することが今はっきりと証明された。


　──それにしても無茶するなあ！　坂田さん！


　さらに征四郎は、


「神聖な本屋で銃を撃つバカがおるか！」


　と怒ど鳴なりつつ、踏ふみ込みながらサイドキック。白人の大男の顔面に蹴りを入れる。サングラスが砕くだけ散り、男は空中で半回転して頭から床ゆかに落ちる。めちゃくちゃ痛そうな倒れ方だ。


　征四郎は明らかに銃口を向けられることに「慣れ」がある。彼が旅してきたという「危険な土地」で何があったのか──想像するだけで五十六の膝が震ふるえてきそうだ。


　とにかく、征四郎の動きは止まらない。ランドクルーザーの上を滑すべるように乗のり越えて、三人目の敵に飛びつく。飛びつくと同時に腕うでをつかんで、巻き込むように投げる。投げた先には、四人目の敵がいる。「！」仲間に押し潰つぶされて倒れる男。征四郎はこの好機を逃のがさず、投げた男と倒した男の頭部をサッカーボールのように蹴って確実に戦闘能力を奪うばっておく。


「あなたも工作員だったのか!?」とターニャ。


「工作員？　残念ながら違ちがう！　俺は書店員だ！」と征四郎。


「事情は後で説明します！」と涼音。「今はここから離はなれないといけないので……坂田さんも、他の店員さんと一いつ緒しよに避ひ難なんをしてください」


「本当にちゃんと説明しろよ！　面白そうだから！」笑っているんだか怒おこっているんだかよくわからない表情で征四郎が言った。「……色々と気になるが、とにかく従業員の避難は必要そうだ。警察にも通報しておく」


　警察、と聞いて一番表情が曇くもったのは五十六だった。──父さんに迷めい惑わくがかからなきゃいいんだけど、もう無理かなあ。
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　五十六たちはみのり書房の地下駐車場をあとにした。外は暗くなり始めている。


　涼音とターニャは小型拳銃を太ふと腿ももに巻いたホルスターに戻もどした。物ぶつ騒そうな凶きよう器きはスカートの下に隠かくされる。


「これで終わりとは思わないほうがいいでしょうね」涼音が言った。


「そうなの？」五十六にはよくわからない。


「はい。こちらには『組織』の後ろ盾だてがありますから。応おう援えんが来たら敵に勝ち目はない。敵の目的は間ま違ちがいなく五十六を拉ら致ちするか殺すこと。奇き襲しゆうで、短期決戦に持ち込むつもりでしょう。どこか安全な場所に移動しないと……」


　拉致するか殺すこと──涼音はさらっと言ったが、五十六は眉間に深いしわを寄せた。事情はよくわからないが自分に敵がいて、そいつらが自分の身み柄がらか命を狙ねらっているという事実ははっきり言ってあまり気持ちのいいものではない。というか、はっきり嫌いやな感じが胃にくる。吐はき気けがしてくる。


「安全な場所といっても……」ターニャは周囲を見回しつつ言う。「どこがある？」


「近くに小さな公園がありますけど……」と五十六。


　涼音とターニャは顔を見合わせて、同時にうなずき、同時に言う。


『それだ！』





　飲食店が集まった通りの裏に、五十六が言った小さな児童公園があった。マンションの工事現場と大型パチンコ店の駐ちゆう車しや場じように挟はさまれていて、児童公園とは名ばかりで子供の姿なんて一人も見かけない。長い間使われていないブランコや動物のスプリング遊具が、物もの寂さびしい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　公園の中央には、亀かめの甲こう羅らを模した大きなドーム形遊具があった。キャンプで使う中型テントくらいの大きさで、中は空くう洞どう。主にアルミニウムと強化プラスチックでできている。いくつか大きな穴が開いていて、そこから出入りしたり、中から外をのぞくことができる。


　五十六たちはその遊具の中に入った。確かに身を隠すことはできるし落ち着く場所ではあるが、はたから見れば子供向けの巨きよ大だいな亀の甲羅であり、そこに高校生の男女三人が集まっているというのは事情を知らない人間からすればなんとも間ま抜ぬけな光景かもしれない。


「もう、隠すのは無理そうなので正体を教えます」


　公園のドーム形遊具の中で身を寄せ合い、涼音が口を開いた。


「私はＣＩＡのケース・オフィサーです」


「そして……」とターニャ。「私はＳＶＲの非合法工作員イリーガルだ」


「ＳＶＲって……？」


「ロシア、対外情報庁のことだ。旧ＫＧＢの対国外情報収集部門」


「はあ」そういえば、海外の小説にそんな組織が出てきた記き憶おくがある。まさか自分の人生に関かかわってくるとは思っていなかったので、詳くわしい解説は斜ななめ読みしてしまったかもしれない。


「ホームステイというのは偽ぎ装そうであり、本当の目的はあなた──飯いい田だ五十六を監かん視しし、あなたの秘密を探さぐるのが目的でした」と涼音。


「つまり……やっぱり」五十六は嚙かみしめるように言う。「僕のことを騙だましていた？」


「……そうなります。本当にごめんなさい」


　涼音は心の底から謝っているように見える。だが、それが演技でないとなぜ言いきれる？


　彼女は任務のために五十六と親密になろうとした。


　──好意かと思っていた自分がバカみたいだ。


「ちなみに、同時に留学してきたリー・イーチンも、中国の工作員だ」


　と、ターニャが余計な追加攻撃を入れてくる。
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　──なんだか、ひどいな、みんな。


　五十六は、自分の心がザラザラする感じを少しだけ思い出した。


　昔──というか、一時期の五十六はもっとザラザラしていた。


　普ふ通つう、人間の心は薄うすい膜まくみたいなもので覆おおわれている。心が傷つくのを防ぐ、柔やわらかくて弾だん力りよくがある膜だ。


　ところがたまに、それが破れてしまうことがある。


　五十六の場合は、「前の父親」が切きっ掛かけだった。あの男が膜を破った。


　祖母の認知症しようが進行したのもあのころだった。


　あのころ、その時期というのは──「前の父親」が仕事をクビになってから離り婚こんが成立するまでのおよそ半年間だ。最初はただの性格の悪い父親で、そもそも子育てに興味が薄く、五十六や五い十す鈴ずへの影えい響きようも少なかったが、急なリストラで無職になり母を夜の店で働かせるようになって急激に状じよう況きようが悪化した。「前の父親」は弱い人間で、自分の境きよう遇ぐうへの不満を周囲への怒いかりや暴力でごまかそうとした。


　五十六は五十鈴のことを体をはって守って、しかし目の届かないところでやっぱり妹も「前の父親」によく殴なぐられていたと思う。母も祖母も妹も──よく女の人を殴る男だった。だからこそ五十六は、「僕は絶対に女性に対してひどいことをしない男でいよう」と誓ちかったのだ。


　最後は命の危険を感じた母親が近くの交番に駆かけ込んで、そこで「今の父親」と出会った。


　とにかく、あのころ五十六の心を守るものは何もなくて、むき出しだった。


　ザラザラしていた。


　妹と二人で、図書館で本ばかり読んでいた。家にいないことが大事だった。


　五十六は短気になり、いつも自分の不運を呪のろっていて、他人にも冷たかった。三み木き多た可かや花か蓮れんが心配してきても、上う手まく反応することができなかった。その状態はとても苦しくて、ごくたまに五十鈴さえ敵に見えてくることがあった。


　しかし、ある日ふと、そんな自分自身が嫌になってしまった。自分で自分を追い詰つめていると気づいてしまった。


　──すねていても何も始まらない。


　そう思ったのは、たぶん図書館で何かの本を読んだのが切っ掛けだったのだろう。不思議なことにその瞬しゆん間かんの記憶はぼんやりしていて、どんな本だったのかすっぽり抜ぬけ落ちている。


　五十六は、まず自分を変えていくことにした。


　最初は、かなりの無理をした。嫌なことがあっても微笑ほほえむ、困っている人を見たら助ける、集団作業では人が嫌がることを進んでやる、ちゃんと勉強をする、定期的に運動をする──やりたくないことばかりで、最初から一〇〇パーセント実現することはできなかったけれど、五十六も必死だった。


　無理をしてでも、「善き五十六」を実現すると、なぜか生きる苦しさが軽減されるのだ。


　無理も長く続ければ慣れていく。すべてが「五十六らしさ」として定着していく。


　そして五十六はなんとなく思った。生まれついて「自分らしさ」を持っている人というのは、実はあまりいないんじゃないだろうか。宝くじみたいな幸運で、凄すごい才能とセットで「自分らしさ」を最初からそなえている人もいるだろう。でも、少なくとも五十六はそうではなかった。五十六には何もなくて、放ほうっておけば自分で自分を苦しめ続けていたはずだ。


「自分らしさ」は、探したり、声高に主張するようなものではない。五十六の「自分らしさ」は、無理をして、努力して会え得とくしたものだ。


「生まれつきのもの」だけで勝負できる人間なんて、そう多くはないはずなのだ。


　五十六は「考え方が大人びている」と褒ほめられることが多かった。


　常時落ち着いていて、余よ裕ゆうがあり、近くでケンカがあったら仲裁役はまず間違いなく五十六が務めることになる。友人たちには「五十六はいつも穏おだやかに笑っていて、まるで徳の高い坊ぼうさんだ。たとえば日にち蓮れんのような男だぜ……」と言われる。そんな日蓮みたいな男は、一日二日でできあがったわけではない。粘ねん土どをこねるみたいに、巨大な彫ちよう刻こくを作りあげるみたいに、自分自身の心を守るために、長い時間をかけて作りあげていったものだ。





　孤こ独どくに潰されそうになるときがある。そういうときは、贅ぜい沢たくにも家族や花蓮や三木多可の存在を遠くに感じてしまうようになる。どうしようもないのだ。感じるときには感じてしまうのが孤独というものだ。


　だから五十六は、「自分らしさ」を作りあげていく過程で、自身の「限界」の目盛りを押し上げてきた。毎週日曜日復習することによって、経験値を蓄たくわえた状態を「セーブ」し、たくさんの本を読んで自分の心を整理するための「言葉」を覚えた。読書量が多いおかげで、いま自分がどんな状態なのか、比ひ較かく的正確に把は握あくできる。


　状況──涼音に噓うそをつかれていたことに、意外なほど傷ついている。


　対処──思い出す。祖母の世話をしていたときの涼音の表情を。彼女は色々と演技をしていたのかもしれないが、決して悪人ではない。悪意で五十六に近づいてきたのではないと信じてみることにする。


　──いけそう？　もう無理？


「たぶん、いけそう」


　五十六は自然と小声でそうつぶやいていた。近くの誰だれかではなく、自分自身の中にいる別の誰かに話しかけるみたいに。


　限界までの目盛りには、まだ余裕がある。


　多少噓をつかれるなんて大したことではない、と自分自身に言い聞かせる。


　自分が傷つくことは我が慢まんしよう。


　短気を起こして涼音や周囲の人たちを傷つけないことが大事だ。自分の傷は自分で癒いやすことができるが、他人の傷は自分がどんなに頑がん張ばっても癒せないことがある。他人を傷つけるということは、取り返しのつかないことだ。


　村上春樹が書く小説の主人公みたいに、正しい判断をしなければいけない。




　第九章　船橋から愛をこめて　from Funabashi with love
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　──児童公園の亀かめの甲こう羅らの中で話しこむ高校生の男女三人。


「さっき『僕を監視し、その秘密を探るのが目的』って言ったけどさ……」気を取り直して、五い十そ六ろくは訊たずねる。「僕の秘密ってなに？」


「それを、調べていたんです」と涼すず音ね。


「本当に僕に何かあるの？」


「本当に、なんの心当たりもないんですか？」


「矛む盾じゆんしてますよ。だって……」五十六は腕うでを組んで渋しぶい顔をする。「誰だれも、僕にどんな秘密があるのか知らない。それなのに、秘密があるのは間ま違ちがいないという。正体のわからない秘密のために、ＣＩＡやらＳＶＲやらが動くなんてありえるんですか？」


「ありえます」そう言った涼音の双そう眸ぼうには確信が満ちていた。「『フロンティア』の予言の結果なら」


「フロンティア？」


「アメリカが誇ほこる量子コンピュータです。その存在は極ごく秘ひですが、すでに一年間稼か働どうし、とてつもない実績をあげています」涼音は続ける。「量子コンピュータとは、その名前通り量子力学を応用した新世代のスーパーコンピュータです。量子ビットによって超ちよう並列処理を行い、普通のコンピュータだと計算に数十年かかるような問題でも、『フロンティア』なら一いつ瞬しゆんです。その能力の高さは、特にシミュレーションの分野で発揮されます。データさえ打ち込めば、どんなことでも内部に構築した仮想世界で再現する。あまりにもシミュレーションが完かん璧ぺきなので、『フロンティア』は未来予測の分野においても素す晴ばらしい的中率を叩たたきだします」


「その『フロンティア』が、僕に……飯いい田だ五十六に何か秘密があると計算した？」


「そうです。『世界の危機に関かかわる秘密だ』と。その情報が漏もれて、ロシアや中国も動きました」


「おかしいよ。そこまでわかっていて、僕の秘密の正体は予測できなかったの？」


「『フロンティア』の計算は高度すぎて、ノーベル賞クラスの数学者でもほとんど理解できないんです。『フロンティア』自体がほとんど偶ぐう然ぜんの産物で、制作者もすでに世を去っている。与あたえられる結果以外、あとは何もわからないというのが現状です」


「どういう計算をしているかはわからないが、その答えが正しいのはわかっている」


「はい」


「ひどい話だ……」


「気持ちはわかります……」同情を示す涼音。


「あいつら、きみたちの仲間じゃないの？」


「……あいつら、とは？」涼音がきょとんとした顔になった。ターニャのほうを見る。ターニャも「さあ？」といった感じで肩かたをすくめる。


「車で地下駐ちゆう車しや場じように突つっ込こんできた連中のこと」


「まさか！　違います。日本の市街地であんな強ごう引いんなやり方をするなんて、ＣＩＡではありえません」


「ＳＶＲもな」


　少し考えてから、涼音が言う。「……一番可能性が高いのは『ＷＡＴＦ』の傭よう兵へいでしょうか」


「それって？」


「特に悪質な武器商人の非合法結社──『世界兵器通商連合World arms trade federation』の略りやく称しようです」


「聞いたことないや……」


「当然です。『本物の秘密結社』ですから」と涼音。心なしか表情が硬かたくなっている。


「テロリストの語源は、ラテン語の『恐怖terror』です。『恐怖を使って自分たちの目的を達成しようとする』のがテロリストだと定義するのならば、彼らＷＡＴＦこそが世界最大のテロリストです」


　ターニャはうなずき、


「あいつらは、戦争が始まってからそこに武器を売りにいくんじゃない。武器を売るために戦争を起こす連中だ。戦争の邪じや魔まになる各国首脳の暗殺を企たくらみ、様々な手段で国民を困こん窮きゆうさせ内戦を誘ゆう導どうし、好戦的な独裁者を生みだそうとする。『市場』としてのうまみが出れば、いずれ日本もやつらの標的になるかもしれない」


「そいつらにとって、僕はそんなに邪魔なのかな？」


「『フロンティア』は、五十六が『世界の危機に関わる』と予言しました」と涼音。「どうやらそれは、五十六に『世界を滅ほろぼす力がある』という意味らしいんです」


「僕が!?　世界を滅ぼす!?」


「五十六が世界最強の兵器だとすれば、武器商人たちはお払はらい箱です」


　世界の危機、本物の秘密結社、武器販はん売ばい、戦争、暗殺──。あまりに急に話が大きくなってきて、思考回路がショートしそうになったので、五十六はあえて考えるのをやめた。あとで、もっと時間があるときに改めて整理することにする。


　そのとき、不意に「キュラキュラキュラ……」という不ふ吉きつな音が聞こえた。耳みみ障ざわりなキャタピラの走行音だ。


「……っ！」


　五十六たち三人は顔を見合わせる。





　児童公園に、鋼鉄のモンスターが侵しん入にゆうした。それは正確には軍用の遠えん隔かく操作ロボット車両兵器であり、名前は「グラディエーター」といった。アメリカの大学と海兵隊が共同開発したものを、ＷＡＴＦの兵器開発部門が密ひそかに入手し、独自の改良が加えてある。世界中のどんな兵器だろうと、それを販売・流通させる経路に食い込んでいるＷＡＴＦならば手に入れるのも運用するのもたやすいことだ。


　軍用ロボットは、二〇〇〇年にはすでに実戦投入されている。アニメや漫まん画がに登場するような二足歩行ロボットはまだ夢物語であり、現在主流は遠隔操作の車両型だ。


　グラディエーターは箱のような遊びのないデザインで、重装そう甲こう。軽自動車よりも一回り小さいくらいのサイズなのに、重さは一トン近い。煙えん幕まく弾だん発射器と、二丁の七・六二ミリ機き関かん銃じゆうを備えている。





　グラディエーターの赤外線カメラが、五十六たちの姿をとらえた。車両の上部にセットされた機関銃が発はつ砲ぽうを開始する。粉々に砕くだけ散るウマ、カバ、パンダといった可愛かわいらしいスプリング遊具。ドーム形遊具にも次々と大穴が開く。五十六はちょっとぼんやりしてしまう。──自分の死に方を何度か想像したことはあるが、「亀の甲羅みたいな公園の遊具の中でロボットにハチの巣にされる」というのは完全に想定外だ。


「くっ！」


　涼音とターニャが、ホルスターから拳銃を抜ぬいて遊具の中から撃うち返した。的確な連射で、全弾グラディエーターに命中する。──だが、いかんせん火力が足りない。二人の拳銃は携けい帯たい性・隠おん密みつ性重視で、小型すぎるのだ。金属音が響ひびいて、グラディエーターの装甲が火花を散らして──それで終わりだ。


　涼音もターニャも色を失っている。それを見て五十六は、逆に安心してしまった。二人が感情を失った機械ではなく、当たり前に怖こわがり、当たり前に青ざめることができる人間だとわかったからだ。それに、この襲しゆう撃げきでいよいよ「仕込み」の可能性もなくなった。問題は、生き残る可能性がとても低そうなことだ。弾丸の通過で鋭するどい音がして、耳たぶのあたりがビシバシ痺しびれる。着弾が、確実に近づいてくる。


　ところが──。


「！」


　いきなり、「グシャッ！」とグラディエーターの側面に大穴が開いた。砲弾が貫かん通つうしたのだ。とてつもない銃声が聞こえたのは、着弾の直後だった。五十六は呆ぼう然ぜんとした。


　──何が起きたのか？


　涼音とターニャは冷静だった。


　拳銃の弾倉を交こう換かんしながら、涼音は言った。「対物狙そ撃げき銃じゆうですね。超音速の弾丸を遠えん距きよ離りで撃ったものだから、銃声との間にズレがある」





　一キロ近く離はなれた雑居ビルの屋上に、巨きよ大だいなライフルを二脚きやくで設置した美しい少女狙撃手がいた。五十六たちのクラスの委員長──四し天てん王のう寺じ花か蓮れんだ。学校の制服姿で、屋上コンクリートに直接寝ねそべっている。風が強く、短いスカートがたまにめくれ上がって総レースの下着があらわになるが、どうせ誰にも見られていないのだから気にしない。


　彼女がたった今トリガーを引いたのは、アイバー・ジョンソン社のＡＭＡＣ‐５１００ロングレンジ・ライフル・システムという。一二・七ミリ口径の強力な弾丸を使用し、命中精度も悪くない。


　花蓮はボルトを引いて、レシーバー後方から抜きだした。工事に使うソケットレンチのような形状のボルトには、弾たまを撃ったあとの空から薬やつ莢きようがついている。花蓮は抜いたボルトを強く振ふって、空薬莢を下に落とした。「チャリン！」と乾かわいた金属音が響く。


　ＡＭＡＣ‐５１００のレシーバー側面には、予備の弾薬が並んだカートリッジ・ホルダーが装着されていた。花蓮は無む駄だのない手つきでボルトに新しい弾薬をセットし、レシーバーに戻もどして薬室に送りこむ。


　ライフルの狙撃用スコープは、五十六たちを襲おそうグラディエーターの姿をはっきりととらえていた。弾丸の重力による落下、風力による横への影えい響きようは、すでにミルドット（スコープの十字線に刻まれた目印）を使った計算によって修正済みだ。


「もういっぱつ！」


　花蓮はトリガーを引き絞しぼった。衝しよう撃げき波はが発生し、強風を浴びたように花蓮の髪かみが膨ふくらむ。二発目の狙撃も、見事グラディエーターの中心部に命中。グラディエーターは炎ほのおをあげて引っくり返り、そのまま二度と動き出すことはなかった。


「ごめんね、五十六くん……」


　罪つみ滅ほろぼしのつもりだった。五十六の机の中に盗とう撮さつ写真を入れたのは花蓮だ。上からの「指示」があったからとはいえ、あまり気持ちのいい作業ではなかった。


　花蓮は両親を事故で失った孤こ児じだ。そんな花蓮を養女として迎むかえ入れてくれたのが現在の母親であり、その女性は日本有数の諜ちよう報ほう機関──公安調査庁の幹部だった。国外情報収集や対テロ作戦を企き画かくする調査第二部の部長だという。花蓮はごく普ふ通つうの優等生として学校に通いつつ、休日は母から諜報や特とく殊しゆ作戦に関する訓練を受けてきた。


　そんな母から、


「ＣＩＡやＳＶＲ、中国や国際的なテロ組織まで飯田五十六を狙ねらっている」


　と聞かされたときは、口から心臓が飛び出しそうなほど花蓮は驚おどろいたものだ。


「ふう……」


　花蓮は立ち上がってため息をついた。


　五十六を失うわけにはいかない。彼は日本の外交的な切り札になりえる。


　それに──。


「個人的にも、失いたくないんだ……五十六くんを」


　切なくて、花蓮はつい独り言を漏らした。


「切り札でもない、世界の危機でもない、ただの飯田五十六くんを」





　表向き、日本とアメリカは同盟を組んでいるし、仲良くやっている。しかし、その水面下では対立や暗あん闘とうがある。アメリカとしては、日本を使って色々と達成したい野望がある。日本としては、アメリカにあまり好きなようにやられては困る。


　花蓮の母、そして公安や自衛隊の有志は、日本人の平和と国益を守るためならばどんな汚きたない手でも使う覚かく悟ごだ。


「お前を利用したい」


　と、母が花蓮に頭を下げてきた。留学してきたキャスリン涼音、タチアナ・オゴロドニコワ、リー・イーチンは各国諜報機関のエージェントであり、全員が飯田五十六を狙っている。日本政府、公安調査庁としてもなんとか「張り合って」いきたいところだが、目立つのはまずい。そのためには、偶然にもずっと昔から五十六と知り合いだった花蓮のポジションは監かん視し役としても護衛役としても理想的だ──。


「お前は、私の養女というだけで、工作員ではない。未成年の学生だ。だから、強制することはできない。だが、お前が手伝ってくれれば……」


　もちろん、花蓮は首を縦に振った。


「国益」のためではない。他人に、五十六の運命を任せたくなかった。


　──どんな結果になるとしても、見届けたい。
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　五十六、涼音、ターニャの三人はみんな同じ表情をしていた。目を丸くして、口をちょっとだけ開けているという、そんな驚きの表情だ。最初に「はっ」と我に返ったのは、ターニャだった。「もしかして……援えん軍ぐんの狙撃か？」


　その発言を切きっ掛かけにして、五十六と涼音も思考停止状態から回復した。


　涼音とターニャはそれぞれ自分の携帯型ＴＡＣＣＳを取り出し、最新の状じよう況きようをチェックした。二人の少女はやり手のビジネスマンのように、携けい帯たい端たん末まつのパネルをタップし、スワイプし、ピンチインしている。二人は忙いそがしそうだが、五十六には特にやることがない。


「…………」仕方なく、五十六は普通に自分の携帯を開いてメールをチェックする。スパムメールを一件だけ受信していた。『当方、男に飢うえた二三歳の若妻です。会ってすぐにホテルに直行してくれるような男性を探しています。一回会うたびに、あなたに報ほう酬しゆうとして五〇万円払う用意があります。興味がある方は下のアドレスをクリックしてください』


　男に飢えた若妻って凄すごい表現だな、と五十六は思う。二三歳と書いてあるんだから、若妻という単語は余計でしょう、と添てん削さくしたくなる。こういうスパムメールを真に受ける人って世の中のどこかに本当にいるんだろうか。五十六はさっさとスパムメールを消去する。


「……ＣＩＡ支援チームの狙撃ではないようです」


　涼音が言った。


　五十六は自分の携帯を閉じて片付ける。


「ＳＶＲでもない。どうやら、まだ私たちが知らない『味方』がいるようだな」とターニャ。


　激しい車の走行音が聞こえたので、五十六は反射的に「びくっ」と震ふるえてしまった。公園に凄すさまじい勢いでトヨタのＳＵＶ──車種はハリアー──が走ってきて、五十六たちが身を隠かくしている遊具の目の前に急ブレーキをかけて停車したのだ。


「大だい丈じよう夫ぶ、ＣＩＡの支援車両です」と涼音。


　それを聞いて五十六は、腰こしが抜けそうになるほど安心してしまった。


「私も同乗していいか？」とターニャ。


「ええ」涼音はうなずく。「でも、一つ貸しですからね」


「……ふん」


　五十六たち三人は、ＣＩＡの支援車両だというＳＵＶの後部座席に乗り込んだ。後部のリクライニング・シートはすべて倒たおされていてかなり広いスペースが用意されていたので、三人が入ってもまだまだ余よ裕ゆうがある。


　ハリアーの運転席に男性が、助手席には女性が座っている。どちらも日本人で、三〇歳は過ぎているだろう。ベテランのプロフェッショナル特有の、表情に乏とぼしい顔つきだ。ＣＩＡと聞いて、てっきりアメリカ人が運転しているものだと思っていた五十六は、意表をつかれた形だ。


「ＣＩＡ日本支局の阿あ部べです」と運転席の男性。


「敷しき島しまです」と助手席の女性。


　阿部も敷島も、負い紐スリングを使ってコンパクトなアサルトライフルを装備していた。厳しい訓練を潜くぐり抜けてきたのだろう。構えていなくても、道具を「使いなれている」雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


「そこの武器ケースを使ってください」と敷島が後部座席の隅すみを指さす。そこに、大型の楽器を収納するのにも使えそうな黒いケースが二つ積んである。涼音がケースを開いていくと、中に入っていたのはアサルトライフルと軽けい機き関かん銃じゆうだった。


　ターニャは涼音に向かって手を伸のばし、


「私にも寄こせ」


「……よその子ＳＶＲのくせに図ずう々ずうしい……」


　そう言いつつも、涼音は軽機関銃のほうをターニャに渡わたした。


　涼音はアサルトライフルを手にとって、マガジンをさしこんだ。そのライフルはＦＮ・Ｆ２０００という。ブルパップ式で、マガジンには小口径高速ライフル弾が三〇発。ＳＦ映画に登場しそうな、銃口からドバドバとレーザーが出ても違い和わ感のない、未来的なデザイン。スリングで肩かたからＦＮ・Ｆ２０００をさげて、レバーを引いて薬室に初しよ弾だんを装そう塡てんする。


　ターニャのライトマシンガンは、ＩＭＩのネゲフ。いかにも軽機関銃らしい厳いかつい外見。レシーバーの下に、一〇〇発以上の弾丸が詰つまった弾薬ケースがついている。弾倉を交換しなくても、長時間の射撃が可能だ。


　五十六は、僕にも銃を貸してくれないかなあとちょっとだけ思った。日本のエアガンや電動ガンは精せい巧こうなので、実銃と使い方がかなり共通している。ということは、五十六にもある程度は扱あつかえるかもしれない。実際には……実銃をいきなり渡されても「相手」に向かって撃うてるかどうかが問題なわけだが。


「気になったんで、質問していいですか？」


　五十六は手を挙げた。涼音とターニャが「はい」とうなずいたので、五十六は続ける。


「『フロンティア』とやらの予言によれば、僕は『世界を滅ほろぼす』かもしれないんですよね？　そんなに危険なのに、どうしてＣＩＡやＳＶＲが守ってくれるんですか？」


「『フロンティア』の予言には続きがあるんです」涼音が答える。「『彼は世界を滅ぼすかもしれない。だが、理り不ふ尽じんな悪意が襲いかかってくるのを防ぐことができれば、彼は世界に素す晴ばらしいものをもたらすかもしれない』──と」


「…………」


　五十六はもう何も言えなくなった。──世界を滅ぼすのも世界に素晴らしいものをもたらすのも、どちらにしてもハードルが高すぎる！　そんな役割を背負うことができるのは、かわぐちかいじの『沈ちん黙もくの艦かん隊たい』の主人公、海かい江え田だ四し郎ろうくらいなものだ。


　どう考えても、五十六にそんなことができるわけがない。


「この車はどこに向かっているんですか？」


　涼音が運転席に向かって訊たずねた。


「一番近くの隠れ家セーフハウスに避ひ難なんして──」


　と、運転手が答え終わる前に、とてつもない衝しよう撃げきがあった。





　何が起きたのかまったくわからないうちに、爆ばく発はつ音おんで鼓こ膜まくが破れそうになって、車内で天地が逆転した。物もの凄すごく嫌いやな無重力感が一いつ瞬しゆんあった。体のあちこちを強したたかに打ったが、何でどこを打ったのかもよくわからなかった。もう一度、衝撃。今度は落下感。叩たたきつけられたような感じ。「ぐわんぐわん」と視界が揺ゆれている。車が逆さまになったまま落ちたので、後頭部を天てん井じようで強打してしまった。激痛だったが、気絶はしなかった。


　──何があった？


　走行中の車が、ミサイルか手しゆ榴りゆう弾だんか爆弾か何かで攻こう撃げきされたのだ。そして、吹ふっ飛とんだ。メンコみたいに引っくり返った。死んだかと思ったが、体中が痛い。頑がん丈じような車で助かった。ＣＩＡの車らしく、目立たないように防弾処理が施ほどこされていたのかもしれない。


　アクション映画では見たことがある。でも、実際、自分が車内にいたらこんな感じなのか、と五十六は不思議な気分を味わう。


　涼音とターニャも天井で頭を打っていた。運転席と助手席の二人は、シートベルトをしていたので逆さになったままだ。


「対戦車ミサイルだな……！」


　忌いま々いましげにそうつぶやいて、ターニャは後部のドアを思い切り蹴けった。さっきの爆発ですでにあちこちガタがきていたので、ドアは簡単に車体から外れて滑すべっていった。


「全員、無事か？」


「なんとか」と涼音。


「僕も」


　運転席と助手席の二人も無事だった。ターニャが蹴り飛ばした場所から、五十六たちは外に出る。阿部と敷島は、シートベルトを外すのに手間取っている。車体が歪ゆがんで、体の一部が挟はさまれているらしい。


　五十六は道路に出て立ちあがった。


「うっわ……」


　一〇メートルほど離はなれた場所に、明らかに何かの爆発跡あとである大穴が開いていた。爆発跡では様々な破は片へんがくすぶっている。船橋駅近く、繁はん華か街がいの四車線道路に生じた衝撃と違和感。世界が一変してしまったように感じる。


　頭上で爆音が轟とどろいた。


　ありえないほどの低空を、小型の飛行機が飛ひ翔しようしている。
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　五十六たちが乗ったＣＩＡの車を攻撃したのは、二機のＭＱ‐９「リーパー」だった。


　翼つばさを生やした白い悪あく魔まのようなＵＡＶ──無人飛行機だ。地上から遠えん隔かく操作される。


　最高速度は時速五〇〇キロ近く、巡じゆん航こう速度はおよそ時速三〇〇キロ。二機はそれぞれ、四発のヘルファイア対戦車ミサイル（一機はそのうちの一発をさっき使った）を装備している。ジェネラル・アトミックス航空工学システムズ社が米軍向けに開発した機体だが、やはり武器商人のテログループ──ＷＡＴＦが公おおやけにできないルートで入手し、非合法な活動に投入していた。


　リーパーのカメラが、標的──飯田五十六を捕ほ捉そくした。コンピュータが自動的に、ミサイル発射のために必要なデータを火器管制装置に入力。照準用レーザーを照射し、二発目のヘルファイア対戦車ミサイルを撃った。





　至近距きよ離りで二度目の爆発があった。今度は車に乗っていなかったので、五十六たちは強きよう烈れつな爆風を浴びた。肺が焼かれるような熱さと、すべての皮ひ膚ふがはがされて全身の骨が粉々になりそうな衝撃波。三人は倒れて道路の上を転がる。こんな状況で唯ゆい一いつの救いは、ありえない事態の連続で五十六の恐きよう怖ふ心しんが麻ま痺ひしていることだった。おかげで、比ひ較かく的冷静に周囲を見み渡わたすことができる。


　五十六は自分の体を確かめた。今の爆発で、身体のどこかをもっていかれてたらやだなあ、と思いつつ。幸運なことに、大きなけがはなかった。無数の擦すり傷きず、軽い打だ撲ぼく傷しよう。どれも気合いを入れれば無視できる程度だ。


　ターニャのほうを見た。彼女もすでに立ちあがって、肩からさげたネゲフ軽機関銃を点検している。大丈夫そうだ。


　問題は、涼音だった。彼女を見て、


「あ……」五十六は思わず戸と惑まどいの声を漏もらした。


　涼音は、爆風で倒れた信号機の下した敷じきになっていた。信号機は、ちょうど彼女の両足のあたりを押さえつけている。信号機の重さは二〇〇キロを超こえているので、そう簡単には動かせない。仮に足を抜ぬくことができたとしても、涼音の苦しそうな表情を見ると、どちらかの骨が折れている可能性がかなり高い。


　小型戦せん闘とう機きは一度高速で五十六たちの上を通過したが、旋せん回かいして再び五十六たちを攻撃しようとしている。


　五十六は必死に頭を働かせるが、何も思いつかない。五十六が思いつくくらいなら、プロの工作員であるターニャがどうにかしていただろう。──今度こそ、もう終わりか。


　そのとき、五十六はポケットに振しん動どうを感じた。マナーモードに設定していた自分の携けい帯たい電話だ。あまりにもタイミングの悪い着信に驚おどろきつつも、なんとなく五十六はその電話に出た。他に、何もやることが思いつかなかったのだ。


「はい。飯田五十六です」


『すみません、リー・イーチンです』


「ああ、きみか。中国の工作員なんだって？」


『ええと、その話はあとでまた！　今、無人戦闘機に襲おそわれてますよね!?』


「そうだけど……なんで知ってるの？　あと、僕の携帯番号教えたっけ？」


『色々あるんですよ。とにかく、戦闘機は私がなんとかしますね』


「なんとかって……」


　一秒もしないうちに、イーチンの言葉は現実となった。二機のＵＡＶリーパーが、突とつ如じよ変調をきたした。ミサイルは撃たずに、震ふるえるように翼を揺らし始めて、五十六たちを狙ねらうコースから外れていく。二機のリーパーは急激に接近し──空中で激げき突とつ。同時に火の球となって空中で分解する。





「間に合った……」


　イーチンは、自分の部屋のパソコンの前で安あん堵どのため息をついた。両手を使える状態で五十六と電話で話したかったので、マイクつきのヘッドセットを装着している。


『……戦闘機が自じ滅めつした。今の、イーチンさんがやったんですか？』


　と、電話口で五十六が訊ねてきた。


「そ、そういうことになります」


　電子的にＣＩＡやＳＶＲの動向を探さぐっていたイーチンは、その途と中ちゆうで所属不明の怪あやしい電波を発見した。その正体をつかむのに時間がかかってしまい、結局五十六たちが乗った車がミサイル攻撃されるまでＵＡＶの無線操縦電波だと見み抜ぬけなかった。


　ＵＡＶ──リーパーは無線で遠隔操縦する。そのコントロールは、地上管制ステーションで行う。そこに、遠隔操作パイロットとセンサー・オペレーターがいるのだ。ＷＡＴＦのテロリストは、リーパーをライン・オブ・サイト──無線通信的に見通しの利きく状態──で直接電波によって操あやつっていた。


　イーチンは、ＵＡＶ地上管制ステーションのＤＥＭＰＣ（データ収集・ミッション計画・コミュニケーション）ターミナル・コンピュータにクラッキングをかけ、まんまと侵しん入にゆう。そこからリーパーにフェイクのデジタル情報を与あたえて、空中で接せつ触しよくさせたのだ。


　涼音とターニャにずいぶんリードされていたが、これでだいぶ挽ばん回かいできたかも！　とイーチンは一安心だった。ずっと盗とう聴ちようしていたから、正体がバレたのももうわかっている。ゲームにたとえるなら、リセットボタンが押された状態だ。中国政府は飯田五十六を諦あきらめない。勝負はこれからだ。
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「イーチンさんがやってくれた……そうです」五十六は言った。念のために、携帯電話の通話はつないだままだ。


「……イーチンが？」とターニャが声に出して驚く。


　どうやら彼女は、かなり甘く見られていたようだ。


　──確かに、あんなドジッ娘こじゃあな。


「これで……敵の奇き襲しゆうは全部しのいだのかな？」そう言いながら、五十六は涼音を押さえつけている信号機を持ち上げようとした。──重い！　今までの人生で、ここまで重いものを動かさないといけなくなったのは初めてかもしれない。ターニャも手伝ってくれて、なんとか隙すき間まを作ることができて、涼音が「アウチouch！」と小さく悲鳴をあげながら自分の足を引き抜いた。潰つぶされていた場所が赤黒く腫はれている。やっぱり、涼音は左足を骨折しているみたいだ。右足も、折れてはいないがかなり痛めている。とても歩けそうにない。救急車かパトカーかＣＩＡの車両が来たら、病院まで運んでもらうのが一番だろう。


「下手に動かさないほうがよさそうですね……」


「ごめんなさい……私が足を引っ張るなんて……」


「気にしないでください。敵が無茶すぎるんです」


　そういえば、ＣＩＡ日本支局のエージェント──阿部と敷島はどうなったろうか？　気になって五十六は周囲を見回した。彼らは、疲つかれ切った顔で路上に直接体を横たえていた。二人とも、命に別条はなさそうだ。シートベルトを切断して車の外に出たところで、二発目の爆風を浴びてしまったらしい。体のあちこちを負傷していて、あっちにも病院が必要だろう。


「車で突つっ込こんできて、ロボットに、無人戦闘機まで出てきた」五十六は言う。「敵がどんな凶きよう悪あくなテロ組織だろうと、これ以上の大物を平和な日本に持ち込めるわけが……」


　そんな五十六の言葉を否定するかのように、バタバタとヘリのローター音が響ひびいた。





　そのヘリは、今回の奇襲作戦のためにＷＡＴＦが用意した最後の兵器だ。


　それはロシア軍の攻こう撃げきヘリ、カモフ社製Ｋａ50‐ブラックシャーク（ＮＡＴＯコードネーム「ホーカム」）だった。日本には「大型工業機械」として、分解された状態でコンテナ輸送されてきた。機動性の高い二重反転ローター。主武装は三〇ミリ機き関かん砲ほう、ビハール対戦車ミサイル、ロケット弾だん連装ポッド。


　攻撃ヘリには珍めずらしい単座（一人乗り）であり、脱だつ出しゆつ用にパラシュートつき射出座席が採用されている。操縦も攻撃も手順の自動化が進んでいるので、単座でも戦闘行動への影えい響きようは最低限に抑おさえられている。





「イーチンさん、見えてます？」


　五十六はさっきからつなぎっぱなしの携帯電話でイーチンに話しかけた。


『は、はい！　街のあちこちにあるカメラで攻撃ヘリ「ブラックシャーク」を確かく認にんしました』


「あのヘリ、どうにかなりません？」


『今、全力でやってますけど……』イーチンは弱々しい声で言う。『あのヘリは無人じゃありません！　こっちに情報を与えないように、後方との通信やデータのやり取りを最低限に留とどめています。クラッキングするのが最も厄やつ介かいなタイプで……』


「そうですか……」


　五十六はため息をつき、携帯を閉じてポケットに入れた。


「逃にげてください！」と歩けない涼音が叫さけんで、


「逃げるんだ！」とターニャが五十六の肩かたをつかんだ。


「嫌いやです」五十六はきっぱり言って、ターニャの手を振ふり払はらった。「今までのやりかたを見る限り、敵はかなり荒あらっぽい。僕だけでなく、僕を守ろうとする人間をすべて排はい除じよするつもりだ。女の子を放ほうっておいて逃げるくらいなら、死んだほうがいい」


「……ッ！」ターニャの表情が、目を微かすかに丸くしたまま、凍こおったように固まった。


「私は……」涼音はもう泣いていた。ボロボロと、宝石のような涙るい滴てきが両目からこぼれ落ちている。「……あなたに、噓うそをついていたのに？　親密になって利用するために。国益のため、好意のあるふりをして……」


「まあそりゃ、ショックを受けたのは受けましたけど……」五十六は無理をして微び笑しようしてみせる。本当は結構傷ついているし、怖こわいし逃げ出したいしで散々なのだが。


「悪意で騙だましにきたわけじゃなさそうだから。そっちにも都合があるんですよね？　じゃあ、仕方ないです。僕を傷つけたぶん、たぶんあなたたちも傷ついた。それでおあいこでいいんじゃないですか？」


「ご、ごめんなざい……！」


　涼音は子供のように泣きじゃくる。つられて、ターニャも涙なみだ目めになっている。


「……祖母が、認知症しようが進む前によく言っていたんです」五十六は言う。自分自身にも言い聞かせるつもりで。「『自分に厳しく、他人に優やさしく』って」


　ブラックシャークは、五十六たちの斜ななめ上空二〇〇メートルほどの位置でホバリング。理想の射撃位置についた。右胴どう体たい側面の機関砲が、ゆっくりと動いて三人に狙いをつける。





　同じころ、花蓮はもちろんブラックシャーク攻撃ヘリのことに気づいていて、対物スナイパーライフルで援えん護ご射撃しようとする。しかし、ヘリがあまりにも低く飛んでいるので、建物が邪じや魔まになってしまうのだ。五十六たちの姿は見えるのに、敵だけが見えない。射線が確保できない。花蓮は悲痛な表情で「五十六くん……！」とうめく。





　ホバリングするブラックシャークの機関砲が咆ほう哮こうをあげた。三〇ミリ機関砲の弾たまは巨きよ大だいで、一発一発が小さな爆ばく弾だんのようなものだ。人体に命中すれば、即そく座ざに大量の肉にく片へんとなって散らばる。身を隠かくす場所はない。数秒以内に助けがくることもなさそうだ。絶望感──恐怖terrorも限度を超えると麻ま痺ひに近くなる。


　五十六は走馬灯を見るかと思って瞼まぶたを閉じた。


　走馬灯──死ぬときに思い出す自分の人生──それは、映画の予告編みたいだという噂うわさを聞いたことがある。短編映画じゃなくて予告編だというのが奇き妙みようだ。五十六は脳内麻ま薬やくの分ぶん泌ぴつを感じつつ走馬灯の開始を待つが、頭の中は真っ暗なままだ。まだ上映まで時間があるらしい。


　コンクリートに大穴が開き、たまたま砲弾を浴びた無人の乗用車が盛せい大だいに爆発する。着弾が、急速に五十六たちに近づいてくる。五十六は涼音をかばうように覆おおいかぶさる。ターニャはそんな五十六にぴったりと抱だきつく。


　女の子たちの体温を感じて、五十六は心の底から「死んでほしくない」と思った。自分は死んでもいいが、せめて二人だけは助けてほしい。それなのに、相手はどう見ても非情そのものでやり方にも容よう赦しやがなくて、こんな、ひどい──。


　三人は破片と衝しよう撃げきに包まれて──。


「……えっ？」


　いつの間にか、近くに建っていたホテルの屋上にいた。
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　狙そ撃げき用のスコープから、五十六たちの姿がかき消えた。驚おどろいた花蓮はより視界が広い偵てい察さつ用の双そう眼がん鏡きようを手にとってのぞきこみ、彼らの姿を探す。──まさか、機関砲の連射で粉々になってしまったとか？　いや、それは違ちがう。確かに彼らは着弾より先に姿を消した。


　それから数十秒で、花蓮は五十六たちを見つけた。


　──なぜか、近くのホテルの屋上に移動している！


「──あっ！」


　それを見た瞬しゆん間かん、花蓮はＣＩＡやＳＶＲが追いかけていた「五十六の秘密」がなんなのかを悟さとった。思い出す。三み木き多た可かが溺おぼれたときのことを。雨で増水した流れの速い川に、どうして一いつ切さい泳げないはずの五十六が飛びこんで三木多可を助けることができたのか。


　──「泳いだ」のではない、五十六は「移動」しただけだ。





　五十六も、涼音も、ターニャも──事態を把は握あくするまでに時間がかかった。


　最初に冷静さを取り戻もどしたのは、涼音だった。折れた足は相変わらず痛む。自分が走ったりジャンプできるわけがないし、そもそも普ふ通つうの人間には一秒以下の時間で一〇階建てビルの屋上にたどり着くことなんて不可能だ。空間を飛び越こえて瞬間移動した。そうとしか考えられない。では、それを行ったのは誰だれか？　飯田五十六しかありえない。五十六が、涼音とターニャをここまで連れてきてくれた。


　彼は言っていた。


『そうだなあ……他の人に比べて、迷子になりやすいかも』


『たまに、信じられない道の迷い方をするんですよ』


『駅前のデパートで両親とはぐれて、発見されたのが隣となり町まちとか。中学校の修学旅行でも、迷子になって……京都で姿を消して、結局現地の警察に引いん率そつの先生が通報して、僕はなぜか琵び琶わ湖この近くで保護されました』


　ただの方向音おん痴ちではなかった。


『僕は眠ねむったまんま歩けるんです』


『だから、完全に眠っているのに、いつの間にか家の外にいたりするんです。自分にはまったく記き憶おくがないんですよ。パジャマのまんま、眼が覚めたらそこは商店街とか。一度、学校の教室にいたこともあります。警備員さんもずぼらですよね』


　夢遊病でも、なかった。


　テレポーテーション。その力を上う手まく応用することができれば、その価値は計り知れない。交通、物的流通、物理学──ありとあらゆる分野で人類史上最大の革命が起きる可能性が高い。さらに、五十六の存在が世界に公表されれば、常識が変わってしまう。似たような人間が他にもいるかもしれない、という話にもなる。


　やはり「フロンティア」の予言は正しかった。五十六には世界を滅ほろぼす可能性と、世界をいい方向に変える可能性が同時に存在している。
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　五十六は思い出した。自分が瞬間移動を使ったのは、これが初めてではない。何度もこの力を使ったことがある。──だが、なぜ今まですっかり忘れていたのだろうか？　ずっとなくしていたパズルのピースを見つけた気分だ。練習する必要はない。五十六は自分の力の使い方を知っている。


　思い出して、五十六の心は奇妙に落ち着いてきた。なんとかなる、という気持ちが強くなってきたのだ。数百メートル離はなれた場所を飛ぶ敵のヘリ──ブラックシャークだっけ──は、五十六たちの姿を完全に見失っている。──このチャンスを逃のがしたらどうなるだろう？　相手は、市街地で対戦車ミサイルを撃うつことをためらわない連中だ。パトカーがきたら、さらに被ひ害がいが広がるかもしれない。自衛隊だって、簡単に所属不明の攻撃ヘリと市街戦をやるわけにはいかなくて、色々と会議や関係各機関との調整に時間がかかるはずだ。五十六のために、巻き添ぞえで誰か一人でも死んだら耐たえられない。


「……あいつと戦ってきますね」


　五十六は疲れた顔で、しかし力強く言った。他人と一いつ緒しよの瞬間移動は、どうやら体力の消しよう耗もうが激しいらしい。あまり力の乱用はできないということか。


「それに、ようやくわかりました。二人が言ってた『僕の秘密』。こんなことができるなんて……僕は、僕自身のことを全然知らなかった。というか、忘れてたというか……上手く言えないんですけど」


「……行くんですか？」


　涼音が心配そうに訊きいてきた。


「はい、僕が一番適任だと思うし……あ、ライフル貸してください」


「でも……」と涼音が渋しぶる。


　しかし、ターニャは迷わずネゲフ軽けい機き関かん銃じゆうを五十六に渡わたした。


「安全装置も解除した。トリガーを引けば弾が出る」


「どうも」


「ターニャ！」


「……五十六がどうするのか、興味があるんだ。見てみたい」


　そう言って、ターニャは潤うるんだ瞳ひとみで五十六を見つめる。


「ありがとうございます」


　五十六は軽機関銃を両手でしっかりと構えた。弾薬ケースがついているからだろう。今まで持ったどんな電動ガンよりも重い。


「僕が死んじゃったら、妹や両親に『ごめんなさい』って伝えておいてください。祖父母より孫が先に死ぬっていうのは、できるかぎり避さけたいんですけど……そのときは、まあ、仕方ないですよね」


「怖こわくないのか？」と、ターニャ。


「超ちよう怖いです」五十六だって、もちろんこんなこと本当はやりたくない。


　──でも、五十六の本能は納なつ得とくしている。


　これが正しい選せん択たくだと。


「たぶん、一いつ瞬しゆんだと思います」


　五十六は走りだす。そして大きくジャンプして屋上の鉄てつ柵さくを飛び越える。


「一瞬、勇気を出せばすむ」





　ビルから無造作に飛び降りた五十六の姿が、落下途と中ちゆうで消えた。瞬間移動で、ブラックシャーク攻こう撃げきヘリに向かっていったのだ。


「…………」涼音は、初めて自分の心臓がこんなにも強く脈打つものだと知った。五十六のことで頭と胸がいっぱいになっている。厳しい訓練のおかげで、涼音は爆ばく撃げきされようが銃撃を浴びようが動じることはない。そのはずなのに、五十六を失うかもしれないと考えただけで、全身から汗あせが滲にじんで膝ひざが笑いだす。


　もっと彼のことを知りたい。徹てつ底てい的に調査したはずなのに、涼音はまだ五十六のことを何も知らないような気がしてくる。どうすれば彼が喜ぶのか知りたい。


　──今、気づいた。


　これが、人を好きになるということらしい。


　恋こいに落ちてしまった。


　自分の命よりも大事だと思える人間に出会ってしまった。


　任務も国益もＣＩＡも母も関係ない。


　本当に五十六のことが好きになってしまった。
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「飛んだ」瞬間に、体が見えない強い力に引っ張られるような感じがして、空気の壁かべのようなものを通り抜ぬけて、気がついたら空間をねじ曲げて移動している。




[image: ]


　五十六は、意識を集中した場所に瞬間移動できるらしい。「なんとなく遠くに」という漠ばく然ぜんとしたイメージでも「飛べる」っぽいので、結構いい加減な力なのかもしれない。とにかく、瞬間移動の精密なコントロールにはかなりの集中力が必要だ。集中力は、五十六が持っている数少ない長所の一つだ。


　──それでも、疲つかれていたせいだろう。


　間違って、五十六はブラックシャーク攻撃ヘリの正面に出現してしまった。


「しまっ……！」


　ヘリのパイロットは戸と惑まどいつつも、突とつ如じよ現れた標的に対して機き関かん砲ほうを連射した。空気を切り裂さく砲声がビルの間で反はん響きようする。落下する五十六を、大量の砲弾が追いかける。外れた弾たまが、道路やビルの壁にボコボコと弾だん痕こんの列を作る。


　五十六はすぐにもう一度瞬間移動。


　今度は、狙ねらい通りブラックシャーク攻撃ヘリの直上五〇メートルほどの位置に出現する。


　五十六は不思議に思う。──なんだか、自分でも驚くほど冷静に戦うことができている。こんな危機、異常事態なのに、自分の心も思考もギリギリ正常を保っている。慌あわててはいるが、混乱してはいない。


　もしかしたら──危機管理部の活動のおかげかもしれない。


　色々なことをやった。ピッキングの練習、自転車で馬ジ上ヨ槍ウ試ス合トの練習、下着姿でサバイバルゲーム、ビルから飛び降りて受け身の練習、『グラップラー刃バ牙キ』の技わざがどこまで生身で再現できるか──ときには無茶苦茶だった。


『なんでそんなことをするの？』


　花蓮によく怒おこられたっけ。


　──なんで？


　そんなことは、五十六にもよくわからなかった。「とりあえず退たい屈くつではないから」「親友の三木多可に誘さそわれるから」──答えを返すことはできたが、どれも正確さを欠いていた。本当のところは、はっきりとした理由なんて存在していなかったのだ。


　でも、「これは役に立つ！」と思って学んだことは本当に役に立つのだろうか。五十六は、人生で本当に大事なことは、「なんとなく」やっていることのほうで学んでいるような気がしてならない。


　確かに危機管理部の活動はつらかった。つらいからこそ、五十六はちょっとだけタフになれた。痛かったり苦しかったりしたことで、人生において「まったくの無む駄だ」というものは一つもないのではないか──五十六はそんなことを考える。





　五十六はヘリの上をとった。高いところは嫌いやなものだ。下を見るとクラクラするし、胃の裏側で重力を感じる。ジェットコースターが一番高いところまであがって、そこから急降下するときに腰こしが「ひゅっ」とするあの感じ。あれが地面に落ちるまで続くのだから、落下死だけはしたくないもんだと五十六は心の底から思う。


　とにかく、いい位置をとったのだから敵を撃たねばならない。


　さて──。


　軍用ヘリの、装そう甲こうの弱いところって、どこだ──!?


　五十六はそれを知っている。本当かどうかは知らないが、知っている。


　映画や小説で、主人公がヘリと戦うとき、狙い場所はたいてい決まっている。


　五十六は信じる。今まで観てきた映画を信じる。小説を信じる。


　狙うのは、二重反転ローター──つまり、回かい転てん翼よくの付け根だ。フィクションだと、そこを撃つと上う手まい具合に火を噴ふくものだ。


　空中で落下しつつ、五十六は何とか姿勢を制せい御ぎよし、真下のブラックシャーク攻撃ヘリに銃口を向けてトリガーを絞しぼる。


　甲かん高だかい銃声のあと、強きよう烈れつな反動がきた。


　ただでさえ不安定な状態なので、銃口がぶれまくる。しかし、それでも当たる。狙う相手が大きいし、距きよ離りも近いからだ。


　ヘリの上は気流が乱れていて、五十六は竜たつ巻まきに巻き込まれたように回転し、吸いこまれそうになる。それでも腕うでに力をこめて、できるかぎり銃口がヘリから外れないように必死に歯を食いしばる。


　撃って、撃って、撃ちまくる。


　大量の弾だん丸がんが、ブラックシャーク攻撃ヘリの二重反転ローターに突つき刺ささった。季節外れの花火のように、美しい火花が大量に散った。やがて機体から黒こく煙えんが噴き出し、攻撃ヘリはふらついて安定感を失う。燃料か予備弾薬にでも引火したのか、派手な爆発が起きて、ヘリのローターだけがどこか遠くに飛んでいく。


「……やった！」


　翼つばさを失った攻撃ヘリから、パイロットが射出座席で脱だつ出しゆつするのを見て、五十六は敵のことながら安心した。たとえ自分の命を奪うばおうとした相手だろうが、自分の手で人が死ぬなんて絶対に嫌だ。


　ローターもなくパイロットもいない攻撃ヘリは、ただの巨きよ大だいな鉄のかたまりに過ぎない。五十六は落ちながら「どうか民家にヘリが落ちませんように！」と祈いのる。その願いが通じたのか、ヘリは無人に近い立体駐ちゆう車しや場じようの屋上に突き刺さった。それから爆発。これならたぶん大だい丈じよう夫ぶだろう──五十六はもう一度瞬しゆん間かん移動を使った。どこか、本当に安全な場所に行きたかった。




　エピローグ
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　繁はん華か街がいのほうで騒さわぎが起きて、心配になった五い十す鈴ずは兄の携けい帯たいに電話をかけたが、つながらなかった。五十鈴が一人リビングでニュースをチェックしつつ、「嫌いやな予感がするなあ……」と不安がっていたら、目の前に突とつ然ぜん兄の五い十そ六ろくが出現した。どこかから落ちてきて、べしゃっと床ゆかに叩たたきつけられる。


「あにき！」


　五十鈴は慌あわてて兄に駆かけ寄った。何をしてきたのか知らないが、すっかりボロボロになっている。よほど疲つかれたのか、ダメージでもあったのか──五十六は完全に意識を失っていた。失神というよりは、少しでも早く回復するために深く眠ねむっているようだった。それより何より五十鈴を驚おどろかせたのは、眠った兄が大事そうに機き関かん銃じゆうを抱かかえていることだ。限りなく本物っぽい──いや、これは本物だろう。


「まったく……！」


　五十鈴は、兄の額に自分の右てのひらを押しあてた。意識を集中する。自分の頭と相手の頭をつなぐ「橋ブリツジ」を強くイメージする。


　五十鈴は、五十六が瞬間移動できると知っていた。自分も特とく殊しゆな力を持っているからだ。五十鈴は、接せつ触しよくしている相手の記き憶おくを読みとることができる。時間をかければ、記憶を消すことも可能だ。この力を使って、五十六の中から「瞬間移動に関する記憶」を消したことがある。他でもない、五十六に頼たのまれたのだ。


「こんな力のことは忘れていたい」と兄は言っていた。「こんな力はきっと余計なトラブルを呼び込むと思うから、僕がうっかり使ったらそのたびに五十鈴の力で記憶を操作してほしい」と。五十鈴はもっともだ、と思った。強すぎる能力者は、スティーヴン・キングの『ファイアスターター』や筒つつ井い康やす隆たかの『七なな瀬せふたたび』みたいなことになると相場が決まっている。


「結局、そんな努力も全部水の泡あわ……」


　てのひらから、五十六に今日何が起きたのかが映像として伝わってくる。他人の夢に迷い込んだ感覚を味わったあと、五十鈴が五十六から手を離はなした。銃じゆう撃げき戦せん、ＣＩＡ、ＳＶＲ、無人飛行機、イーチンのクラッキング、攻こう撃げきヘリ──。


「もう、あにきの力は知られちゃったのか……」


　今回はもう、五十鈴が兄の記憶を「いじる」必要はない。周囲に秘密がばれてしまってる以上、記憶を失ったら五十六が困るだけだ。


　嫌な予感が的中してしまった。キャスリン涼すず音ねが現れてから、五十鈴がずっと危き惧ぐしていた事態でもある。──やはり、涼音は心を許してはいけない相手だった。


「っていうか、あにきは女の子に甘すぎなんだよ……！」


　五十鈴がどんな生意気なことを言っても、五十六は微び笑しようしていた。


　五十六は、暴力的な「前の父親」から五十鈴を守ってくれた。


　次は、五十鈴の番だ。


「いいよ、しかたない。あにきは甘いままで。そのかわり、あたしがしっかりするから！」


　五十六の力は知られてしまった。だが、五十鈴はまだ大丈夫なようだ。自分の特殊な力を使って、何があっても五十六を守ってみせる──。


　決意を新たにする五十鈴。しかし、五十六からはなんの反応もない。すやすやと安らかな寝ね息いきを立てている。


「……のんきそうに寝てんじゃねーよ、ばか」


　疲れているのはわかるが、なんとなくムカついて五十鈴は五十六の脇わき腹ばらのあたりを蹴けった。寝言なのか、今ので起きたのか、五十六の口から「いてっ」と声が漏もれる。





　　　　２




　五十六が目を覚ましたときには、後片付けがほとんど終わっていた。アナウンサーたちは一様に「民間のヘリコプターが墜つい落らく。事故による死亡者はなし」を繰くり返していたし、どんなニュースでもＣＩＡの「し」の字も出てこなかった。


　あのあとすぐにキャスリン涼音は病院に運ばれて、左足の骨折は全治二か月だという。事件の五日後には、涼音はギプスと前ぜん腕わん固定型の杖つえを装備して学校に姿を見せた。ターニャもイーチンも、そしてもちろん五十六も、いかにも「以前と何も変わってませんよ」という顔をして授業を受けている。


　一度だけ、奇き妙みようなことがあった。「日本政府の、ある情報機関の人間」と名乗る女性が学校からの帰り道に接触してきたのだ。その女性はサングラスとつばの広い帽ぼう子しで顔を隠かくしていて、四〇歳くらいに見えた。


「……君は微び妙みような立場にある。世界中の諜ちよう報ほう機関が君を手に入れようとしている。日本政府としてもぜひ君を『保護』したいところだが、それは建前上の同盟関係を理由にアメリカが許してくれない。しかし我々も、すべてアメリカのいいなりになるつもりはない。その結果──『君の自由意思を尊重する』というきれいごとに落ち着くわけだ。本当はどの組織も君を『自由』にしたくはないが、他の組織を牽けん制せいするために君を『自由』にしておくしかない」


　その女性は一方的に話し続けて、五十六の質問を受け付けずに踵きびすを返した。


「だからこれからも、君の周囲には世界各国のエース級エージェントが次々と現れるだろう。すべて、君の心をつかむためだ。君を『世界の敵』として排はい除じよしようとする者も当然たくさんいる。ただし、一つだけ信じてほしい。日本政府は──いや、少なくとも私は、君を見捨てたりはしない。君が『世界を滅ほろぼす』のか『世界を良くする』のかはわからないが、同じ日本人同士、後者に賭かけてみるのが正解だと考えている。──五十六君。君は善き少年だ。そのまま善き道を進んでほしい」


「…………」


　彼女は変装した花か蓮れんの母親だったが、五十六がその正体を見み抜ぬくことはなかった。


　彼女の言葉は事実だった。正体が明らかになったにもかかわらず、ターニャやイーチンはますます積極的に五十六を誘ゆう惑わくしてきた。「裏があろうとなんだろうと、強ごう引いんにいけば五十六はおちる」と勘かん違ちがいしているようだ。


　五十六は不満に思う。──僕はそんなに単純じゃないんだってば。


　普ふ通つうではない力が自分にあることを知ってしまった。しかもそれを、色々な人間に狙ねらわれているという。五十六としてはこんな力は捨ててしまいたいところだが、「いいこと」に応用できるのなら無責任なことはあまりできない。


　研究室に監かん禁きんされたりすることなく、とりあえず今は普通に学校に通い、ごく普通の日常を送ることを許されている。五十六はそのことに感謝する。平へい穏おんな日々がいつまで続くかはわからないが、五十六は（特に根こん拠きよもなく）楽観視している。困ったことになったら、そのときに困ればいい。用心は必要だが、あまり先の不安や心配を「前借り」してもつまらない。





　学校から帰る五十六に、花蓮の母が接触した。花蓮は、車の近くで待った。五十六と別れた母が戻もどってきて、娘むすめがいることに驚き、周囲を一度見回してからサングラスを外した。何かを見み逃のがしたら自分の死につながることもある業界で長年働いてきた母の目は、厳しい氷原で生きる白しろ熊くまの目にそっくりだった。


「あら、あなたも来ていたのね」と、母はつばの広い帽子も脱ぬぐ。用心深いことに、母は変装用のメイクで人相を変えていた。母娘おやこは車に乗る。当然、母が運転席だ。


　公安調査庁、調査第二部の部長──花蓮の義理の母。


「彼、顔はいまいちだけど、凄すごく優やさしそう。いい子だと思う。気に入った」


「……母さん！」


　なぜか恥はずかしくなって、花蓮は唇くちびるを尖とがらせた。


「こんな任務に、あなたを利用して……本当にすまないと思ってる」


「大丈夫です」花蓮は微笑する。「他の人がこの任務につくよりずっといい」


　本心だった。今回の一件で、ようやく飯いい田だ五十六という人間のことがほんのちょっとだけわかったような気がする。花蓮が知らなかった五十六と出会うことができたのは、自分が組織の駒こまとして動いたからだ。義務感もあり、罪悪感もあり──複雑な心情なのは間違いないが、孤こ児じだった花蓮は複雑な思いを抱えるのはわりと得意なほうだ。前よりも、ずっとずっと好きになってしまった。──誰だれのことを？　もちろん、口にするまでもない。


「それに……本当のことを話しても、五十六くんならわかってくれるんじゃないか、って」


「……私もそう思う」


　そう軽くうなずいて、母はエンジンをスタートさせた。アクセルに緩ゆるく力をかけていく。


「孫の顔が見てみたい。楽しみ」


「気が早すぎです！　まったく！」





　　　　３




　──そして飯田家では。


「好きです、五十六！」


「またまたあ……」


　今晩も杖をついて、五十六の部屋をキャスリン涼音が訪ねる。涼音は、本当は勝負の下着姿で彼に迫せまりたいところだったが、最近五十鈴の目が厳しいし、骨折して杖をついている状態であまり薄うす着ぎをすると逆に痛々しいのではないかという不安もあり、負傷者らしくゆったりとしたガウンを着用している。


「仕事なんでしょ。そういうのはよくないって」


　涼音の告白を、五十六は笑って受け流した。


「そうじゃなくて……本当に好きになっちゃったんです！」と、涼音は身を乗り出し、声に真心をこめて、五十六を真っすぐに見つめて言った。


　しかし──。


「はいはい。何を企たくらんでいるのやら」


　五十六はまったくとりあってくれない。


「いそろくぅ……」涙なみだ目めになる涼音。


「僕は、怒おこってないですよ。でも、傷つかなかったわけじゃない」


　五十六の口調はあくまで穏おだやかだ。


「その……エージェントのみなさんの立場や目的は理解できますけど、僕は、こんなゲームを続けようって気分にはなれないです」


　タイムマシンがあれば五十六と出会う前に戻りたい！　と涼音は強く思った。どんなに強く思ったところで、そんなことはありえない。


　──やってしまった！


　後こう悔かい先に立たず。まさか、こんなことになってしまうなんて。一度大きな噓うそをついたせいで、本当の恋こいさえも失ってしまうなんて。──いや、まだまだ。涼音は一人でかぶりを振ふった。本人が諦あきらめない限り、恋は消えない。


　今なら断言できる。飯田五十六と出会って、キャスリン涼音の人生は始まったのだ。


　地球が回り始めて、一人でいることの苦さを知った。


「絶対に諦めませんからね！」


　すると五十六は、徳の高い高こう僧そうのような包容力のある笑え顔がおでパタパタと手を振る。


「はいはい」










──了







　あとがき







　いきなりですがお礼から。この物語の主人公・飯いい田だ五い十そ六ろくは本屋でアルバイトをしている設定です。このアルバイト描写に関しては、実際に書店で取材させていただきました。協力してくださった、船ふな橋ばし「ときわ書房本店」宇う田だ川がわ拓たく也や様、ありがとうございました。書店あっての作家業です。書店員のみなさまいつもお疲れ様です。お世話になっております。


　そしてお礼といえば、素敵なイラストを描いてくださったしゅがすく先生にも感謝を。一冊の本を仕上げるのには、大勢の人の力が必要です。


　──というわけで『シークレット・ハニー　船橋から愛をこめて』いかがだったでしょうか。少しでも楽しんでいただけたのなら幸いです。


　今回はこう、「優やさしい話を書こう」というのがまず最初にありました。それというのも……この本を書く前に、徳間書店から『ブラッドバス』というハードカバーの単行本を出していまして。『ブラッドバス』では、とにかく残酷シーンとアクション（戦闘）が続く話をやろう、と。シャベルを突き刺して頭を割る、ストランギュレーション（絞殺のための道具）のギャロットで殺す、悪党を鉱山の岩石粉ふん砕さい機きに叩たたきこんでミンチにする！　とか。


　本文を書く前に「悪党の殺し方リスト」まで作って、特に人体破壊描写に関しては微に入り細をうがち徹底的にやってみたんですね。


　映画でいうと、シュワルツェネッガーの『コマンドー』とジェームズ・グリッケンハウスの『エクスタミネーター』を組み合わせて、小説だと船ふな戸ど与よ一いちやダシール・ハメットやスティーヴン・ハンターで、そこに自分が最近考えていたことを混ぜあわせて……という、ある意味すごく個人的で感情的な小説でした。


　そして『ブラッドバス』を書き終わって──いわゆる反動みたいなものがきたんでしょうか──さすがにちょっと次は「平和で、人が死なない、優しい話」が書きたいなあとしみじみ思ったわけです。なんなんでしょうかね。


　ここで僕が言っている「優しい」というのは、「優しい人間が出てくる話」というわけではありません。まず、読者として想定したのは「学生の頃の自分」です。まだ小説家ではなかった頃の（わりとどうにもならない感じに冴さえない）僕が、その本を読んだら「まあ明日も頑張るか……」みたいな気分になれるような、そういう優しさ。あの頃の僕が比較的切実に欲していたタイプの本です。





『プルーストとイカ』という本があります。わかりにくいタイトルです。


　メタリアン・ウルフという学者さんが書いた本で、その副題は『読書は脳をどのように変えるのか？』（翻訳者は小こ松まつ淳じゆん子こさん。発行はインターシフト）。副題はシンプルでわかりやすいですね。「そもそも読書とは何か？　それが人間に何をもたらすのか？」ということを考えていく内容で。この本の中で、読書について凄すごくいい言葉があったので引用させていただきます。







　読書している間、私たちは自分の意識から抜け出して、年齢も文化も異なる他人の意識に入り込むことができる。


（中略）


　こうして他人の意識を直接体験することにより、私たちは自分自身の考え方に共通性と独自性があることを悟る──自分は一個の人間であるけれど、一人きりで生きているわけではない、そう悟るのである。







　いい文章ですね。社会学者の内うち田だ樹いつき先生が、その著書『街場の読書論』で、「チャンドラーの『長いお別れ』の読書中に、『ギムレット』という飲み物を一日の最初に飲む時の愉ゆ悦えつを先駆的に体験した」という話を書いておられます（引用多くてすみません。でも、僕みたいな人間が読書を語るなら、それには絶対に「誰か」の言葉が必要になるんです）。


　愉悦を先駆的に体験──読書で「他人の意識を直接体験」すると、そういうことが起きる。


　個人的にも、同じ愉悦を味わったことがあります。僕は小説の登場人物を通して、「銃を撃つことの快感」を前借りしていました。そして実際に撃ってみた。海外で銃を撃つのは、今では僕の趣味の一つと言っていいでしょう。射撃場ではずっと、ボブ・リー・スワガーや香こう坂さか正しよう次じが銃を撃った場面のことを考えていました。自分が「前借りしていた快感」に追いついた時の快感は、その行為を実現するための難易度があがればあがるほど高まります。


　せっかくなので、スティーヴン・ハンターの『極大射程』（新潮文庫、翻訳・佐さ藤とう和かず彦ひこ）から、さっき例にあげたボブ・リー・スワガーが銃を使うシーンを少し引用しておこうかと思います。







　それでも〝銃を持たない男にはチャンスはない〟と、ボブは思った。〝銃さえあればチャンスはある〟


　レンガのように膨れた親指で弾倉の着脱ボタンを押す。弾倉が外れると、ホローポイント弾が全弾装塡されており、弾薬が小さな真鍮のイースター・エッグよろしくずらりと並んでいた。薬室にも弾薬が入っているかどうか覗いてみると、銃弾の真鍮がきらりと輝くのが見えた。


（中略）


　拳銃は新品だった。なぜか急に、使い込んだ自分のコルト・オートマチックとはまるで違う生き物で、こちらに反抗してくるような気がした。


（中略）


　照星だ、照星だ、照星だ。


　それがすべてだった。それが鍵であり、教会を建てる礎石となる。拳銃の照星を見つめ、標的がはるか後方にかすんで見えるようにしなければならない。そうしないと、決して良い結果は得られない。







　読書の共通性と独自性とはなんでしょうか。


　自分の個性を知るには、まず「他人」を知らなくてはいけません。自分のどこが他人に似ているのか、どこが他人に似ていないのか。物語の主人公たちが銃を撃った時に感じたことと、自分が銃を撃った時に感じたことには、いくつかの共通点があり、同時にいくつかの差異があった（あったはずです）。そのおかげで僕は射撃に関して「次の段階」を意識することができた。質のいい読書は、ものすごく「前向きな孤独」の時間でもあります。ただの孤独ではなく、次の日の自分の意識をオープンにするために必要な時間。それはとても「優しい時間」と言い換えてもいいでしょう（そういう意味では、先述の『ブラッドバス』も決して「優しくない話」ではないんですが）。飯田五十六がどんな人間か考えていく際に、一番意識したのがそういう時間を持っているかどうか、大事にしているかどうか、ということでした。





　本当は、この『シークレット・ハニー』では銃はあんまり出したくなかったんですよ。でも無理だった。「撃たない銃は出さない」というドラマツルギー（チェーホフですね）に従って、結局この本の後半では大量の銃弾が飛び交かってしまいました。やはり僕は銃が好きで、銃のことを調べて、ずっと銃の話を書き続けて、海外に銃を撃ちにいって……。色々やっているうちに、すっかり体にしみついてしまったようです。ある種の映画監督が、どんな映画を撮っても何らかの形で象徴的な「指紋」を残してしまうように、意識しても排除できない要素というものが（ほとんどの）小説家にもあります。


　ただし、今まで僕が書いてきた小説とは全く異なる点があります。銃は出してしまいましたが、人は死にません。一〇年以上作家をやってきて、劇中に殺人（他殺死体）場面が登場しない本は初めて書いたと思います。なんというか、極端な芸風ですね。これを、まったく意識せずにやっていたのだから、ちょっとよくない。この本を書いたことには、僕にとってけっこう重要な意味があったわけです。


　今、ここまで書いたぶんを読み返してみたんですが、変なあとがきですね。付き合ってくださったのは、ちょっとした変わり者か「あなた」くらいでしょう。僕にとって意味があったように、あなたにもこの本を読んだ意味があれば嬉うれしいです。これ……２巻はどうなるんでしょうかね？　あとでちょっと担当編集者さんと相談してみます。ではまた。




シークレット・ハニー


１．船ふな橋ばしから愛あいをこめて





深ふか見み　真まこと
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